
ラ
ビ
文
献
研
究
の
現
状
（
一
）

土
岐
健
治

ラピ文献研究の現状（一）

　
　
目
　
　
　
　
次

序一、

ド
ラ
ッ
シ
ュ

ニ
、
ハ
ラ
カ
と
ハ
ッ
ガ
ダ

三
、
『
ミ
シ
ュ
ナ
』

三
9
一
、
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
の
内
容

四
、
『
ト
セ
フ
タ
』

五
、
『
ラ
ピ
・
ナ
タ
ン
の
ア
ボ
ス
』

山ハ

『
タ
ル
ム
ー
ド
』

序

六
。
一
、
『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』

六
二
一
、
『
バ
ピ
ロ
ニ
ア
・
タ
ル
ム
ー
ド
』

七
、
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
文
献

七
・
一
、
ハ
ラ
カ
的
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ

七
・
二
、
ハ
ッ
ガ
ダ
的
ミ
ド
ラ
ソ
シ
ュ

七
・
三
、
そ
の
他
の
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ

八
、
タ
ル
グ
ム

　
ラ
ビ
文
献
は
大
き
く
『
、
・
・
シ
ュ
ナ
』
『
ト
セ
フ
タ
』
『
タ
ル
ム
ー
ド
』
（
バ
ビ
ロ
ニ
ァ
お
よ
ぴ
パ
レ
ス
チ
ナ
）
、
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
文
献
、
の

四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
我
が
国
に
お
け
る
ラ
ビ
文
献
研
究
の
現
状
に
鑑
み
て
、
ラ
ビ
文
献
の
研
究
の
現
状
を
記
す
に
先
だ
っ
て
、
本
稿
に
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お
い
て
は
、
ま
ず
、
主
要
な
用
語
の
説
明
と
ラ
ビ
文
献
な
い
し
ラ
ビ
伝
承
成
立
の
事
情
に
ふ
れ
、

れ
ら
に
つ
い
て
短
く
解
説
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
辱

ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ

つ
い
で
、
こ
れ
ら
の
文
献
を
概
観
し
そ

　
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
（
態
」
』
u
旨
一
α
ぼ
留
げ
）
と
は
、
一
言
で
言
え
ば
聖
書
註
解
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
語
は
ヘ
プ
ル
語
鳳
」
4
舞
声
号
に

由
来
す
る
。
島
声
跨
は
「
尋
ね
求
め
る
」
「
探
求
す
る
」
「
調
査
、
研
究
す
る
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
で
、
レ
ビ
記
一
〇
1
6
の
「
罪
祭
の

や
ぎ
を
…
…
さ
が
し
た
」
、
イ
ザ
ヤ
書
五
五
6
の
「
主
を
尋
ね
よ
」
、
歴
代
志
下
三
〇
1
9
の
「
神
を
求
め
る
」
、
エ
ズ
ラ
記
七
1
0
の
「
律
法

を
調
ぺ
る
」
な
ど
に
認
め
ら
れ
る
。
特
に
最
後
の
例
に
お
い
て
は
、
律
法
（
ト
ー
ラ
ー
）
の
研
究
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。
ク
ム
ラ
ン
文
書
に
お
い
て
は
、
ま
さ
に
こ
の
意
味
で
盆
声
号
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
ダ
マ
ス
コ
文
書

六
7
の
「
笏
と
は
ト
ー
ラ
ー
を
研
究
す
る
者
（
ヨ
ゴ
ロ
薯
ゴ
）
の
こ
と
で
あ
る
」
、
同
七
1
8
の
「
星
と
は
ト
ー
ラ
ー
を
研
究
す
る
者

（
3
ゴ
ロ
唱
リ
ゴ
）
の
こ
と
で
あ
る
」
、
宗
規
要
覧
六
6
の
「
一
〇
人
が
居
る
場
所
に
は
、
日
夜
ト
ー
ラ
ー
を
研
究
す
る
者
（
嘩
リ
ゴ
鳳
、
惚

ヨ
ゴ
ロ
）
が
一
人
居
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
、
轟
O
コ
e
廿
二
の
「
（
サ
ム
エ
ル
記
下
七
1
4
の
）
彼
と
は
ダ
ビ
デ
の
若
枝
の
こ
と
で
あ
る
。

彼
は
ト
ー
ラ
ー
を
研
究
す
る
者
（
ヨ
ヨ
ロ
鳳
リ
ゴ
）
と
共
に
現
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
、
（
さ
ら
に
宗
規
要
覧
八
B
を
も
参
照
）
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
鼠
声
昌
の
名
詞
形
で
あ
る
巨
穿
轟
鴇
は
、
旧
約
聖
書
の
中
で
は
、
歴
代
志
下
二
二
2
2
の
「
預
言
者
イ
ド
の
注
釈
」
お
よ
ぴ
、
同

二
四
2
7
の
「
列
王
の
書
の
注
釈
」
の
二
箇
所
に
の
み
現
わ
れ
る
。
こ
の
二
例
に
お
い
て
は
巳
一
α
ぼ
帥
の
げ
は
「
書
物
」
あ
る
い
は
「
歴
史

書
」
の
意
に
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
セ
プ
テ
ユ
ア
ギ
ン
タ
は
こ
の
二
箇
所
を
そ
れ
ぞ
れ
奪
隻
帆
建
お
よ
び
N
ミ
忌
（
い
ず
れ
も
「
書

物
」
の
意
）
と
訳
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ベ
ン
・
シ
ラ
の
知
恵
に
は
、
後
に
律
法
研
究
の
学
園
を
意
味
す
る
こ
と
ば
と
し
て
広
く

36
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ラビ文献研究の現状（一）

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
鳳
」
』
U
（
コ
）
コ
’
り
竃
浮
（
訂
ヨ
）
邑
島
品
。
。
げ
が
は
じ
め
て
現
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ベ
ン
・
シ
ラ
の
知
恵

五
一
2
3
に
は
、
「
教
育
無
き
者
は
わ
が
許
に
近
づ
き
、
教
育
の
家
（
鳥
さ
り
養
＆
無
房
）
に
留
れ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
教
育
の
家
」
に

対
応
す
る
ヘ
ブ
ル
語
は
σ
ゆ
9
菖
身
轟
ω
寓
（
最
後
の
・
－
は
「
私
の
」
の
意
。
こ
こ
で
「
私
」
は
ベ
ン
・
シ
ラ
の
こ
と
）
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
明
か
に
、
律
法
の
研
究
を
こ
と
と
す
る
私
塾
が
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
ク
ム
ラ
ン
文
書
に
お
い
て
置
こ
訂
留
げ
は
一
般
的
な
「
調
査
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
揚
合
も
あ
が
（
宗
規
要
覧
六
2
4
）
、
宗
規

要
覧
八
1
5
、
ダ
マ
ス
コ
文
書
二
〇
6
で
は
、
律
法
の
研
究
な
い
し
は
解
釈
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
（
宗
規
要
覧
八
2
6
、
轟
O
国
o
＝
一
軍

を
も
参
照
）
。

　
ラ
ビ
文
献
に
お
い
て
も
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
は
こ
れ
と
同
じ
意
味
で
、
す
な
わ
ち
「
聖
書
の
研
究
、
解
釈
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
そ
の
用
法
は
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
①
聖
書
の
研
究
・
解
釈
作
業
そ
の
も
の
を
指
す
揚
合
（
幕
9
（
富
巳
）
邑
島
轟
鴇
，

の
揚
合
の
よ
う
に
）
、
②
研
究
の
成
果
と
し
て
の
特
定
の
聖
書
解
釈
を
指
す
場
合
、
③
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
文
書
化
し
た
も
の
、
す
な
わ

ち
「
聖
書
註
解
書
」
を
指
す
揚
合
、
以
上
三
つ
で
あ
る
。
③
の
意
味
の
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
、
す
な
わ
ち
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
『
ト
セ
フ
タ
』
『
タ
ル

ム
ー
ド
』
と
並
ん
で
ラ
ビ
文
献
を
構
成
し
て
い
る
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
文
献
に
つ
い
て
は
後
で
ふ
れ
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
ま
ず
広
義
の

ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
つ
い
て
、
簡
単
に
解
説
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

　
ユ
ダ
ヤ
教
の
歴
史
に
お
い
て
、
預
言
者
の
伝
統
が
途
絶
え
た
と
考
え
ら
れ
た
時
代
に
は
、
か
つ
て
神
託
（
託
宜
）
や
預
言
が
果
た
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

い
た
役
割
を
、
聖
書
解
釈
が
代
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
生
活
の
規
範
を
ト
ー
ラ
ー
（
成
文
律
法
、
特
に
モ
ー
セ
五
書
）
に
求
め
よ
う
と

す
る
時
、
ト
ー
ラ
ー
が
現
実
の
生
活
状
況
か
ら
生
ず
る
様
々
な
問
題
に
直
接
解
答
を
与
え
て
く
れ
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
過
去
の
時
代
に

記
さ
れ
た
ト
；
ラ
ー
を
現
代
の
状
況
に
適
応
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
揚
合
に
は
、
テ
キ
ス
ト
に
解
釈
を
加
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
卜
ー
ラ
ー

の
こ
と
ば
を
敷
術
し
補
足
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
ト
ー
ラ
ー
の
命
令
を
実
践
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
作
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業
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ミ
ド
ラ
ソ
シ
ュ
の
も
う
一
つ
の
機
能
と
し
て
、
口
伝
律
法
に
対
し
て
聖
書
の
根
拠
を
与
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
権
威
を
付
与
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
は
ラ
ビ
的
ユ
ダ
ヤ
教
の
活
動
の
中
心
を

な
す
に
至
り
、
そ
れ
故
に
、
ト
ー
ラ
ー
の
研
究
と
解
釈
を
こ
と
と
す
る
学
園
（
研
究
・
教
育
機
関
）
、
す
な
わ
ち
σ
ゆ
3
（
鼠
ヨ
）
巨
象
7

舘
『
こ
そ
が
、
ラ
ビ
伝
承
の
継
承
に
と
っ
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
（
鼻
国
①
『
8
己
・
≒
－
8
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
の
起
源
は
、
旧
約
聖
書
自
身
に
さ
か
の
ぼ
る
。
J
・
ワ
イ
ン
グ
リ
ー
ン
に
よ
れ
ば
、
ラ
ビ
た
ち
に
よ

る
聖
書
解
釈
の
方
法
は
へ
す
で
に
旧
約
聖
書
自
身
の
中
に
見
出
さ
れ
る
解
釈
の
伝
統
に
連
な
る
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
申
命
記
の
ご

と
き
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
、
レ
ビ
記
、
民
数
記
の
中
に
見
出
さ
れ
る
律
法
と
歴
史
に
対
す
る
、
申
命
記
編
者
の
立
揚
か
ら
な
さ
れ
た
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

釈
・
解
説
で
あ
っ
て
、
「
プ
・
ト
・
ミ
シ
ュ
ナ
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
は
た
し
て
ワ
イ
ン
グ
リ
ー
ン
の
言
う
よ
う
に
申
命
記
を

「
プ
・
ト
・
ミ
シ
ュ
ナ
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
適
当
か
否
か
は
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
聖
書
解
釈
の
方
法
が
す
で
に
旧
約
聖
書
の
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
V

立
過
程
に
お
い
て
確
立
し
、
そ
れ
が
ラ
ビ
に
よ
る
聖
書
解
釈
へ
と
引
き
継
が
れ
た
と
い
う
点
は
、
広
く
承
認
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、

旧
約
聖
書
自
体
の
中
に
起
源
を
有
す
る
聖
書
解
釈
の
伝
統
が
、
捕
囚
期
以
降
の
ユ
ダ
ヤ
教
の
成
立
、
展
開
の
過
程
の
中
で
、
新
し
い
局
面

を
迎
え
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
聖
書
解
釈
の
伝
統
は
、
旧
約
聖
書
の
後
期
の
文
書
、
旧
約
聖
書
外
典
偽
典
、
ク
ム
ラ
ン
文
書
、
フ
ィ
・
ン
を
経
て
、
初
期

の
ラ
ビ
文
献
へ
と
辿
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ベ
ン
・
シ
ラ
の
私
塾
に
お
い
て
ト
ー
ラ
ー
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
言
及
し
た
。
ソ
ロ
モ
ン
の
知
恵
一
〇
1
一
九
章
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
に
例
を
と
っ
て
知
恵
の
カ
を
述
べ
て
い
る
が
、
創

世
記
と
出
エ
ジ
プ
ト
記
に
対
し
て
著
者
の
立
揚
か
ら
す
る
解
釈
や
敷
術
が
自
由
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
出
エ
ジ
プ

ト
記
一
五
2
に
対
す
る
ソ
・
モ
ン
の
知
恵
一
〇
2
1
の
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
的
な
敷
術
が
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
グ
ム
伝
承
の
そ
れ
と
一
致
す
る

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
の
「
知
恵
は
ミ
…
乳
呑
み
子
た
ち
の
舌
に
明
瞭
に
語
ら
せ
た
」
と
、
後
者
の
「
母
親
の
胸
か
ら
、
乳
呑

38



　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

み
子
た
ち
は
…
・
：
語
る
」
は
、
共
通
の
伝
承
の
存
在
を
予
想
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
（
タ
ル
グ
ム
に
つ
い
て
は
、
後
章
参
照
）
。
旧
約
聖
書
、

外
典
偽
典
に
お
け
る
、
・
・
ド
ラ
ッ
シ
ュ
の
包
括
的
な
研
究
は
、
な
お
未
開
拓
の
興
味
深
い
課
題
で
あ
る
。

　
ク
ム
ラ
ン
教
団
に
お
い
て
律
法
の
研
究
と
教
団
独
自
の
聖
書
解
釈
が
組
織
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
ク
ム
ラ
ン
出
土
の
い
く
つ

か
の
「
註
解
書
」
（
ペ
シ
ェ
ル
）
や
外
典
創
世
記
（
創
世
記
の
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
）
の
み
で
な
く
、
ク
ム
ラ
ン
文
書
全
体
の
示
す
通
り
で
あ

る
。
た
だ
」
，
ク
ム
ラ
ン
教
団
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
活
動
が
、
ラ
ビ
的
ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
書
解
釈
に
影
響
を
与
え
た
か
否
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
両
者
に
と
っ
て
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
が
そ
の
活
動
の
根
幹
を
な
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
ラ
ビ
た
ち
に
よ
る
聖
書
解
釈
の
基
準
と
し
て
、
「
ヒ
レ
ル
の
七
つ
の
基
準
」
が
有
名
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
ヒ
レ
ル
が
独
自
に
案

出
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ラ
ビ
た
ち
に
伝
統
的
な
基
準
が
ヒ
レ
ル
の
高
名
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
以
下
の
七
つ

　
（
6
）

で
あ
る
。

ラビ文献研究の現状（一）

一
、
「
小
と
大
」
。
小
さ
な
（
軽
い
）
こ
と
、
す
な
わ
ち
重
要
度
の
低
い
こ
と
に
あ
て
は
ま
る
も
の
は
、
大
き
な
（
重
い
）
こ
と
、
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
ち
重
要
な
こ
と
に
も
あ
て
は
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

二
、
「
同
一
の
範
疇
」
。
聖
書
の
二
つ
の
本
文
で
同
じ
語
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
両
者
に
同
じ
解
釈
を
施
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

三
、
「
一
つ
の
聖
句
か
ら
家
族
を
作
る
こ
と
」
。
聖
書
の
あ
る
箇
所
に
記
さ
れ
て
い
る
規
定
は
、
他
の
類
似
の
箇
所
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ

　
（
9
）

　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
（
加
o
）

四
、
「
二
つ
の
聖
句
か
ら
家
族
を
作
る
二
と
」
。

五
、
「
普
遍
と
特
殊
、
特
殊
と
普
遍
」
。
一
般
的
な
規
定
は
、
聖
書
の
他
の
箇
所
に
記
さ
れ
て
い
る
特
殊
な
規
定
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
、
逆

　
に
特
殊
な
規
定
は
一
般
的
な
原
理
へ
と
拡
大
さ
れ
る
。
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六
、
「
他
の
箇
所
に
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
」
。

　
し
て
解
釈
す
る
。

七
、
「
文
脈
か
ら
意
味
を
定
め
る
こ
と
」
。

あ
る
箇
所
の
解
釈
が
困
難
な
揚
合
、
そ
の
箇
所
と
何
ら
か
の
関
連
の
あ
る
他
の
箇
所
に
照
ら

　
ラ
ビ
・
イ
シ
ュ
マ
エ
ル
の
一
三
の
基
準
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
ヒ
レ
ル
の
七
つ
の
基
準
と
一
致
し
て
い
る
。
た

だ
、
第
一
三
の
基
準
「
二
つ
の
節
が
互
い
に
矛
盾
す
る
揚
合
に
は
、
第
三
の
節
に
よ
っ
て
そ
の
矛
盾
が
取
り
除
か
れ
る
」
は
ヒ
レ
ル
の
基

準
に
無
い
も
の
で
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
ニ
　
ハ
ラ
カ
と
ハ
ッ
ガ
ダ

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
歴
史
的
な
必
要
か
ら
生
ま
れ
た
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
が
、
教
団
的
権
威
の
も
と
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
、

い
わ
ゆ
る
口
伝
律
法
琶
ピ
U
鳳
コ
」
ヨ
8
『
警
鴇
3
冨
、
巴
℃
3
が
生
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
と
口
伝
律
法
（
慣
習
法
）
と
の
関
係
は
、
そ
の
よ
う
に
単
純
に
規
定
し
切
れ
る
も
の
で
は
無
い
。
も
ち
ろ
ん

ユ
ダ
ヤ
教
に
お
け
る
慣
習
（
口
伝
）
律
法
は
理
念
的
に
は
す
べ
て
成
文
律
法
（
ト
ー
ラ
ー
）
に
遡
源
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
の
意
味

で
は
す
ぺ
て
の
口
伝
律
法
は
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
由
来
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
成
文
律
法
に
基
づ
か
な
い
慣
習
法
が
存
在
す
る

こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
ト
ー
ラ
ー
の
成
立
と
同
時
代
あ
る
い
は
、
よ
り
古
い
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
慣
習
法
が
、
ト
ー
ラ
ー
に
言
及
さ
れ
て

い
な
い
揚
合
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
揚
合
に
は
、
そ
の
慣
習
法
に
対
し
て
後
に
な
っ
て
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
的
な
基
礎
付
け
が
与
え
ら

　
　
　
　
　
（
1
）

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
、
ト
ー
ラ
ー
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
慣
習
法
が
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
的
基
礎
付
け
な
し
に
独
自
の
権
威
を
主
張
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
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ラピ文献研究の現状（一）

た
と
え
ば
、
『
、
・
・
シ
ュ
ナ
』
「
ペ
サ
ヒ
ム
」
四
・
四
に
は
、
「
過
越
の
夜
に
焼
い
た
肉
を
食
べ
る
習
慣
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
て
肉
を
食
ぺ
て
も
よ
い
。
そ
う
い
う
習
慣
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
そ
う
し
て
は
な
ら
な
い
。
…
…
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
実
際
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
承
で
は
、
口
伝
律
法
は
成
文
律
法
と
同
時
に
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
バ
ビ
・
ニ

ァ
．
タ
ル
ム
ー
ド
』
「
シ
ャ
バ
ス
」
三
一
a
に
は
、
我
々
は
、
書
き
記
さ
れ
た
ト
ー
ラ
ー
と
口
伝
え
の
ト
ー
ラ
ー
の
、
二
つ
の
ト
ー
ラ
ー

を
持
っ
て
い
る
、
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
シ
フ
ラ
』
に
は
「
（
感
謝
の
献
げ
物
を
す
る
際
に
、
半
ロ
グ
（
“
卵
三
個
分
）
の
油
を
献
げ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

い
う
こ
と
は
）
シ
ナ
イ
に
お
け
る
モ
ー
セ
に
さ
か
の
ぼ
る
、
確
定
し
た
伝
承
で
あ
る
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
「
ピ
ル
ケ
・
ア
ボ
ス
」
一
・

一
を
も
参
照
。
ラ
ビ
文
献
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
、
あ
る
ハ
ラ
カ
が
モ
ー
セ
に
遡
る
の
か
（
即
ち
、
モ
ー
セ
が
成
文
律
法
と
共
に
神
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ら
受
け
取
っ
た
も
の
か
）
、
そ
れ
と
も
、
成
文
律
法
に
対
す
る
後
代
の
解
釈
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
、
と
い
う
論
争
も
見
い
だ
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
方
で
は
、
聖
書
の
権
威
を
唯
一
無
二
の
も
の
と
し
て
尊
重
し
、
ハ
ラ
カ
に
対
す
る
聖
書
な
か
ん
ず
く
ト
ー
ラ
ー

の
支
持
を
無
理
矢
理
に
で
も
探
し
出
そ
う
と
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
伝
統
が
聖
書
と
並
ん
で
同
等
の
権
威
を
主
張
す
る
、
と
い
う
、
ラ
ビ

的
ユ
ダ
ヤ
教
の
相
矛
盾
す
る
立
揚
が
生
ま
れ
て
き
た
。
こ
の
矛
盾
は
、
慣
習
法
の
権
威
を
主
張
す
る
過
程
に
お
い
て
現
わ
れ
る
。
要
す
る

に
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
慣
習
（
口
伝
）
法
の
権
威
と
重
要
性
を
主
張
す
る
こ
と
が
目
的
な
の
で
あ
る
。
パ
リ
サ
イ
派
と
サ
ド
カ
イ
派
の
対

立
点
と
し
て
し
ば
し
ぱ
挙
げ
ら
れ
る
、
口
伝
律
法
と
成
文
律
法
の
問
題
も
（
パ
リ
サ
イ
派
が
口
伝
律
法
を
重
視
す
る
の
に
対
し
て
、
サ
ド

カ
イ
派
が
口
伝
律
法
を
認
め
ず
、
成
文
律
法
の
み
を
認
め
た
、
と
言
わ
れ
る
）
、
実
は
、
両
派
に
お
け
る
ト
ー
ラ
ー
の
具
体
的
な
解
釈
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

両
派
夫
々
の
認
め
る
慣
習
法
の
相
違
こ
そ
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
ヨ
セ
フ
ス
が
『
ユ
ダ
ヤ
古
代
誌
』
一
三
・
二
九
七
や
一
八
・
一
六
に
お

い
て
、
サ
ド
カ
イ
派
は
書
か
れ
た
律
法
す
な
わ
ち
ト
ー
ラ
ー
の
み
を
遵
守
す
る
、
と
伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
当
時
サ
ド
カ
イ
派
自

身
が
「
成
文
律
法
の
み
」
す
な
わ
ち
「
聖
書
の
み
」
を
標
榜
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
サ
ド
カ
イ
派
の
聖

書
解
釈
と
慣
習
法
を
擁
護
す
る
た
め
の
旗
印
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
（
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
「
マ
ッ
コ
ス
」
一
・
六
参
照
）
。
し
か
し
、
結
局
、
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紀
元
後
七
〇
年
の
神
殿
崩
壊
以
後
、
拠
点
を
失
っ
た
サ
ド
カ
イ
派
は
、
歴
史
の
舞
台
か
ら
姿
を
隠
し
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
主
流
と
な
っ
た
ラ
ビ

的
聖
書
解
釈
と
慣
習
法
と
が
、
「
口
伝
律
法
」
の
名
の
も
と
に
権
威
を
得
る
の
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
口
伝
律
法
（
慣
習
法
）
の
こ
と
を
、
ハ
ラ
カ
己
ゴ
げ
．
砺
穿
警
と
言
う
。
ハ
ラ
カ
と
は
、
「
歩
む
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
尋
コ

田
5
菩
に
由
来
す
る
こ
と
ぱ
で
、
「
歩
む
べ
き
道
」
「
規
則
」
「
慣
習
」
「
慣
習
法
」
な
ど
の
意
味
を
持
つ
。
ハ
ラ
カ
は
、
ハ
ッ
ガ
ダ
ヨ
ヨ

（
富
器
銭
鼠
買
「
説
教
」
「
物
語
」
な
ど
の
意
）
と
対
を
な
す
概
念
と
し
て
、
伝
承
の
法
的
な
部
分
を
指
し
て
用
い
ら
れ
る
。
ハ
ラ
カ
が

「
法
規
」
と
し
て
の
慣
習
法
を
指
す
と
す
れ
ば
、
ハ
ッ
ガ
ダ
は
そ
れ
ら
の
「
法
規
」
へ
と
人
々
を
導
き
、
そ
れ
ら
を
守
り
行
な
う
よ
う
人

々
を
励
ま
す
「
勧
め
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
『
バ
ビ
。
ニ
ア
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
「
ソ
タ
」
四
〇
a
は
、
ハ
ラ
カ
を
教
え
る
ラ
ビ
と
ハ
ッ
ガ
ダ
を
教
え
る
ラ
ピ
を
、
各
々
宝
石
商
人
と
小

間
物
商
人
に
た
と
え
て
い
る
。
一
般
民
衆
は
小
間
物
商
人
の
方
に
集
ま
り
、
物
の
道
理
の
わ
か
る
少
数
の
人
の
み
が
前
者
の
も
と
に
や
っ

て
来
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
「
ペ
ラ
コ
ス
」
八
a
に
は
、
神
殿
崩
壊
以
後
、
神
は
こ
の
世
の
中
に
四
キ
ュ
ピ
ト
（
．
ア
｝
く
僅
か

の
意
）
の
ハ
ラ
カ
し
か
お
持
ち
に
な
ら
な
い
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ハ
ラ
カ
が
ハ
ッ
ガ
ダ
よ
り
も
上
位
に
置
か
れ
る
の
は
、

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
ラ
ビ
た
ち
の
間
で
、
ハ
ッ
ガ
ダ
も
重
要
な
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
た
点
を
こ
そ
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
申
命
記
の
シ
フ
レ
』
一
一
・
ニ
ニ
に
は
、
「
も
し
も
あ
な
た
が
世
界
の
創
造
者
を
知
り
た
い
な
ら
ば
、
ハ
ッ
ガ
ダ
を
学
び
な
さ
い
。
そ
れ

に
よ
っ
て
あ
な
た
は
神
を
知
る
よ
う
に
な
り
、
神
の
道
に
固
着
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
あ
る
ラ
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

文
献
に
お
い
て
は
、
ハ
ラ
カ
が
人
間
の
体
を
養
う
食
物
に
、
ハ
ッ
ガ
ダ
が
食
欲
を
促
す
葡
萄
酒
に
た
と
え
ら
れ
て
い
る
。

　
・
ハ
ッ
ガ
ダ
は
、
ラ
ビ
や
賢
者
た
ち
の
教
訓
や
格
言
、
法
規
の
由
来
・
起
源
、
民
間
説
話
、
聖
書
に
記
さ
れ
て
い
る
物
語
を
潤
色
し
拡
大

展
開
し
た
も
の
、
聖
書
以
後
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
生
活
に
関
す
る
言
い
伝
え
、
ラ
ピ
や
賢
者
た
ち
の
伝
記
や
逸
話
、
説
教
、
講
話
、
等
々
、
そ

の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
読
み
物
と
し
て
は
ハ
ッ
ガ
ダ
の
方
が
、
ハ
ラ
カ
よ
り
も
興
味
深
い
。
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以
上
述
ぺ
て
き
た
二
と
を
総
括
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
ラ
ビ
伝
承
は
、
そ
の
形
式
に
従
っ
て
、
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
的

な
も
の
と
非
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
的
な
も
の
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
の
内
容
に
し
た
が
っ
て
ハ
ラ
カ
的
な
も
の
と
ハ
ッ

ガ
ダ
的
な
も
の
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ラ．ピ文献研究の現状（一）

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
特
別
な
こ
と
わ
り
な
し
に
用
い
て
来
た
「
ラ
ビ
的
ユ
ダ
ヤ
教
」
や
「
ラ
ビ
伝
承
」
と
い
う
こ
と
ば
に
つ
い
て
、

簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ラ
ビ
伝
承
と
一
言
う
の
は
、
ラ
ビ
文
献
i
そ
れ
ら
は
特
定
の
個
人
の
著
作
で
は
な
く
て
、
何
世
代

に
む
わ
た
っ
て
伝
え
ら
れ
て
来
た
様
々
な
伝
承
の
集
大
成
で
あ
る
ー
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
伝
承
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
伝
承
の
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

い
手
が
ラ
ビ
で
あ
る
。
ラ
ビ
は
し
ば
し
ぱ
「
賢
者
」
日
コ
（
廿
騨
冨
曇
複
数
形
が
廿
．
喜
帥
昆
昌
）
と
も
称
さ
れ
る
。

　
で
は
、
ラ
ビ
な
い
し
賢
者
の
時
代
は
い
つ
頃
始
ま
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
マ
カ
ベ
ァ
戦
争
以
降
、
ハ
ス
モ
ン
家
興
隆
の
時
代
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

考
え
て
ほ
ぽ
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
ピ
ル
ケ
・
ア
ボ
ス
」
一
章
の
記
述
に
従
え
ば
、
そ
れ
は
、
ほ
ぽ
紀
元
前
一
六
〇
年
頃
と
い
う
こ

　
　
（
9
）

と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
マ
カ
ベ
ァ
戦
争
が
一
段
落
し
、
反
シ
リ
ァ
戦
争
初
期
の
指
導
者
マ
ッ
タ
テ
ィ
ァ
ス
や
ユ
ダ
・
マ
カ
ベ
ァ
の
も
と
に

ひ
き
起
こ
さ
れ
た
国
民
的
熱
狂
が
や
や
鎮
静
化
し
、
ハ
ス
モ
ン
王
朝
の
世
襲
制
が
準
備
さ
れ
た
時
期
に
あ
た
る
。
ラ
ビ
的
ユ
ダ
ヤ
教
は
こ

の
時
期
に
生
ま
れ
、
以
後
約
二
〇
〇
年
に
わ
た
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
様
々
な
グ
ル
ー
プ
の
間
に
あ
っ
て
成
長
発
展
を
続
け
、
紀
元
後
七
〇

年
の
エ
ル
サ
レ
ム
陥
落
以
降
、
最
終
的
な
形
を
整
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
ラ
ピ
的
ユ
ダ
ヤ
教
と
い
う
こ
と
ば
は
、
一
』
般
に
紀
元
後
七
〇
年
以
降
の
ユ
ダ
ヤ
教
に
限
定
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
賢
者
（
ラ
ビ
）

の
運
動
は
、
そ
れ
以
前
に
、
す
で
に
約
二
〇
〇
年
の
歴
史
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
ラ
ビ
文
献
の
中
に
は
紀
元
後
七
〇
年
以

前
の
伝
承
が
多
数
認
め
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
ラ
ビ
伝
承
の
多
く
が
こ
の
時
代
（
第
二
神
殿
時
代
）
に
属
す
る
こ
と
は
、
神
殿
や
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祭
司
へ
の
言
及
が
多
い
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
（
も
っ
と
も
、
神
殿
や
祭
司
に
言
及
し
た
伝
承
が
す
べ
て
第
二
神
殿
時
代
に
属
す

る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
）
。

　
ラ
ビ
伝
承
旺
口
伝
律
法
の
継
承
は
、
前
に
も
ふ
れ
た
「
ピ
ル
ケ
・
ア
ボ
ス
」
一
章
に
よ
れ
ば
次
の
．
こ
と
く
で
あ
る
。
口
伝
律
法
は
成
文

律
法
と
共
に
神
か
ら
モ
ー
セ
に
与
え
ら
れ
、
モ
ー
セ
か
ら
ヨ
シ
ュ
ァ
、
長
老
（
ヨ
シ
ュ
ァ
記
二
四
－
参
照
）
、
預
言
者
を
経
て
、
大
会
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

（
5
器
ω
器
3
訂
器
a
3
莇
げ
・
「
大
集
会
」
「
大
議
会
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）
の
人
々
に
伝
え
ら
れ
、
さ
ら
に
義
人
シ
メ
オ
ン
（
シ

（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い

モ
ン
）
、
ソ
コ
の
人
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ノ
ス
を
経
て
、
ズ
ゴ
ス
た
ち
へ
と
伝
え
ら
れ
た
。
ズ
ゴ
ス
（
聖
ヨ
N
譜
ま
9
）
と
は
「
対
」
を
意
味
す

る
ヘ
ブ
ル
語
薯
呂
磐
の
複
数
形
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
ば
は
、
ギ
リ
シ
ァ
語
の
ヘ
ミ
驚
（
「
輻
」
の
意
）
な
い
し
は
驚
♀
8
（
「
一
つ

が
い
」
の
意
）
に
由
来
す
る
。
ズ
ゴ
ス
は
「
首
長
」
（
等
思
鼠
吟
．
）
と
「
法
廷
（
サ
ン
ヘ
ド
リ
ン
）
の
父
」
（
吋
コ
亨
ロ
舅
．
警
7
額
芽

儀
冒
）
と
よ
ば
れ
る
、
二
人
一
組
の
ラ
ピ
た
ち
を
指
す
。
「
首
長
」
と
「
法
廷
の
父
」
な
る
称
号
が
い
か
な
る
地
位
を
指
し
て
い
た
の
か

　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

は
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ソ
コ
の
人
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ノ
ス
の
次
の
世
代
か
ら
、
有
名
な
ヒ
レ
ル
と
シ
ャ
ン
マ
イ
の
時
代
ま

で
口
伝
律
法
を
継
承
し
た
の
が
、
こ
の
二
人
一
組
の
ズ
ゴ
ス
で
あ
る
。
そ
の
期
間
は
五
世
代
、
大
体
紀
元
前
一
六
〇
年
頃
か
ら
紀
元
前
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

頃
に
至
る
、
約
一
世
紀
半
に
当
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
第
五
代
目
の
ヒ
レ
ル
と
シ
ャ
ン
マ
イ
を
も
っ
て
ズ
ゴ
ス
の
時
代
は
終
わ
り
、
次

の
タ
ン
ナ
イ
ム
期
に
入
る
。
「
ピ
ル
ヶ
・
ア
ボ
ス
」
一
章
の
ラ
ビ
の
系
譜
は
タ
ン
ナ
イ
ム
期
の
三
人
の
ラ
ビ
の
名
を
も
っ
て
終
わ
っ
て
い

る
。　

タ
ン
ナ
イ
ム
（
q
苔
コ
5
コ
3
、
言
）
と
は
「
教
師
」
を
意
味
す
る
タ
ン
ナ
（
苔
〕
斤
き
畠
、
）
の
複
数
形
で
あ
る
が
、
特
に
ズ
ゴ
ス
の
後

を
う
け
て
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
の
編
纂
ま
で
の
約
二
〇
〇
年
間
に
活
躍
し
た
ラ
ビ
た
ち
を
指
す
。
タ
ン
ナ
イ
ム
期
の
重
要
な
教
師
（
ラ
ビ
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

レ
て
は
、
使
徒
行
伝
二
二
3
に
お
い
て
パ
ウ
・
の
師
と
も
言
わ
れ
る
ラ
バ
ン
・
ガ
マ
リ
エ
ル
ひ
一
世
（
ヒ
レ
ル
の
子
）
、
紀
元
後
七
〇
年
の

エ
ル
サ
レ
ム
陥
落
に
際
し
て
ヤ
ブ
ネ
（
ヤ
ム
ニ
ァ
）
に
ユ
ダ
ヤ
教
の
学
園
を
建
て
て
律
法
研
究
の
中
心
地
と
し
た
ラ
バ
ン
・
ヨ
ハ
ナ
ン
．
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ペ
ン
・
ザ
ッ
カ
イ
（
ヒ
レ
ル
の
高
弟
）
、
バ
ル
．
コ
ク
バ
を
擁
立
し
て
第
二
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
（
紀
元
後
一
三
二
年
－
一
三
五
年
）
に
参
加

し
、
敗
戦
後
処
刑
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
ラ
ビ
・
ア
キ
バ
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
中
心
地
が
ヤ
ブ
ネ
（
ヤ
ム
ニ
ァ
）
か
ら
ガ
リ
ラ
ヤ
ヘ
移
っ
た
後

の
最
大
の
指
導
者
と
言
わ
れ
る
、
ラ
ビ
・
メ
イ
ル
、
な
ど
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
タ
ン
ナ
イ
ム
期
の
最
後
に
そ
び
え
立
つ
の
が
、
ラ
ビ
・

ユ
ダ
（
一
三
五
年
頃
ー
二
二
〇
年
頃
）
で
あ
る
。
ラ
ビ
伝
承
に
お
け
る
そ
の
傑
出
し
た
地
位
の
故
に
、
ラ
ビ
・
ユ
ダ
・
ハ
ナ
シ
（
げ
き
畠
吟
．

「
首
長
」
）
と
呼
ば
れ
、
ま
た
単
に
ラ
ビ
と
言
え
ば
彼
を
指
す
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
ラ
ビ
・
ユ
ダ
の
指
導
の
も
と
に
、
後
二
〇
〇
年
頃
に
ま

と
め
ら
れ
た
の
が
、
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
で
あ
る
。

三
　
ミ
シ
ュ
ナ

ラピ文献研究の現状（一）

　
、
、
、
シ
ュ
ナ
（
コ
《
じ
巳
号
畠
げ
）
と
い
う
の
は
、
「
反
復
す
る
」
「
（
反
復
し
て
）
学
ぶ
」
と
い
う
意
味
の
ヘ
ブ
ル
語
の
動
詞
コ
愚
ω
轟
鼠
プ

に
由
来
す
る
名
詞
で
、
「
反
復
」
「
口
伝
に
よ
る
教
育
」
「
口
伝
律
法
、
慣
習
法
」
を
意
味
す
る
。
こ
の
最
後
の
意
味
に
お
い
て
は
、
ミ
シ

ュ
ナ
は
ハ
ラ
カ
と
同
義
語
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
資
料
の
中
に
は
そ
の
よ
う
な
語
法
も
認
め
ら
れ
る
が
、
一
般
に
、
ハ
ラ
カ
を
集
め
た
も

の
を
、
、
、
シ
ュ
ナ
と
言
う
。
し
か
し
、
特
に
、
ラ
ビ
・
ユ
ダ
の
編
纂
に
な
る
口
伝
律
法
の
集
大
成
の
こ
と
を
、
ミ
シ
ュ
ナ
と
呼
ぶ
場
合
が
多

い
。
『
バ
ビ
・
ニ
ァ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
は
、
他
の
ミ
シ
ュ
ナ
集
大
成
（
田
韓
ぎ
犀
鼠
、
Z
コ
、
一
〕
U
な
い
し
9
岳
評
鼠
．
Z
⊇
」
り
と
呼
ば
れ

る
）
と
区
別
し
て
、
ラ
ピ
・
ユ
ダ
の
ミ
シ
ュ
ナ
を
「
わ
れ
わ
れ
の
ミ
シ
ュ
ナ
」
（
巳
一
旨
畠
島
9
ゆ
’
ヨ
篭
U
）
と
呼
ぶ
（
こ
れ
に
対
し
て
、

『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
は
、
逆
に
、
ラ
ビ
・
ユ
ダ
の
ミ
シ
ュ
ナ
を
ヨ
緯
目
ヰ
鼠
、
な
い
し
目
p
9
急
跨
ぎ
と
呼
び
、
他
の
ミ

シ
ュ
ナ
集
成
を
ヨ
一
旨
畠
苫
9
と
呼
ぶ
）
。
英
語
で
は
、
ラ
ビ
・
ユ
ダ
の
ミ
シ
ュ
ナ
を
跨
①
竃
巨
ぎ
聾
と
呼
ん
で
窯
巨
5
昌
。
り
か
ら

区
別
す
る
揚
合
も
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
以
下
に
お
い
て
、
ラ
ビ
・
ユ
ダ
の
9
0
峯
ω
ぎ
毘
を
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
と
表
記
す
る
こ
と
に
す

る
。
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す
で
に
ズ
ゴ
ス
の
時
代
、
賢
者
た
ち
の
活
動
が
活
発
に
な
る
に
つ
れ
て
、
様
々
な
ミ
シ
ュ
ナ
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
、
、
、

シ
ュ
ナ
編
纂
の
動
き
は
、
タ
ン
ナ
イ
ム
の
時
代
、
特
に
ヤ
ブ
ネ
時
代
に
入
っ
て
、
ま
す
ま
す
活
発
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
中
で
も
、

ラ
ビ
・
ア
キ
バ
の
ミ
シ
ュ
ナ
編
纂
は
有
名
で
あ
る
。
ラ
ビ
・
ア
キ
バ
の
ミ
シ
ュ
ナ
が
ラ
ビ
・
メ
イ
ル
の
手
を
経
て
ラ
ビ
・
ユ
ダ
に
伝
え
ら

れ
、
こ
れ
が
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
の
基
礎
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
た
と
え
ば
、
『
バ
ビ
・
ニ
ア
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
「
サ
ン
ヘ
ド
リ
ン
」
八
六
a
に
は
、
「
わ
れ
わ
れ
の
ミ
シ
ュ
ナ
は
、
特
に
（
特
定
の
ラ
ピ

の
）
名
前
を
挙
ザ
る
こ
と
な
し
に
あ
る
見
解
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
揚
合
に
は
、
メ
イ
ル
に
基
づ
い
て
い
る
。
同
様
に
、
『
ト
セ
フ
タ
』
は

ネ
ヘ
ミ
ア
に
、
『
シ
フ
ラ
』
は
ラ
ビ
・
ユ
ダ
・
ベ
ン
・
エ
ラ
イ
に
、
『
シ
フ
レ
』
は
…
…
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
、
・
・
シ
ュ
ナ
』
「
サ

ン
ド
リ
ン
」
三
・
四
に
は
、
「
ラ
ピ
・
ア
キ
バ
の
ミ
シ
ュ
ナ
は
そ
の
見
解
。
し
か
し
最
初
の
ミ
シ
ュ
ナ
は
…
…
」
と
い
う
こ
と
ば
も
見
出

さ
れ
る
。
た
だ
、
ラ
ビ
・
ア
キ
バ
や
ラ
ビ
・
メ
イ
ル
の
ミ
シ
ュ
ナ
が
文
書
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
は
、
明
瞭
で
な
い
。
タ
ン
ナ

イ
ム
期
の
ラ
ピ
伝
承
に
お
け
る
口
伝
（
暗
唱
）
の
強
調
か
ら
考
え
て
、
た
と
え
部
分
的
に
は
書
き
留
め
ら
れ
た
揚
合
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、

全
体
と
し
て
は
、
文
書
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
V

　
お
そ
ら
く
、
ラ
ビ
・
ユ
ダ
は
こ
の
他
に
も
、
様
々
な
ミ
シ
ュ
ナ
を
利
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
、
、
、
シ
ュ
ナ
』
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

口
伝
伝
承
の
集
大
成
で
あ
り
、
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
の
完
成
を
も
っ
て
、
口
伝
の
歴
史
に
一
線
が
画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
後
、
『
、
、
、
シ
ュ
ナ
』

は
ユ
ダ
ヤ
教
に
お
い
て
正
典
的
な
位
置
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
先
に
、
ミ
シ
ュ
ナ
と
は
ハ
ラ
カ
を
集
め
た
も
の
の
こ
と
で
あ
る
、
と
書
い
た
。
一
般
的
に
、
「
ミ
シ
ュ
ナ
方
式
」
と
は
、
ハ
ラ
カ
の
非

ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
的
な
ー
す
な
わ
ち
、
聖
書
の
典
拠
を
示
す
こ
と
の
な
い
1
提
示
を
指
す
。
し
か
し
、
実
際
の
『
、
・
・
シ
ュ
ナ
』
の
内
容

は
、
非
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
的
な
ハ
ラ
カ
に
限
定
さ
れ
な
い
。
四
一
頁
に
記
し
た
四
種
類
の
口
伝
伝
承
が
す
べ
て
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
の
中
に
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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ラピ文献研究の現状（一）

　
『
、
・
・
シ
ュ
ナ
』
の
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
ハ
ラ
カ
を
中
心
と
す
る
。
非
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
的
な
ハ
ラ
カ
の
例
と
し
て
は
、
「
ベ
ラ
コ
ス
」
一
・

二
（
「
朝
何
時
か
ら
シ
ェ
マ
を
朗
唱
す
べ
き
か
。
青
と
白
と
を
識
別
で
き
る
よ
う
に
な
る
や
否
や
す
ぐ
に
」
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
無
味
乾
燥
な
、
法
規
だ
け
を
そ
の
ま
ま
提
示
す
る
や
り
方
が
、
「
ミ
シ
ュ
ナ
方
式
」
の
特
徴
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
聖
書
の
典
拠
（
お
よ
ぴ
、
そ
の
解
釈
）
と
共
に
法
規
を
し
め
す
、
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
的
な
ハ
ラ
カ
の
例
は
、
「
エ
バ
モ

ス
」
一
三
．
六
（
「
ハ
リ
ツ
ァ
（
ヶ
．
葎
路
買
申
命
記
二
五
7
1
1
0
参
照
）
の
定
式
は
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
あ
る
人
と
そ
の
人
の
亡

く
な
っ
た
兄
弟
の
妻
と
が
法
廷
に
来
る
と
、
彼
ら
（
裁
判
官
）
は
そ
の
人
に
ふ
さ
わ
し
い
助
言
を
与
え
る
。
と
い
う
の
は
、
『
そ
の
と
き

町
の
長
老
た
ち
は
彼
を
呼
び
寄
せ
て
、
さ
と
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
（
申
命
記
二
五
8
）
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
…
…
」
）
に

　
　
　
　
（
3
V

み
と
め
ら
れ
る
。

　
『
、
・
、
シ
ュ
ナ
』
は
ハ
ラ
カ
の
み
で
な
く
、
ハ
ッ
ガ
ダ
を
も
含
ん
で
い
る
。
非
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
的
な
ハ
ッ
ガ
ダ
の
例
は
、
「
ピ
ル
ケ
・
ア
ボ

ス
」
の
中
に
認
め
ら
れ
る
。
「
ピ
ル
ケ
・
ア
ボ
ス
」
の
大
部
分
は
、
聖
書
の
典
拠
を
示
す
こ
と
な
く
語
ら
れ
る
ラ
ビ
た
ち
の
箴
言
で
あ
る
。

　
、
、
、
ド
ラ
ッ
シ
ュ
的
な
ハ
ッ
ガ
ダ
の
例
と
し
て
は
、
「
ベ
ラ
コ
ス
」
九
・
五
（
「
人
は
幸
の
故
に
神
を
ほ
め
称
え
る
の
と
同
様
に
、
災
い
の

故
に
も
神
を
ほ
め
称
え
な
サ
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
あ
な
た
は
心
を
つ
く
し
、
精
神
を
つ
く
し
、
カ
を
つ
く
し
て
、
あ
な
た
の
神
、
主
を
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
（
申
命
記
六
5
）
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
…
…
」
）
を
挙
げ
る
惹
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
右
に
示
し
た
四
つ
の
型
に
従
っ
て
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
の
内
容
す
べ
て
を
割
り
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
聖
書
の
箇
所
が
明
示
し

て
な
く
て
も
、
聖
書
的
な
根
拠
が
明
白
に
含
意
さ
れ
て
い
る
揚
合
も
あ
り
、
ハ
ラ
カ
と
ハ
ッ
ガ
ダ
の
境
界
が
明
確
で
な
い
場
合
も
あ
る
。

ハ
ッ
ガ
ダ
は
何
ら
か
の
意
味
で
ハ
ラ
カ
と
の
関
わ
り
の
中
で
語
ら
れ
る
揚
合
が
多
い
こ
と
を
考
え
れ
ぱ
、
こ
れ
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
『
、
、
、
シ
ュ
ナ
』
の
編
纂
を
う
な
が
し
た
要
因
と
し
て
、
複
数
の
学
派
や
教
師
た
ち
の
間
で
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
意
見
や
解
釈
の
相
違

が
生
じ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
状
態
が
社
会
生
活
全
体
に
混
乱
を
ひ
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
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る
。
一
般
に
、
特
定
の
ラ
ビ
の
名
と
の
関
わ
り
な
し
に
記
さ
れ
て
い
る
法
規
は
、
こ
の
よ
う
な
論
争
の
対
象
と
な
る
こ
と
な
く
、
普
遍
的

に
承
認
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
法
規
の
中
に
は
、
ラ
ビ
・
ユ
ダ
の
意
見
を
反
映
し
て
い
る
も
の
も

あ
る
二
と
は
、
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
多
く
の
法
規
は
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
論
争
と
共
に
記
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
ヒ
レ
ル

（
学
派
）
と
シ
ャ
ン
マ
イ
（
学
派
）
と
の
論
争
は
有
名
で
あ
る
。
時
に
は
対
立
し
た
意
見
が
併
記
さ
れ
た
ま
ま
で
終
わ
っ
て
い
る
揚
合
も

あ
る
。
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
編
纂
の
時
代
に
は
、
ま
だ
論
争
の
決
着
が
つ
い
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
よ
り
一
般
的

な
の
は
、
「
し
か
る
に
、
賢
者
た
ち
は
言
う
…
…
」
、
あ
る
い
は
、
「
賢
者
た
ち
に
よ
れ
ば
…
…
」
と
い
う
定
型
句
に
よ
っ
て
、
公
認
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

立
揚
が
明
示
さ
れ
、
論
争
に
決
着
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
総
じ
て
、
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
の
中
に
認
め
ら
れ
る
活
発
な
議
論
は
、

タ
ン
ナ
イ
ム
期
に
お
け
る
、
そ
し
て
特
に
ラ
ビ
・
ユ
ダ
の
主
宰
す
る
学
園
に
お
け
る
議
論
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
ミ
シ
ュ
ナ
』

の
編
纂
は
、
ラ
ビ
・
ユ
ダ
個
人
の
手
に
帰
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
そ
の
主
宰
す
る
学
園
と
サ
ン
ヘ
ド
リ
ン
の
仕
事
と
考
え
る
べ
き
で
あ

（
6
）

ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
は
ア
ラ
ム
語
で
記
さ
れ
て
い
る
．
こ
く
わ
ず
か
の
部
分
を
除
い
て
、
ヘ
ブ
ル
語
で
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
ヘ
ブ

ル
語
は
、
旧
約
聖
書
の
ヘ
ブ
ル
語
と
は
異
な
り
、
ギ
リ
シ
ァ
語
や
ラ
テ
ン
語
か
ら
の
借
用
を
含
み
、
と
く
に
ア
ラ
ム
語
の
影
響
を
受
け
た
、

い
わ
ゆ
る
ミ
シ
ュ
ナ
・
ヘ
ブ
ル
語
で
あ
る
。
ミ
シ
ュ
ナ
・
ヘ
ブ
ル
語
は
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
の
他
に
、
後
述
す
る
、
『
ト
セ
フ
タ
』
、
『
シ
フ
ラ
』
、

『
シ
フ
レ
』
、
『
メ
キ
ル
タ
』
、
お
よ
び
「
ゲ
マ
ラ
」
の
古
い
部
分
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ミ
シ
ュ
ナ
・
ヘ
ブ
ル
語
が
、
イ
エ
ス
の
時
代
に
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

な
く
と
も
ユ
ダ
ヤ
人
の
一
部
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
た
ヘ
ブ
ル
語
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
。
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三
・
一
　
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
の
内
容

『
ミ
シ
ュ
ナ
』
は
、
各
々
が
独
立
ル
た
六
三
の
書
物
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
書
物
の
こ
と
を
、
ヘ
ブ
ル
語
で
コ
u
O
u
日
霧
器
－



ラピ文献研究の現状（一）

覧
一
亀
一
（
複
数
形
コ
ヨ
u
o
u
目
m
切
。
。
①
喜
δ
9
）
と
言
う
。
マ
ッ
セ
ケ
ス
と
は
、
元
来
「
織
物
」
の
意
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
英
語
の
叶
。
蓉

が
ラ
テ
ン
語
の
3
器
お
「
織
る
、
編
む
、
組
み
合
わ
せ
る
」
の
過
去
分
詞
形
8
蓉
島
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
と
類
似
し
て
い
る
。
マ

ッ
セ
ケ
ス
は
英
語
で
は
ロ
8
3
ぎ
あ
る
い
は
ま
れ
に
、
q
8
戸
賃
。
雪
器
と
訳
さ
れ
る
。
日
本
語
で
は
「
部
」
「
項
」
「
項
目
」
な
ど
、

様
々
に
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
と
し
て
は
「
書
」
な
い
し
は
「
巻
」
が
適
当
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
各
マ
ッ
セ
ケ
ス
は
い
く
つ

か
の
ヨ
u
℃
。
『
β
に
、
さ
ら
に
各
ペ
レ
ク
は
い
く
つ
か
の
、
・
・
シ
ュ
ナ
に
分
け
ら
れ
る
。
ペ
レ
ク
は
「
区
分
、
部
分
、
期
間
、
季
節
」

を
意
味
す
る
語
で
あ
り
、
英
訳
の
。
9
讐
R
を
参
考
に
し
て
「
章
」
と
訳
す
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
マ
ッ
セ
ケ
ス
の
下
位
区
分
と
し
て

の
、
、
、
シ
ュ
ナ
は
、
一
般
に
「
節
」
と
訳
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
英
語
で
は
ω
。
魯
o
ダ
冨
『
お
声
喜
な
ど
と
訳
す
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ

う
に
、
『
、
・
、
シ
ュ
ナ
』
の
一
節
は
、
一
般
に
聖
書
の
節
よ
り
は
む
し
ろ
「
段
落
」
に
近
い
分
量
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
ミ

シ
ュ
ナ
（
”
節
）
は
、
『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
で
は
ハ
ラ
カ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ミ
シ
ュ
ナ
と
ハ
ラ
カ
が
同
義
に
用
い
ら
れ
て

い
る
例
で
あ
る
（
四
三
頁
参
照
）
。

　
『
、
・
、
シ
ュ
ナ
』
を
引
用
す
る
揚
合
に
は
、
マ
ッ
セ
ヶ
ス
の
名
前
の
後
に
、
章
と
節
の
番
号
を
続
け
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ
、

口
伝
律
法
の
起
源
を
記
し
た
箇
所
は
、
「
ピ
ル
ケ
・
ア
ボ
ス
」
一
・
一
と
表
記
さ
れ
る
。
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
の
六
三
の
マ
ッ
セ
ケ
ス
に
は
、
一

つ
一
つ
名
前
が
付
い
て
い
る
。
そ
の
名
前
は
、
マ
ッ
セ
ケ
ス
の
取
り
扱
っ
て
い
る
主
題
に
由
来
す
る
揚
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
（
旧

約
聖
書
の
い
く
つ
か
の
文
書
の
揚
合
と
同
じ
よ
う
に
）
マ
ッ
セ
ケ
ス
の
冒
頭
の
こ
と
ば
が
そ
の
ま
ま
表
題
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
揚
合

も
あ
る
。

　
六
三
の
マ
ッ
セ
ケ
ス
は
、
六
つ
の
ゴ
o
も
。
呂
箒
『
（
複
数
形
q
ゴ
σ
8
穿
酵
ぎ
）
に
分
け
ら
れ
る
。
セ
デ
ル
と
は
「
列
」
「
配
列
」

「
順
序
」
の
意
で
あ
る
。
セ
デ
ル
は
英
語
で
は
o
＆
R
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
日
本
語
で
は
「
篇
」
や
「
部
」
な
ど
と
訳
す
こ
と
も
あ
る
。

一
般
に
、
『
、
、
、
シ
ュ
ナ
』
の
馴
用
に
際
し
て
は
、
セ
デ
ル
の
名
は
示
さ
な
い
。
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六
つ
の
セ
デ
ル
の
順
序
は
、
す
で
に
古
く
か
ら
確
立
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
各
セ
デ
ル
内
の
マ
ッ
セ
ケ
ス
の
順
序
に
は
、
写
本
に

よ
っ
て
多
少
の
異
同
が
あ
る
。
左
に
示
す
順
序
は
U
雪
ξ
に
よ
る
も
の
で
、
ω
梓
声
魯
も
「
ギ
ッ
テ
ィ
ン
」
と
「
ソ
タ
」
が
入
れ
替
わ

る
以
外
は
、
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

　
後
に
ふ
れ
る
よ
う
に
、
『
ト
セ
フ
タ
』
と
『
タ
ル
ム
ー
ド
』
は
、
基
本
的
に
は
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
と
同
じ
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

以
下
に
、
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
の
内
容
を
、
マ
ッ
セ
ケ
ス
．
こ
と
に
、
ご
く
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
第
一
セ
デ
ル
　
ゼ
ラ
イ
ム
（
N
o
轟
．
ぎ
』
。
笹
の
複
数
形
）
。
「
種
子
」
の
意
。
農
業
お
よ
び
農
産
物
に
関
す
る
規
定
を
含
む
。
食
物
は

人
間
生
活
の
最
も
基
本
的
な
要
素
な
の
で
、
ゼ
ラ
イ
ム
が
ミ
シ
ュ
ナ
の
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。
ゼ
ラ
イ
ム
に
は
一
一
の
マ
ッ
セ
ケ
ス
が

含
ま
れ
る
。
『
バ
ビ
ロ
ニ
ア
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
は
ベ
ラ
コ
ス
以
外
第
一
セ
デ
ル
の
ゲ
マ
ラ
を
欠
く
。

50

　
一
、
ベ
ラ
コ
ス
（
訂
『
群
げ
ひ
葺
3
轟
醇
讐
の
複
数
形
）
。
九
章
。
「
賞
讃
」
「
祝
福
」
の
意
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
祈
り
で
は
、
始
め
と
終
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

の
一
方
ま
た
は
両
方
に
、
「
主
よ
、
汝
は
ほ
む
べ
き
か
な
（
9
『
欝
『
）
」
と
い
う
句
が
来
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
ベ
ラ
カ
は
「
祈
り
」

を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
様
々
な
祈
り
ー
ユ
ダ
ヤ
教
の
最
も
重
要
な
祈
り
で
あ
る
シ
ェ
マ
ω
冨
日
包
（
申
命
記
六
4
1
9
、
一
一

13

2
1
、
民
数
記
一
五
3
7
i
4
1
か
ら
成
る
。
シ
ェ
マ
の
名
は
申
命
記
六
4
冒
頭
の
こ
と
ば
「
聞
け
昌
0
5
固
、
」
に
由
来
す
る
）
、
や
安
息

日
・
祭
日
の
祈
り
、
食
前
食
後
の
祈
り
な
ど
ー
に
関
す
る
規
定
。
ゼ
ラ
イ
ム
で
扱
わ
れ
る
も
の
は
す
べ
て
神
か
ら
の
賜
物
で
あ
る
故
に
、

造
り
主
に
祈
り
と
感
謝
を
献
げ
る
こ
と
を
も
っ
て
ゼ
ラ
イ
ム
ー
ひ
い
て
は
全
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
i
が
始
め
ら
れ
る
。
石
川
耕
一
郎
氏
に

よ
る
、
詳
し
い
解
説
と
注
の
付
い
た
邦
訳
が
あ
る
。



ラビ文献研究の現状（一）

　
二
、
ペ
ア
（
幕
．
浮
）
。
八
章
。
「
一
部
分
、
隅
」
の
意
か
ら
転
じ
て
、
「
畑
の
片
隅
」
す
な
わ
ち
「
貧
し
い
人
々
の
た
め
に
残
し
て
お
か

れ
る
収
穫
の
一
部
分
」
の
意
。
レ
ビ
記
一
九
9
、
1
0
、
二
三
2
2
、
申
命
記
二
四
1
9
1
2
2
、
に
記
さ
れ
て
い
る
「
落
穂
拾
い
」
に
関
す
る
規

定
、
お
よ
び
、
申
命
記
一
四
2
8
1
2
9
、
二
六
1
2
に
記
さ
れ
て
い
る
「
貧
者
の
た
め
の
十
分
の
一
」
（
五
〇
頁
参
照
）
に
関
す
る
規
定
。

　
三
、
デ
マ
イ
（
a
ヨ
即
ぜ
ま
た
は
台
ヨ
曙
）
。
七
章
ゆ
「
疑
い
」
の
意
か
ら
転
じ
て
、
「
十
分
の
一
を
き
ち
ん
と
献
げ
て
あ
る
か
ど
う
か

は
っ
き
り
し
な
い
産
物
」
、
つ
ま
り
「
宗
教
的
に
完
全
に
信
頼
で
き
な
い
食
物
」
の
意
。
ア
ム
・
ハ
ァ
レ
ツ
か
ら
農
産
物
を
購
入
す
る
人

は
、
そ
の
ア
ム
・
ハ
ア
レ
ツ
が
十
分
の
一
を
献
げ
て
い
る
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
故
に
、
買
っ
た
も
の
の
十
分
の
一
を
神
殿
に
献
げ
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
に
関
す
る
規
定
。
こ
れ
に
は
聖
書
の
根
拠
は
無
い
。

　
四
、
キ
ラ
イ
ム
（
峯
．
昌
巨
）
。
九
章
。
「
二
種
（
の
も
の
の
結
合
）
」
の
意
。
レ
ピ
記
一
九
1
9
お
よ
ぴ
申
命
記
二
二
9
1
U
の
禁
止
し

て
い
る
、
二
種
の
種
子
や
二
種
の
糸
や
布
な
ど
を
一
緒
に
使
う
こ
と
、
に
関
す
る
規
定
。

　
五
、
シ
ェ
ビ
イ
ス
（
の
げ
ω
浮
嵩
9
）
。
一
〇
章
。
「
第
七
年
目
」
す
な
わ
ち
「
第
七
年
目
の
赦
し
の
年
」
の
意
。
七
年
目
に
土
地
を
耕
し

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
命
令
（
出
エ
ジ
プ
ト
記
二
三
1
0
1
1
1
、
レ
ビ
記
二
五
2
－
7
、
2
0
1
2
2
）
お
よ
び
七
年
目
の
赦
し
の
年
（
申
命
記

一
五
－
1
3
、
9
1
m
）
に
関
す
る
規
定
。

　
六
、
テ
ル
モ
ス
（
3
3
ヨ
津
『
8
3
筥
蓼
の
複
数
形
）
。
一
一
章
。
「
持
ち
上
げ
ら
れ
た
も
の
」
（
こ
の
意
味
で
「
挙
祭
缶
臼
奉
6
ゆ
豊
－

お
」
と
訳
す
こ
と
も
あ
る
）
あ
る
い
は
「
区
別
さ
れ
た
も
の
」
の
意
。
テ
ル
マ
は
特
に
産
物
の
中
か
ら
祭
司
の
た
め
の
献
げ
物
と
し
て
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（
1
）

区
別
す
べ
き
分
を
指
す
。

こ
の
テ
ル
マ
に
関
す
る
規
定
。

　
七
、
マ
ア
セ
ロ
ス
（
ヨ
塑
．
器
㊤
δ
9
ヨ
卑
．
詠
9
の
複
数
形
）
。
五
章
。
「
十
分
の
一
」
の
意
。
「
十
分
の
一
」
の
献
げ
物
は
三
種
類
に
分
け

ら
れ
る
。
9
第
一
の
十
分
の
一
は
レ
ビ
人
に
与
え
ら
れ
る
（
民
数
記
一
八
2
1
1
2
4
）
。
レ
ビ
人
は
自
分
が
受
け
取
っ
た
も
の
の
十
分
の
一

を
祭
司
に
与
え
る
（
テ
ル
マ
。
民
数
記
一
八
2
6
）
。
◎
第
二
の
十
分
の
一
は
エ
ル
サ
レ
ム
ヘ
携
え
上
っ
て
そ
こ
で
消
費
す
る
か
、
ま
た
は

換
銀
し
て
エ
ル
サ
レ
ム
ヘ
携
え
上
り
、
そ
の
金
で
食
物
を
買
っ
て
飲
み
食
い
す
る
（
申
命
記
一
四
2
2
1
2
7
）
。
国
七
年
周
期
の
三
年
目
と

六
年
目
に
は
、
第
二
の
十
分
の
一
は
貧
者
に
与
え
る
（
申
命
記
一
四
2
8
－
2
9
、
二
六
1
2
）
。
「
マ
ァ
セ
・
ス
」
は
こ
の
う
ち
「
第
一
の
十
分

の
一
」
に
関
す
る
規
定
。

52

　
八
、
マ
ア
セ
ル
・
シ
ェ
ニ

る
規
定
。

（
ヨ
ゆ
．
、
，
織
『
ω
冨
巳
）
。
五
章
。
「
第
二
の
十
分
の
一
」
の
意
。
右
に
説
明
し
た
「
第
二
の
十
分
の
一
」
に
関
す

　
九
、

規
定
。

ハ
ッ
ラ
（
冨
＝
酵
）
。
四
章
。
「
菓
子
」
の
意
。
民
数
記
一
五
1
8
－
2
1
に
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
、
麦
粉
で
作
っ
た
パ
ン
菓
子
に
関
す
渇

　
一
〇
、
オ
ル
ラ
（
．
o
ユ
警
）
。
三
章
。
「
包
皮
」
「
割
礼
を
受
け
て
い
な
い
も
の
」
の
意
。

て
か
ら
三
年
間
は
割
礼
を
受
け
て
い
な
い
も
の
乏
み
な
さ
れ
る
ー
に
関
す
る
規
定
。

レ
ビ
記
一
九
2
3
1
2
5
の
若
い
木
の
実
－
植
え

’



ヲビ文献研究の現状（一）

　
二
、
ビ
ッ
ク
リ
ム
（
σ
涛
吾
『
ぎ
・
σ
凶
葬
母
警
の
複
数
形
）
。
三
章
。
「
初
物
」
の
意
。
申
命
記
二
六
－
以
下
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
二
三

16

19

ど
に
記
さ
れ
て
い
る
「
初
物
」
に
関
す
る
規
定
。

　
第
ニ
セ
デ
ル
　
モ
エ
ド
（
ヨ
ひ
．
・
穿
）
。
「
定
め
ら
れ
た
時
」
「
祝
祭
」
の
意
。
様
々
な
祝
祭
日
に
関
す
る
規
定
を
集
め
た
も
の
。
一
二
の

マ
ッ
セ
ケ
ス
を
含
む
。

　
一
、
シ
ャ
ッ
バ
ス
（
鴇
ぎ
鼠
3
）
。
二
四
章
。
「
安
息
日
」
の
意
。
安
息
日
に
関
す
る
規
定
。

　
二
、
エ
ル
ピ
ン
（
、
⑪
る
σ
寓
P
呼
き
げ
の
複
数
形
）
。
一
〇
章
。
「
混
合
」
「
融
合
」
の
意
。
エ
ル
ブ
は
シ
ャ
ッ
バ
ス
の
規
定
を
補
う
律

法
で
、
た
と
え
ば
安
息
日
に
荷
物
を
動
か
す
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る
「
家
」
の
解
釈
を
拡
大
す
る
な
ど
し
て
、
生
活
の
実
情
に
合
わ
せ
よ
『

う
と
す
る
も
の
。

　
三
、
ペ
サ
ヒ
ム
（
℃
霧
思
ぎ
・
℃
。
の
畳
）
の
複
数
形
）
。
一
〇
章
。
「
過
越
祭
」
の
意
。
過
越
祭
の
守
り
方
に
関
す
る
規
定
。
複
数
形
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
通
常
の
過
越
祭
の
他
に
、
そ
れ
を
守
れ
な
か
っ
た
者
の
た
め
に
「
第
二
の
過
越
祭
」
（
民
数
記
九
6
1
1
2
）
が
定
め
ら

れ
て
い
た
た
め
。

　
四
、
シ
ェ
カ
リ
ム
（
ゆ
訂
ρ
豊
饗
跨
β
。
一
の
複
数
形
）
。
八
章
。
シ
ェ
ヶ
ル
（
シ
ケ
ル
）
は
銀
貨
の
名
称
。
シ
ェ
カ
リ
ム
は
三
種
類
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

神
殿
税
の
総
称
。
そ
れ
ら
は
、
e
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
〇
n
1
1
6
に
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
半
シ
ェ
ケ
ル
。
元
来
は
人
口
調
査
の
時
一
回
の
み
の
　
5
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は
ず
で
あ
っ
た
が
、
毎
年
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
⑭
レ
ビ
記
二
六
－
1
8
に
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
「
誓
願
時
の
シ
ェ
ケ
ル
」
。
⑫
自

由
意
志
に
従
っ
て
な
さ
れ
る
献
金
。
シ
ェ
カ
リ
ム
は
こ
れ
ら
に
関
す
る
規
定
に
加
え
て
、
神
殿
の
管
理
運
営
に
も
ふ
れ
て
い
る
。
『
バ
ビ

・
ニ
ァ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
は
シ
ェ
カ
リ
ム
に
対
す
る
ゲ
マ
ラ
を
欠
く
。

　
五
、
ヨ
マ
（
巻
ヨ
陣
、
）
。
八
章
。
「
日
」
の
意
。
こ
こ
で
は
特
に
「
蹟
い
の
日
」
（
巻
目
ざ
毛
旨
冒
）
を
指
す
。
「
日
」
と
言
え
ば
「
蹟

い
の
日
」
を
指
す
こ
と
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
暦
の
中
で
も
特
に
重
要
な
祭
日
。
大
祭
司
に
よ
る
願
い
の
日
の
香
の
焚
き
方

に
関
す
る
、
パ
リ
サ
イ
派
と
サ
ド
カ
イ
派
の
論
争
は
有
名
で
あ
る
（
ボ
ウ
カ
ー
・
一
一
六
－
九
頁
他
参
照
）
。
ヨ
マ
は
贈
い
の
日
の
守
り

方
に
関
す
る
規
定
を
集
め
る
。

54

六
、

ロ
ン
、

ス
ッ
カ
（
旨
評
酵
も
穿
鼠
げ
）
。
五
章
。
「
仮
庵
」

柳
、
天
人
花
の
用
い
方
、
に
関
す
る
規
定
。

の
意
。
仮
庵
の
祭
り
の
際
の
、
仮
庵
の
作
り
方
と
用
い
方
、
し
ゅ
ろ
、
シ
ト

　
七
、
ヨ
ム
・
ト
ブ
（
巻
日
3
喜
）
ま
た
は
、
ベ
ツ
ァ
（
竃
富
警
）
。
五
章
。
ヨ
ム
・
ト
プ
は
「
善
き
日
」
「
聖
な
る
日
」
「
祭
日
」
の
意
。

ペ
ツ
ァ
は
「
卵
」
の
意
で
、
こ
の
マ
ッ
セ
ケ
ス
の
冒
頭
の
こ
と
ば
。
こ
れ
は
、
主
な
祭
り
の
最
初
の
日
と
最
後
の
日
に
禁
止
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
を
扱
っ
て
い
る
。
祭
り
と
安
息
日
と
の
関
係
の
問
題
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

八
、
ロ
シ
ュ
・

エ
ル
ル
の
月
の
一

ハ
シ
ャ
ナ
（
3
昌
7
器
房
鼠
畠
ε
。
四
章
。
「
新
年
祭
」
の
意
。
「
新
年
祭
は
四
つ
あ
る
。
ニ
サ
ン
の
月
の
一
日
：
…
・

日
…
…
テ
ィ
シ
ュ
リ
の
月
の
一
日
…
…
シ
ェ
バ
ト
の
月
の
一
日
」
と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
る
が
、
以
下
の
内
容
は
も



っ
ぱ
ら
テ
ィ
シ
ュ
リ
の
一
日
の
新
年
祭
に
関
わ
る
も
の
で
、

二
、
二
一
九
、
二
二
〇
、
二
四
九
、
二
八
六
頁
参
照
。

特
に
新
月
の
確
認
法
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
ボ
ウ
カ
ー
・
五
三
、
一
九

九
、
タ
ア
ニ
ス
（
冨
．
。
，
三
9
）
。
四
章
。
「
苦
し
み
」
「
断
食
」
の
意
。
「
断
食
す
ぺ
き
日
」
に
関
す
る
規
定
。

　
一
〇
、
メ
ギ
ッ
ラ
（
ヨ
①
讐
≡
跨
）
。
四
章
。
「
巻
物
」
の
意
か
ら
進
ん
で
、
ふ
つ
う
「
エ
ス
テ
ル
記
」
を
指
す
。
エ
ス
テ
ル
記
に
記
さ

れ
て
い
る
（
九
2
8
）
プ
リ
ム
祭
の
守
り
方
ー
主
と
し
て
エ
ス
テ
ル
記
を
読
む
べ
き
時
と
読
み
方
i
に
関
す
る
規
定
。
最
後
の
二
章
は

他
の
聖
書
の
箇
所
を
読
む
ぺ
き
時
と
方
法
、
お
よ
ぴ
そ
の
他
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
関
す
る
諸
規
定
を
含
む
。

　
一
一
、
モ
エ
ド
・
力
ト
ン
（
旨
ひ
．
3
げ
畠
8
コ
）
。
三
章
。
「
小
祝
祭
」
（
3
頃
①
畏
く
巴
）
の
意
。
過
越
祭
と
仮
庵
祭
の
始
め
と
終
り
の
日

（
過
越
祭
の
一
日
と
七
日
、
仮
庵
祭
の
一
日
と
八
日
）
の
間
の
日
の
守
り
方
に
関
す
る
規
定
。
こ
れ
ら
の
日
に
は
、
本
来
の
祭
り
の
日
よ

り
も
幾
分
ゆ
る
や
か
な
規
定
が
適
用
さ
れ
た
。

ラピ文献研究の現状（一）

　
一
二
、
ハ
ギ
ガ
（
廿
お
寓
讐
警
）
。
三
章
。
「
祝
い
」
、
「
祭
り
を
祝
う
た
め
に
エ
ル
サ
レ
ム
巡
礼
す
る
こ
と
」
の
意
か
ら
発
展
し
て
「
祭

り
の
た
め
に
神
殿
を
訪
れ
る
者
の
献
げ
物
」
の
意
。
申
命
記
一
六
b
－
1
7
に
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
三
度
の
巡
礼
－
過
越
祭
、
ペ
ン
テ
コ
ス

テ
、
仮
庵
祭
1
の
際
の
献
げ
物
に
関
す
る
規
定
を
中
心
と
し
て
い
る
。

55

第
三
セ
デ
ル
　
ナ
シ
ム
（
3
鴇
ぎ
）
。
「
女
」
の
意
の
イ
ッ
シ
ャ
（
．
巨
巨
邑
一
）
の
複
数
形
。
こ
の
セ
デ
ル
に
含
ま
れ
る
七
つ
の
マ
ッ
セ
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ケ
ス
の
内
、
五
つ
は
結
婚
に
関
わ
り
の
あ
る
主
題
を
扱
っ
て
い
る
。
他
の
二
つ
は
「
誓
い
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
誓
い
」
に
関
す

る
聖
書
の
典
拠
で
あ
る
民
数
記
三
〇
3
以
下
が
、
も
っ
ぱ
ら
女
の
誓
い
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
ナ
シ
ム
の
中
に
入
れ
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　
一
、
エ
バ
モ
ス
（
る
σ
轟
ヨ
9
7
旨
σ
鼠
日
嘗
の
複
数
形
）
。
一
六
章
。
「
義
理
の
姉
妹
」
の
意
。
申
命
記
二
五
5
－
1
0
に
記
さ
れ
て
い

る
レ
ヴ
ィ
ラ
ー
ト
婚
（
死
ん
だ
兄
弟
の
妻
と
、
弟
ま
た
は
兄
が
結
婚
す
る
制
度
）
、
お
よ
び
レ
ヴ
ィ
ラ
ー
ト
婚
が
行
わ
れ
な
い
場
合
に
執

行
さ
れ
る
ぺ
き
ハ
リ
ツ
ァ
の
儀
式
に
関
す
る
規
定
。
ハ
リ
ツ
ァ
（
冨
澤
の
警
）
と
は
「
取
り
去
る
こ
と
」
「
脱
ぐ
こ
と
」
、
特
に
兄
弟
の
妻

と
結
婚
し
よ
う
と
し
な
い
男
の
靴
を
脱
が
せ
る
こ
と
の
意
。
ボ
ウ
カ
ー
・
一
四
五
、
一
九
五
－
六
頁
参
照
。

56

　
二
、
ケ
ス
ボ
ス
（
一
§
暮
σ
ま
5
5
叶
言
耳
警
の
複
数
形
）
。
二
二
章
。
「
書
か
れ
た
も
の
」
「
証
書
」
、
特
に
「
結
婚
契
約
書
」
の
意
。

夫
は
、
離
婚
ま
た
は
死
別
に
際
し
て
妻
に
一
定
の
金
額
を
支
払
う
こ
と
を
約
束
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ケ
ス
バ
は
、
こ
の
約
束
を

記
し
た
証
書
、
ま
た
は
約
束
の
金
額
、
ま
た
は
こ
の
よ
う
な
制
度
を
も
意
味
し
た
。
ケ
ス
ボ
ス
は
こ
の
ケ
ス
バ
に
関
す
る
規
定
を
集
め
る
。

出
エ
ジ
プ
ト
記
二
二
1
6
－
1
7
、
申
命
記
ニ
ニ
ー
3
i
2
1
、
2
8
1
2
9
を
聖
書
的
典
拠
と
し
て
い
る
。

　
三
、
ネ
ダ
リ
ム
（
8
（
ぎ
警
首
・
器
爵
雪
の
複
数
形
）
。
一
一
章
。
「
誓
い
」
の
意
。
民
数
記
三
〇
章
に
基
い
て
、
あ
る
も
の
の
使
用
を

自
分
自
身
に
禁
じ
（
物
断
ち
）
、
あ
る
い
は
自
分
自
身
の
財
産
の
使
用
を
他
人
に
禁
ず
る
、
誓
い
の
定
式
的
表
現
、
お
よ
び
そ
の
拘
束
力

に
つ
い
て
取
扱
う
。
最
後
の
二
章
（
一
〇
章
、
一
一
章
）
が
、
妻
ま
た
は
娘
の
誓
い
を
無
効
に
し
得
る
、
夫
ま
た
は
父
親
の
カ
に
つ
い
て

ふ
れ
て
い
る
故
に
、
「
ナ
シ
ム
」
の
中
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
ミ
シ
ュ
ナ
に
は
「
誓
い
」
に
関
す
る
規
定
を
扱
っ
た
も
う
一
つ
の
書



物
「
シ
ェ
プ
オ
ス
」
が
あ
る
。
英
語
で
は
ネ
ダ
リ
ム
を
＜
o
語
、

後
者
を
「
誓
い
」
と
訳
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

シ
ェ
ブ
オ
ス
を
8
普
ω
と
訳
し
て
区
別
し
て
い
る
。
前
者
を
「
誓
願
」
、

　
四
、
ナ
ジ
ル
（
コ
助
．
団
．
）
。
九
章
。
「
節
制
せ
る
者
」
「
禁
欲
者
」
の
意
。
民
数
記
六
1
1
2
1
に
記
さ
れ
て
い
る
ナ
ジ
ル
人
の
誓
い
に
関
す

る
規
定
。
ネ
ダ
リ
ム
の
一
形
態
と
考
え
ら
れ
る
。

　
五
、
ソ
タ
（
、
曾
跨
）
。
九
章
。
「
夫
を
裏
切
っ
た
女
、
ま
た
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
女
」
の
意
。
民
数
記
五
1
1
1
3
1
に
記
さ
れ
て
い
る
ソ

タ
の
定
式
に
関
す
る
規
定
（
一
－
六
章
）
。
ソ
タ
の
文
句
（
定
式
的
表
現
）
そ
の
他
い
く
つ
か
の
定
式
は
ヘ
ブ
ル
語
で
な
く
何
語
で
言
っ

て
も
よ
い
が
、
ハ
リ
ツ
ァ
な
ど
他
の
い
く
つ
か
の
定
式
は
ヘ
ブ
ル
語
で
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
か
ら
、
後
半
は
、
ヘ
ブ

ル
語
で
言
わ
れ
る
べ
き
定
式
的
表
現
そ
の
他
に
関
す
る
規
定
へ
と
テ
ー
マ
が
移
行
す
る
。
（
ボ
ウ
カ
i
・
一
九
七
－
二
〇
〇
に
「
ソ
タ
」

九
・
一
〇
1
一
五
の
訳
が
あ
る
）
。

ラピ文献研究の現状（一）

　
六
、
ギ
ッ
テ
ィ
ン
（
α
p
一
甚
p
・
鷺
軒
の
複
数
形
）
。
九
章
。
「
証
書
」
、
特
に
「
離
縁
状
」
ま
た
は
「
奴
隷
解
放
証
書
」
を
意
味
す
る
が
、

特
に
断
り
が
な
い
時
は
前
者
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
ギ
ッ
テ
ィ
ン
は
、
離
婚
そ
の
も
の
よ
り
も
、
主
と
し
て
離
縁
状
の
書
き
方
、
渡
し

方
な
ど
に
関
す
る
規
定
を
扱
う
。
（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
五
3
1
参
照
）
。

　
七
、
キ
ッ
ド
ゥ
シ
ン
（
ρ
置
3
。
。
一
一
ぎ
・
ρ
こ
3
。
。
げ
の
複
数
形
）
。
四
章
。
「
聖
化
」
「
奉
献
」
と
い
う
基
本
的
な
意
味
か
ら
発
展
し
て
、
「
祭

司
が
そ
の
職
務
に
つ
く
前
に
な
す
べ
き
洗
手
洗
足
」
な
ど
様
々
な
意
味
に
発
展
し
た
。
こ
こ
で
は
「
婚
約
」
「
結
婚
」
の
意
。
「
婚
約
」

57
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「
結
婚
」
（
両
者
の
間
に
厳
密
な
区
別
は
無
い
）
に
関
す
る
規
定
に
続
い
て
、
妻
の
「
獲
得
」
と
の
連
想
か
ら
（
？
）
、
奴
隷
、
家
畜
、
財

産
の
獲
得
に
関
す
る
規
定
へ
と
移
り
、
さ
ら
に
子
に
対
す
る
親
の
義
務
な
ど
に
ふ
れ
る
。

　
「
女
」
に
関
す
る
セ
デ
ル
が
「
結
婚
」
を
も
っ
て
終
っ
て
い
る
の
は
象
徴
的
で
あ
る
。
「
離
婚
」
の
後
に
「
結
婚
」
が
来
て
い
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

申
命
記
二
四
2
の
順
序
（
離
婚
↓
結
婚
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
、
と
註
釈
者
は
説
明
す
る
。

　
第
四
セ
デ
ル
　
ネ
ズ
ィ
キ
ン
（
8
N
互
P
鼠
N
β
“
幕
N
2
の
複
数
形
）
。
「
事
故
」
「
害
（
傷
害
、
損
害
）
」
の
意
。
こ
の
名
は
、
こ
の

セ
デ
ル
の
最
初
の
三
つ
の
マ
ッ
セ
ケ
ス
に
由
来
す
る
。
こ
の
三
つ
は
元
来
ネ
ズ
ィ
キ
ン
と
い
う
名
の
一
書
を
な
し
て
い
た
が
、
余
り
に
大

き
す
ぎ
る
の
で
、
便
宜
上
三
つ
に
分
け
ら
れ
た
と
言
う
。
す
な
わ
ち
「
バ
バ
・
カ
ン
マ
」
は
人
間
と
動
物
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
「
害
」
、

そ
の
揚
合
の
責
任
と
償
い
に
関
す
る
規
定
、
「
バ
バ
・
メ
ツ
ィ
ァ
」
は
、
盗
ま
れ
た
財
産
を
発
見
し
た
揚
合
の
規
定
、
商
取
引
全
般
、
た

と
え
ば
金
貨
し
業
、
雇
用
関
係
な
ど
に
関
す
る
規
定
、
「
バ
バ
・
バ
ス
ラ
」
は
不
動
産
の
所
有
と
そ
れ
に
関
連
し
た
事
柄
に
関
す
る
規
定
、

か
ら
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
三
篇
は
民
法
を
、
「
サ
ン
ヘ
ド
リ
ン
」
と
「
マ
ッ
コ
ス
」
は
刑
法
を
、
「
ア
ボ
ス
」
を
除
く
そ
の
他
の
部
分
は

両
方
を
、
扱
う
と
さ
れ
る
が
、
実
際
は
そ
の
よ
う
な
民
法
と
刑
法
と
の
蔵
然
た
る
区
別
は
不
可
能
で
あ
る
。
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、
バ
バ

・
カ
ン
マ
e
ぎ
鼠
毬
ヨ
ヨ
帥
、
）
。
一
〇
章
。
「
最
初
の
門
」
の
意
。

二
、
バ
バ

・
メ
ツ
ィ
ァ
（
鼠
σ
冨
．
巳
①
邑
．
鋤
．
）
。
一
〇
章
。
「
真
中
の
門
」
の
意
。

三
、
バ
バ

・
バ
ス
ラ
（
9
σ
鼠
、
訂
爵
品
．
）
。
一
〇
章
。
「
最
後
の
門
」
の
意
。



　
四
、
サ
ン
ヘ
ド
リ
ン
（
雷
菩
3
芹
ぎ
踊
魯
＆
曾
ヘ
ミ
）
。
一
一
章
。
「
議
会
」
「
最
高
法
院
」
な
ど
と
訳
さ
れ
て
い
る
、

法
機
関
（
別
名
ベ
ス
・
デ
ィ
ン
σ
⑪
浮
α
冒
）
の
裁
判
の
手
続
、
特
に
死
刑
に
関
す
る
規
定
を
扱
う
。

ユ
ダ
ヤ
の
最
高
司

　
五
、
マ
ッ
コ
ス
（
ヨ
聾
5
野
ヨ
帥
算
酵
の
複
数
形
）
。
三
章
。
「
傷
」
「
打
撃
」
か
ら
転
じ
て
、
「
鞭
打
ち
の
刑
」
の
意
に
な
っ
た
。
元

来
「
サ
ン
ヘ
ド
リ
ン
」
と
一
体
を
な
し
て
お
り
、
偽
証
罪
（
申
命
記
一
九
1
6
1
2
1
）
、
国
外
（
す
な
わ
ち
逃
れ
の
町
）
へ
の
追
放
、
三
九

の
鞭
打
ち
の
刑
、
に
関
す
る
規
定
を
含
む
。

　
六
、
シ
ェ
プ
オ
ス
（
の
冨
σ
3
黛
げ
』
ざ
げ
3
．
酵
の
複
数
形
）
。
八
章
。
「
誓
い
」
の
意
。
四
種
類
の
誓
い
ー
「
…
…
す
る
こ
と
を
誓

う
」
「
…
…
し
な
い
こ
と
を
誓
う
」
「
…
…
し
た
こ
と
を
誓
う
」
「
…
…
し
な
か
っ
た
こ
と
を
誓
う
」
1
、
空
し
い
誓
い
（
「
ラ
ク
ダ
が
空

を
飛
ぶ
の
を
見
た
」
と
い
う
類
の
誓
い
）
、
偽
証
な
ど
に
つ
い
て
取
扱
う
。

ラピ文献研究の現状（一）

　
七
、
エ
ド
ゥ
ッ
ヨ
ス
（
．
9
げ
ξ
巻
9
”
．
鑑
試
巻
葺
．
a
ぢ
些
の
複
数
形
）
。
八
章
。
「
証
言
」
「
証
拠
」
の
意
。
『
バ
ビ
・
ニ
ァ
・
タ

ル
ム
ー
ド
』
「
ペ
ラ
コ
ス
」
二
八
a
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
ラ
バ
ン
・
ガ
マ
リ
エ
ル
ニ
世
（
後
九
〇
ー
一
一
〇
年
頃
）
の
退
位
に
伴
う
混
乱

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
ヤ
ブ
ネ
（
ヤ
ム
ニ
ア
）
で
ま
と
め
ら
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
そ
の
後
の
ラ
ピ
の
「
証
言
」
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
ハ
ラ
カ
に
対
す
る
ラ
ピ
た
ち
の
「
証
言
」
を
集
め
た
も
の
。
一
〇
〇
の
「
証
言
」
、
通
例
に
反
し
て
ヒ
レ
ル
学
派
が
シ
ャ
ン
マ
イ
学

派
よ
り
も
厳
格
で
あ
っ
た
三
〇
の
ケ
ー
ス
、
そ
の
他
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
本
書
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
ミ
シ
ュ
ナ
の
他
の
部
分

に
、
主
題
に
従
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
バ
ビ
・
ニ
ア
、
パ
レ
ス
チ
ナ
い
ず
れ
の
『
タ
ル
ム
ー
ド
』
に
も
本
書
に
対
す
る
ゲ
マ
ラ
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は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
八
、
ア
ボ
ダ
・
ザ
ラ
（
．
．
夢
呂
鼠
げ
畠
轟
げ
）
。

と
の
交
際
に
関
す
る
規
定
。

五
章
。
「
偶
像
崇
拝
」
「
偶
像
」
の
意
。
偶
像
崇
拝
に
用
い
ら
れ
た
器
物
や
偶
像
崇
拝
者

　
九
、
ピ
ル
ケ
・
ア
ボ
ス
（
覧
3
含
、
四
9
3
）
。
五
章
。
「
父
祖
た
ち
の
章
（
複
数
）
」
の
意
。
「
ア
ボ
ス
」
の
み
の
方
が
本
来
の
名
の
よ
う

で
、
そ
の
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
。
約
七
〇
人
に
の
ぼ
る
ラ
ピ
た
ち
の
こ
と
ぱ
を
集
め
た
箴
言
集
。
後
代
の
付
加
で
あ
る
第
六
章
を

除
く
一
ー
五
章
の
全
訳
が
教
文
館
版
「
外
典
偽
典
」
3
（
旧
約
偽
典
1
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
『
パ
レ
ス
チ
ナ
・

タ
ル
ム
ー
ド
』
は
本
書
を
含
ま
ず
、
『
バ
ビ
・
ニ
ァ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
は
本
書
に
対
す
る
ゲ
マ
ラ
を
欠
く
。
石
川
耕
一
郎
訳
（
付
解
説
・

注
）
が
あ
る
。

60

　
一
〇
、
ホ
ラ
ヨ
ス
（
3
轟
愚
夢
・
3
轟
旨
ゴ
の
複
数
形
）
。
三
章
。
「
決
定
」
「
教
え
」
の
意
。
レ
ビ
記
四
－
1
2
1
に
基
づ
き
、

ド
リ
ン
の
誤
ま
っ
た
決
定
、
教
え
に
よ
り
、
個
人
ま
た
は
民
の
多
く
が
誤
ま
り
導
か
れ
た
揚
合
に
関
す
る
規
定
を
集
め
た
も
の
。

犯
し
た
罪
に
対
し
て
も
悔
改
め
と
償
い
が
要
求
さ
れ
る
。
石
川
耕
一
郎
訳
（
付
解
説
・
注
）
が
あ
る
。

サ
ン
ヘ

誤
ま
り

　
第
五
セ
デ
ル
　
コ
ダ
シ
ム
（
ρ
。
昏
器
試
ヨ
．
ρ
9
箒
跨
の
複
数
形
）
。
「
奉
献
さ
れ
た
（
聖
な
る
）
物
」
「
犠
牲
」
の
意
。
エ
ル
サ
レ
ム

神
殿
で
献
げ
ら
れ
る
ぺ
き
犠
牲
に
関
す
る
規
定
を
中
心
的
に
取
り
扱
う
。
九
つ
の
マ
ッ
セ
ヶ
ス
か
ら
成
る
。
『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー

ド
』
は
こ
の
セ
デ
ル
に
対
す
る
ゲ
マ
ラ
を
欠
く
。



　
一
、
ゼ
パ
ヒ
ム
（
．
呂
鼠
嘗
．
昌
N
。
σ
一
一
谷
の
複
数
形
）
。
一
四
章
。
「
動
物
犠
牲
」
の
意
。
七
種
類
の
鳥
獣
の
犠
牲
に
関
す
る
規
定
。
七

種
類
と
は
、
O
様
々
な
機
会
に
献
げ
ら
れ
る
全
焼
の
犠
牲
（
含
替
）
、
⑭
祭
儀
的
な
あ
や
ま
ち
（
故
意
で
は
な
い
）
に
対
す
る
あ
が
な
い

の
犠
牲
（
冨
骨
岱
．
浮
）
、
日
社
会
的
な
（
つ
ま
り
祭
儀
的
で
な
い
）
あ
や
ま
ち
（
故
意
で
は
な
い
）
で
、
償
い
が
な
さ
れ
た
後
に
献
げ
ら
れ

る
あ
が
な
い
の
犠
牲
（
評
鼠
ヨ
）
、
㈲
「
平
和
の
献
げ
物
」
「
酬
恩
祭
」
「
伴
食
の
犠
牲
」
な
ど
と
訳
さ
れ
る
も
の
（
ω
3
5
鼠
5
）
、
㈲
動

物
の
初
子
の
犠
牲
（
σ
爵
ま
．
）
、
㈹
レ
ビ
記
二
七
3
2
に
定
め
ら
れ
て
い
る
家
蓄
の
十
分
の
一
の
犠
牲
（
旨
、
。
ぎ
『
3
ぎ
ヨ
讐
）
、
㈲
過
越
祭

の
犠
牲
（
需
。
。
昏
）
、
以
上
で
あ
る
。

　
二
、
メ
ナ
ホ
ス

意
味
し
て
い
た
が

（
ヨ
㊤
畠
ま
9
旨
昔
警
の
複
数
形
）
。
一
三
章
。
「
穀
物
の
献
げ
物
（
穀
祭
）
」
の
意
。
元
来
は
「
供
え
物
」
一
般
を

（
創
世
記
四
3
）
、
後
に
は
、
小
麦
と
油
の
献
げ
物
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
献
げ
物
に
関
す
る
規
定
。

ラビ文献研究の現状（一）

　
三
、
7
ッ
リ
ン
（
甘
寓
P
冨
一
の
複
数
形
）
。
一
二
章
。
「
け
が
れ
た
も
の
」
「
き
よ
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
」

乳
製
品
な
ど
食
物
全
般
に
か
か
わ
る
規
定
。
特
に
食
用
の
動
物
の
殺
し
方
に
関
す
る
規
定
は
詳
細
で
あ
る
。

　
四
、
ベ
コ
ロ
ス
（
げ
o
浮
ひ
δ
9
・
訂
菩
曾
穿
の
複
数
形
）
。
九
章
。
「
初
子
」

初
子
の
聖
別
奉
献
に
関
す
る
規
定
。
・
パ
の
初
子
、
牛
の
初
子
、
羊
の
初
子
、

の
意
。
獣
、
鳥
、
魚
、

の
意
。
出
エ
ジ
プ
ト
記
一
三
2
そ
の
他
に
記
さ
れ
て
い
る

人
間
の
長
男
、
な
ど
に
分
け
て
細
か
い
規
定
が
あ
る
。

五
、
ア
ラ
キ
ン
（
．
．
．
欝
寓
P
、
伽
．
①
喜
の
複
数
形
）
。
九
章
。
「
評
価
」
「
値
づ
も
り
」
の
意
。
レ
ビ
記
二
七
章
参
照
。
人
が
そ
の
身
体
、
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家
、
畑
な
ど
を
主
に
献
げ
る
揚
合
の
そ
れ
ら
の

に
神
殿
に
献
げ
る
の
で
あ
る
。

「
値
づ
も
り
」
に
関
す
る
規
定
。
「
値
づ
も
り
」
さ
れ
た
金
額
を
そ
れ
ら
の
も
の
の
代
り

　
六
、
テ
ム
ラ
（
δ
ヨ
辞
警
）
。
七
章
。
「
交
換
」
「
代
用
」
の
意
。
ひ
と
た
ぴ
犠
牲
獣
と
し
て
聖
別
し
た
家
畜
を
他
の
家
畜
と
と
り
か
え

て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
レ
ビ
記
二
七
9
1
1
0
、
3
3
の
命
令
に
関
す
る
規
定
。
実
際
は
「
と
り
か
え
」
は
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
テ

ム
ラ
は
こ
の
「
と
り
か
え
」
と
そ
れ
に
伴
う
罰
則
（
鞭
打
ち
）
に
関
す
る
規
定
を
含
む
。
さ
ら
に
、
犠
牲
獣
と
し
て
聖
別
さ
れ
た
家
畜
の

子
供
、
犠
牲
に
供
す
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
家
畜
、
な
ど
に
関
す
る
規
定
を
も
含
む
。
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七
、
ケ
リ
ソ
ス
（
5
蜂
ま
3
鼠
議
9
の
複
数
形
）
。
六
章
。
「
切
断
」
の
意
か
ら
転
じ
て
「
追
放
」
「
根
絶
」
さ
ら
に
「
神
の
刑
罰
と

し
て
の
突
然
の
死
」
の
意
に
な
っ
た
。
カ
レ
ス
を
ひ
き
起
こ
す
罪
が
列
挙
さ
れ
る
が
、
も
し
も
こ
れ
ら
の
罪
が
故
意
の
も
の
で
な
け
れ
ば

罪
祭
を
（
レ
ピ
記
四
2
7
以
下
）
、
罪
を
犯
し
た
か
否
か
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
に
は
そ
れ
に
応
じ
た
あ
が
な
い
の
献
げ
も
の
（
．
ロ
、
℃
。
房
貯
Φ

窄
淳
島
窪
お
ω
）
を
供
え
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
る
。

　
八
、

罰
則
。

メ
イ
ラ
（
ヨ
9
一
轡
）
。
六
章
。
「
違
犯
」

レ
ビ
記
五
1
5
1
1
6
に
基
づ
く
。

「
背
信
」
「
漬
神
」
の
意
。
神
殿
の
財
産
を
不
注
意
に
悪
用
・
誤
用
す
る
こ
と
に
対
す
る
、

　
九
、
タ
ミ
ド
（
縞
ヨ
凶
穿
）
。
七
章
。
「
継
続
的
な
、

祭
司
に
よ
る
監
督
、
神
殿
の
器
具
の
日
毎
の
点
検
、

毎
日
く
り
返
さ
れ
る
行
為
」
、
特
に
「
日
毎
の
火
祭
」
（
民
数
記
二
八
3
）
の
意
。

灰
の
除
去
と
新
し
い
火
の
点
火
、
羊
の
殺
し
方
、
さ
ば
き
方
、
香
の
焚
き
方
、
祈
り
、



レ
ビ
人
の
歌
う
詩
篇
、
な
ど
、
日
毎
の
火
祭
全
般
に
わ
た
る
規
定
。
『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』

『
バ
ビ
ロ
ニ
ア
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
の
ゲ
マ
ラ
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。

は
本
書
に
対
す
る
ゲ
ラ
マ
を
欠
き
、

　
一
〇
、
ミ
ッ
ド
ス
（
巨
象
窪
買
三
＆
警
の
複
数
形
）
。

見
取
図
を
伝
え
て
い
る
。
本
書
に
対
す
る
ゲ
マ
ラ
は
無
い
。

五
章
。
「
寸
法
」
の
意
。
ヘ
ロ
デ
ス
大
王
の
復
修
し
た
第
二
神
殿
の
寸
法
と

　
一
一
、
キ
ン
ニ
ム
3
ぎ
島
5
息
コ
轟
．
あ
る
い
は
ρ
9
の
複
数
形
）
。
三
章
。
「
巣
」
「
巣
の
中
の
鳥
」
「
犠
牲
用
の
一
つ
が
い
の
烏
」

の
意
。
ト
ー
ラ
ー
（
レ
ビ
記
五
7
1
1
0
、
一
二
8
、
一
四
2
2
、
3
0
、
3
1
、
一
五
1
4
、
1
5
、
2
9
、
3
0
、
民
数
記
六
9
以
下
）
に
よ
れ
ば
、
死

体
に
ふ
れ
て
汚
れ
た
者
、
伝
染
病
な
ど
の
癒
さ
れ
た
者
、
出
産
後
の
女
、
純
潔
の
誓
い
を
全
う
で
き
な
か
っ
た
ナ
ジ
ル
人
、
な
ど
は
、
ハ

ト
一
つ
が
い
を
献
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
貧
し
い
者
は
、
さ
ら
に
高
価
な
犠
牲
の
代
り
に
ハ
ト
一
つ
が
い
を
献
げ
る
こ
と
が
許

さ
れ
る
揚
合
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
鳥
の
犠
牲
に
関
す
る
規
定
を
含
む
本
書
は
、
し
ぱ
し
ば
余
り
に
も
微
細
に
わ
た
り
す
ぎ
て
、
そ
の
真
意

が
つ
か
み
難
く
、
註
釈
た
る
ゲ
マ
ラ
の
存
在
し
な
い
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
中
世
以
降
の
註
解
者
た
ち
を
悩
ま
せ
て
い
る
。

ラピ文献研究の現状（一）

　
第
六
セ
デ
ル
　
ト
ホ
ロ
ス
（
8
ゴ
。
『
ひ
葺
8
げ
。
品
ゴ
の
複
数
形
）
。
「
聖
潔
」
「
清
浄
」
の
意
。
一
般
に
儀
式
と
の
関
連
で
不
浄
と
さ
れ
た

も
の
、
そ
の
他
の
不
浄
な
も
の
の
取
り
扱
い
、
ま
た
そ
れ
ら
の
浄
化
に
関
す
る
規
定
を
含
む
こ
の
セ
デ
ル
は
、
後
七
〇
年
の
神
殿
崩
壊
後

は
そ
の
大
部
分
が
具
体
的
な
意
味
を
失
っ
た
。
一
二
の
マ
ッ
セ
ケ
ス
か
ら
な
る
。
バ
ピ
・
ニ
ア
、
パ
レ
ス
チ
ナ
い
ず
れ
の
『
タ
ル
ム
ー

ド
』
も
「
ニ
ッ
ダ
」
以
外
に
は
ゲ
マ
ラ
を
欠
く
。

63



一橋大学研究年報　人文科学研究　25

　
一
、
ケ
リ
ム
（
冨
一
ぎ
・
δ
一
一
ま
た
は
聞
＆
の
複
数
形
）
。
三
〇
章
。
「
器
具
」
の
意
。
し
か
し
こ
こ
で
は
ケ
リ
ム
は
さ
ら
に
広
く
、
器

具
、
衣
類
、
一
武
器
な
ど
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
道
具
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
道
具
類
の
不
浄
、
お
よ
び
不
浄
の
疑
い
に
関
す
る
規
定
。

　
二
、
オ
ホ
ロ
ス
（
ご
げ
。
一
黛
ダ
．
帥
茎
の
複
数
形
）
。
一
八
章
。
「
（
汚
れ
た
も
の
と
）
同
じ
屋
根
の
下
に
あ
る
こ
と
」
の
意
。
汚
れ
の
伝
染
、

1
た
と
え
ば
死
体
に
ふ
れ
た
り
、
死
体
と
同
じ
屋
根
の
下
に
あ
る
も
の
（
者
と
物
）
、
は
二
次
的
に
汚
れ
た
も
の
と
な
る
ー
と
そ
の

伝
染
期
間
な
ど
に
関
す
る
規
定
。

　
三
、
ネ
ガ
イ
ム
（
8
σ
資
鼠
、
冒
・
ま
σ
q
冨
、
の
複
数
形
）
。
一
四
章
。
「
疫
病
」
「
ら
い
病
」
の
意
。
人
間
の
み
で
な
く
、
家
や
衣
類
に
認
め

ら
れ
る
ら
い
病
の
徴
候
の
識
別
法
に
関
す
る
規
定
。
レ
ピ
記
二
二
、
一
四
章
、
申
命
記
二
四
8
を
典
拠
と
す
る
。

　
四
、
パ
ラ
（
忌
『
警
）
。
一
二
章
。
「
雌
牛
」
特
に
「
赤
い
雌
牛
」
の
こ
と
。
民
数
記
一
九
－
以
下
に
記
さ
れ
て
い
る
「
汚
れ
を
清
め
る

水
」
（
汚
れ
の
な
い
赤
い
雌
牛
を
焼
い
た
灰
を
水
に
と
い
て
作
る
）
に
関
す
る
規
定
。
ボ
ウ
カ
ー
・
一
二
〇
1
三
、
二
〇
六
i
八
頁
他
参
照
。

　
五
、
ト
ホ
ロ
ス
（
8
『
。
み
些
）
。
一
〇
章
。
第
六
セ
デ
ル
と
同
名
。
飲
食
品
が
何
に
ど
の
よ
う
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
程
度
汚

れ
る
か
、
と
い
う
点
に
関
す
る
規
定
。
器
具
そ
の
他
に
関
す
る
同
様
の
規
定
も
含
む
。
ア
ム
・
ハ
ア
レ
ツ
、
盗
人
、
取
税
人
は
汚
れ
を
も

た
ら
す
も
の
と
さ
れ
る
。

　
六
、
ミ
ク
ウ
ァ
オ
ス
（
日
5
≦
帥
貸
7
菖
ρ
ミ
窪
の
複
数
形
）
。
一
〇
章
。
「
水
た
め
」
、
特
に
「
汚
れ
を
受
け
た
も
の
を
浸
す
べ
き
プ
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ー
ル
」
の
意
。
プ
ー
ル
は
全
身
が
水
に
浸
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
大
き
く
、
四
〇
セ
ァ
（
約
二
七
〇
リ
ッ
ト
ル
）
の
水
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
泉
の
水
の
揚
合
に
は
こ
れ
よ
り
少
な
く
て
も
よ
い
。
水
は
自
然
か
ら
直
接
ー
雨
水
、
泉
や
川
の
水
な
ど
を
、
器
を
経
な

い
で
ー
プ
ー
ル
ヘ
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
七
、
ニ
ッ
ダ
（
三
段
酵
）
。
一
〇
章
。
元
来
「
分
離
」
「
不
浄
」
の
意
だ
が
、
転
じ
て
「
月
経
期
間
」
「
月
経
の
女
」
「
月
経
に
よ
る
不

浄
」
の
意
に
な
っ
た
。
月
経
後
の
身
の
清
め
方
、
月
経
に
よ
る
汚
れ
の
期
間
な
ど
、
レ
ビ
記
一
五
1
9
1
3
0
、
一
二
4
以
下
に
記
さ
れ
て
い

る
女
の
不
浄
に
関
す
る
規
定
。
『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
の
ゲ
マ
ラ
は
四
章
の
始
め
ま
で
し
か
残
っ
て
い
な
い
。

　
八
、
マ
ク
シ
リ
ン
（
日
欝
訂
寓
属
員
目
帥
浮
跨
冒
の
複
数
形
）
。
六
章
。
「
準
備
、
支
度
」
と
い
う
意
味
か
ら
「
食
料
品
を
汚
れ
の
疑
い

の
あ
る
状
態
に
す
る
も
の
」
と
い
う
意
味
へ
と
発
展
し
た
。
農
産
物
は
畑
に
あ
る
間
は
、
あ
る
種
の
液
体
に
ふ
れ
な
い
限
り
汚
れ
る
こ
と

は
な
い
。
畑
の
農
産
物
を
汚
す
液
体
お
よ
ぴ
そ
の
液
体
の
影
響
に
関
す
る
規
定
。
2
窪
旨
9
㌔
ミ
§
虚
糞
嘗
蹄
は
「
マ
ク
シ
リ
ン
」
の

詳
細
な
分
析
の
報
告
で
あ
る
。

ラビ文献研究の現状（一）

　
九
、
ザ
ビ
ム
（
鼠
耳
言
・
蹄
窪
の
複
数
形
）
。
五
章
。
「
弱
い
者
」
の
意
。
レ
ビ
記
一
五
－
i
1
5
、
2
5
－
3
0
に
基
づ
き
、
流
出
の
あ
る

男
子
を
ザ
ブ
、
流
出
の
あ
る
女
子
を
ザ
バ
（
鼠
耳
群
）
と
呼
ん
だ
。
恐
ら
く
性
病
患
者
の
こ
と
が
主
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
流
出
の
者
の
汚
れ
の
伝
染
に
関
す
る
規
定
、
流
出
が
止
ん
だ
揚
合
の
漕
め
の
儀
式
に
関
す
る
規
定
を
含
む
。

一
〇
、
テ
プ
ル
・
ヨ
ム
（
毎
σ
菖
一
愚
ヨ
）
。
四
章
。
毎
耳
2
尋ま

「
浸
す
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
鼠
等
巴
の
受
動
分
詞
。
テ
ブ
ル

ヨ
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ム
は
「
そ
の
日
に
浸
さ
れ
た
者
」
の
意
。
レ
ビ
記
二
二
6
1
7
に
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
「
夕
ま
で
汚
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
汚

れ
を
受
け
、
定
め
に
従
っ
て
清
め
の
水
に
身
を
浸
し
た
者
は
、
日
没
ま
で
「
第
二
級
の
（
半
分
の
）
汚
れ
」
の
状
態
に
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
態
の
者
を
テ
ブ
ル
・
ヨ
ム
と
呼
ぶ
。
彼
は
テ
ル
マ
（
挙
祭
）
に
ふ
れ
て
は
な
ら
ず
（
彼
の
ふ
れ
た
テ
ル
マ
は
無
効
に
な

る
）
、
聖
別
さ
れ
た
食
物
を
食
べ
て
も
い
け
な
い
が
、
そ
の
他
の
一
般
の
食
物
に
汚
れ
を
移
す
こ
と
は
無
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
関
す
る
細

か
い
規
定
を
含
む
。

　
一
一
、
ヤ
ダ
イ
ム
（
旨
象
塁
目
・
醤
穿
の
双
数
形
）
。
四
章
。
「
手
」
の
意
。
手
は
日
常
生
活
の
中
で
様
々
な
汚
れ
を
受
け
や
す
い
の

で
、
常
に
「
第
二
級
の
汚
れ
」
の
状
態
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
テ
ブ
ル
・
ヨ
ム
参
照
。
本
書
は
手
の
汚
れ
と
洗
手
に
関
す
る
規
定

を
含
む
。
ボ
ウ
カ
ー
・
二
〇
九
－
二
二
二
頁
参
照
。
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い
ら

　
一
二
、
ウ
ク
ツ
ィ
ン
（
，
8
邑
誉
づ
台
房
の
複
数
形
）
。
三
章
。
「
と
げ
」
「
刺
」
、
さ
ら
に
「
茎
」
「
花
梗
」
「
葉
柄
」
な
ど
の
意
。
主
と

し
て
植
物
に
つ
い
て
、
ど
の
部
分
が
汚
れ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
か
、
ま
た
汚
れ
を
伝
え
る
部
分
ー
そ
れ
が
汚
れ
る
と
他
の
部
分
に
汚
れ

を
伝
え
、
他
の
部
分
が
汚
れ
る
と
そ
れ
に
汚
れ
が
伝
え
ら
れ
る
部
分
　
　
は
ど
れ
か
、
と
い
う
点
に
関
す
る
規
定
。

以
上
が
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
六
三
巻
の
．
こ
く
簡
単
な
内
容
紹
介
で
あ
る
。

　
　
　
　
四
　
『
ト
セ
フ
タ
』

『
ミ
シ
ュ
ナ
』
は
口
伝
律
法
の
最
も
権
威
あ
る
集
成
と
な
っ
た
が
、

『
ミ
シ
ュ
ナ
』
の
選
に
も
れ
た
口
伝
律
法
は
他
に
も
多
く
あ
っ
た
の



ラピ文献研究の現状（一）

で
あ
る
。
タ
ン
ナ
イ
ム
期
の
口
伝
律
法
で
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
の
選
に
も
れ
た
も
の
を
バ
ラ
イ
サ
鼠
霞
毒
3
曽
と
呼
ぶ
。
バ
ラ
イ
サ
は
「
外

部
の
」
な
い
し
は
「
外
」
の
意
で
あ
り
、
『
、
・
、
シ
ュ
ナ
』
の
外
の
口
伝
律
法
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
バ
ラ
イ
サ
は
『
タ
ル
ム
ー
ド
』
の
中

に
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
『
、
・
・
シ
ュ
ナ
』
編
纂
後
ま
も
な
く
、
バ
ラ
イ
サ
の
編
纂
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
バ
ラ
イ
サ
の
集
大
成
を
『
ト
セ

フ
タ
』
3
器
唇
縞
．
と
呼
ぶ
。
こ
れ
は
「
補
遺
」
（
の
∈
℃
σ
ヨ
o
薄
）
の
意
で
あ
り
、
い
わ
ば
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
の
外
典
に
あ
た
る
。
そ
の
編
纂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

は
三
世
紀
半
ば
頃
と
言
わ
れ
る
。

　
『
ト
セ
フ
タ
』
は
『
、
・
、
シ
ュ
ナ
』
と
同
じ
く
六
つ
の
セ
デ
ル
か
ら
成
る
が
、
マ
ッ
セ
ケ
ス
の
数
は
五
九
で
あ
る
。
「
ア
ボ
ス
」
、
「
タ
ミ

ド
」
、
「
ミ
ッ
ド
ス
」
、
「
キ
ン
ニ
ム
」
の
四
つ
を
欠
く
た
め
で
あ
る
。

　
『
ト
セ
フ
タ
』
の
一
部
は
、
ボ
ウ
カ
i
・
二
一
四
ー
二
二
八
頁
、
お
よ
び
『
原
典
新
約
時
代
史
』
（
山
本
書
店
）
五
一
一
－
二
頁
に
、
訳

出
さ
れ
て
い
る
。
な
お
現
在
月
げ
o
甘
三
旨
↓
冨
o
δ
触
8
一
ω
9
昌
凶
β
ぐ
9
＞
ヨ
且
8
か
ら
o
D
・
口
3
q
営
き
に
よ
り
構
謹
↓
3
慧
亀

（
テ
キ
ス
ト
）
お
よ
ぴ
↓
象
愚
＆
映
帆
畜
ミ
膏
鳶
（
註
釈
）
が
刊
行
中
で
あ
り
、
又
、
O
・
く
・
民
馨
色
と
客
軍
即
。
お
珠
o
篭
の
編
纂
に
な

る
菊
。
。
σ
σ
剛
コ
ぎ
箒
↓
粟
＄
（
妻
・
訳
〇
三
鼠
ヨ
ヨ
Φ
コ
o
o
什
暮
粛
帥
『
梓
）
の
第
一
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
『
ト
セ
フ
タ
』
の
テ
キ
ス
ト
・
ド
イ
ツ
語

訳
・
註
釈
が
刊
行
中
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
五
『
ラ
ビ
・
ナ
タ
ン
の
ア
ボ
ス
』

　
『
バ
ピ
・
ニ
ア
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
の
第
四
セ
デ
ル
（
ネ
ズ
ィ
キ
ン
）
に
対
す
る
補
遺
の
中
に
、
『
ラ
ビ
・
ナ
タ
ン
の
ア
ボ
ス
』
＞
げ
0
3

8
，
菊
ぎ
三
Z
緯
鼠
ロ
（
ヨ
ビ
ロ
ゴ
コ
’
舅
）
な
る
一
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
バ
ピ
・
ニ
ァ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
の
一
部
を
成
す
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

の
で
は
な
い
。

　
本
書
は
『
、
、
、
シ
ュ
ナ
』
中
の
一
書
「
ピ
ル
ヶ
・
ア
ボ
ス
」
に
対
す
る
、
講
解
的
な
註
釈
本
で
あ
る
。
「
ピ
ル
ケ
・
ア
ボ
ス
」
中
の
箴
言
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を
短
か
く
解
説
し
、
旧
約
聖
書
の
章
句
と
の
連
絡
を
示
し
、
あ
る
い
は
、
歴
史
的
な
物
語
や
伝
説
を
引
い
て
解
明
す
る
の
で
あ
る
。
引
用

さ
れ
る
ラ
ビ
た
ち
は
す
べ
て
ミ
シ
ュ
ナ
時
代
に
属
す
る
の
で
、
本
書
の
中
核
的
な
部
分
は
タ
ン
ナ
イ
ム
期
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
一
八
八
七
年
に
校
訂
本
を
出
版
し
た
シ
ェ
ヒ
タ
ー
は
、
伝
承
を
二
つ
の
系
統
に
分
類
し
た
。
す
な
わ
ち
、
『
タ
ル
ム
ー
ド
』
へ
の
補
遺

と
し
て
伝
え
ら
れ
た
伝
承
を
A
と
し
、
そ
の
他
の
写
本
伝
承
を
B
と
名
付
け
た
の
で
あ
る
。
伝
承
系
統
A
、
B
と
「
ピ
ル
ケ
・
ア
ボ
ス
」

と
の
関
係
は
以
下
の
．
こ
と
く
で
あ
る
。

31　20　12　1
1　1　1　1A
41　30　　19　　11

36　30　24　1
1　1　1　1　B
48　　35　　29　　23

「
ピ
ル
ケ
・
ア
ボ
ス
」

　
　
　
　

1
1
－
1
1

　
2
1
8
、

1
1
　
　
ー
　
　
　
ワ
θ

3
1
4

5
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ラ
ピ
・
ナ
タ
ン
と
い
う
の
は
紀
元
後
二
世
紀
の
中
頃
、
ガ
リ
ラ
ヤ
の
ウ
シ
ャ
に
お
い
て
、
「
学
頭
」
（
鼠
吟
．
）
ラ
バ
ン
・
シ
メ
オ
ン
・
ペ

ン
・
ガ
マ
リ
エ
ル
ニ
世
の
許
で
「
副
学
頭
」
と
で
も
言
う
べ
き
地
位
（
．
3
げ
竃
3
α
冒
）
に
あ
っ
た
人
で
、
バ
ビ
・
ニ
ァ
か
ら
移
住
し

て
来
た
た
め
に
「
バ
ビ
・
ニ
ァ
の
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
た
だ
し
「
ア
ボ
ス
」
に
対
す
る
註
解
を
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
こ
の
人
物
が
本
書
を
著
し
た
は
ず
が
な
く
、
標
題
の
意
味
は
不
明
。
あ
る
い
は
後
代
に
同
名
の
別
人
が
い
た
と
考
え
る
ぺ
き
で

あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
ラ
ピ
・
ナ
タ
ン
に
よ
っ
て
、
本
書
の
中
核
的
な
都
分
の
一
部
が
ま
と
め
ら
れ
た
た
め
に
、
こ
の
標
題
が
与
え
ら
れ

た
、
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。



な
お
本
書
の
一
部
は
ボ
ウ
カ
ー
・
二
九
三
ー
五
頁
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
。

六
　
タ
ル
ム
ー
ド

ラピ文献研究の現状（一）

　
『
、
・
・
シ
ュ
ナ
』
の
編
纂
を
も
っ
て
タ
ン
ナ
イ
ム
の
時
代
は
終
り
を
告
げ
る
。
ラ
ビ
・
ユ
ダ
の
弟
子
た
ち
は
、
タ
ン
ナ
イ
ム
の
最
後
の
世

代
（
一
般
に
第
五
世
代
と
呼
ば
れ
る
）
に
数
え
入
れ
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
、
タ
ン
ナ
イ
ム
と
次
の
ア
モ
ラ
イ
ム
と
の
い
わ
ば
「
中
間
時

代
」
を
構
成
す
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　
こ
の
世
代
の
次
の
世
代
か
ら
タ
ル
ム
ー
ド
の
編
纂
に
至
る
ま
で
の
時
代
に
活
躍
し
た
教
師
た
ち
を
ア
モ
ラ
イ
ム
と
呼
ぶ
。
ア
モ
ラ
イ
ム

．
・
日
ひ
轟
．
ぎ
と
は
、
「
語
る
者
、
講
師
、
註
釈
家
」
を
意
味
す
る
z
」
6
翼
、
・
旨
ひ
轟
．
の
複
数
形
で
あ
る
。
『
タ
ル
ム
ー
ド
』
に
パ
レ
ス
チ

ナ
と
バ
ビ
・
ニ
ァ
の
二
種
類
が
あ
る
の
に
対
応
し
て
、
ア
モ
ラ
イ
ム
も
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ア
モ
ラ
イ
ム
と
バ
ビ
ロ
ニ
ァ
・
ア
モ
ラ
イ
ム
の
二

つ
に
分
け
ら
れ
る
。
彼
ら
の
活
躍
し
た
時
代
を
ア
モ
ラ
イ
ム
期
と
呼
ぶ
。
パ
レ
ス
チ
ナ
と
バ
ビ
・
ニ
ァ
で
は
、
『
タ
ル
ム
ー
ド
』
の
編
纂

の
時
期
に
ず
れ
が
あ
り
、
そ
の
分
だ
け
ア
モ
ラ
イ
ム
期
の
長
さ
も
パ
レ
ス
チ
ナ
と
バ
ビ
・
ニ
ァ
で
は
異
な
る
こ
と
に
な
る
。

　
タ
ル
ム
ー
ド
ゴ
導
コ
琶
目
ま
『
は
、
「
教
え
る
こ
と
」
「
教
え
」
「
学
ぶ
こ
と
」
「
研
究
」
「
註
釈
」
な
ど
の
意
味
を
持
つ
こ
と
ば
で
あ

る
が
、
特
に
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
の
研
究
、
註
釈
を
指
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
『
タ
ル
ム
ー
ド
』
は
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
に
対
す
る
註
解
の
形
を
と
る
。
こ
の
註
解
を
「
ゲ
マ
ラ
」
と
言
う
。
ゲ
マ
ラ
翼
」
豆
α
q
ω
目
帥
轟
、
と

は
、
「
完
成
す
る
」
「
研
究
す
る
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
」
u
】
σ
q
帥
日
震
の
名
詞
形
で
あ
り
、
一
般
に
「
口
伝
、
伝
承
の
記
憶
」
を
意
味
す

る
が
、
特
に
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
の
完
成
後
、
口
伝
の
内
容
を
成
し
て
き
た
も
の
、
と
い
う
意
味
で
、
『
タ
ル
ム
ー
ド
』
に
含
ま
れ
て
い
る

『
、
・
・
シ
ュ
ナ
』
の
註
釈
を
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。
『
タ
ル
ム
ー
ド
』
は
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
本
文
と
、
そ
の
註
釈
た
る
ゲ
マ
ラ
と
か
ら
成
り
立
ワ

て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
「
註
釈
」
と
は
極
め
て
広
義
の
註
釈
で
あ
り
、
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
を
め
ぐ
る
あ
ら
ゆ
る
議
論
や
逸
話
な
ど
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が
集
め
ら
れ
、
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
が
総
じ
て
ハ
ラ
カ
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ハ
ガ
ダ
的
な
要
素
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
『
タ
ル
ム
ー
ド
』
は
ヘ
ブ
ル
語
と
ア
ラ
ム
語
で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ヘ
ブ
ル
語
は
、
ミ
シ
ュ
ナ
・
ヘ
ブ
ル
語
よ
り
も
さ
ら
に
ア
ラ
ム

語
の
影
響
を
強
く
受
け
た
ヘ
プ
ル
語
で
、
外
来
語
の
借
用
も
多
い
。
『
バ
セ
・
ニ
ァ
．
タ
ル
ム
ー
ド
』
は
東
方
ア
ラ
ム
語
を
、
『
パ
レ
ス
チ

ナ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
は
西
方
ア
ラ
ム
語
（
特
に
ガ
リ
ラ
ヤ
地
方
の
ア
ラ
ム
語
）
を
用
い
て
い
る
。

六
・

『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
（
ま
た
は
『
エ
ル
サ
レ
ム
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
と
も
呼
ば
れ
る
）
は
、
四
世
紀
の
後
半
に
編
纂
さ
れ
た
。

編
纂
者
と
し
て
、
ラ
ビ
・
ヨ
ハ
ナ
ン
・
バ
ル
・
ナ
ッ
パ
ハ
（
二
七
九
年
捜
）
の
名
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
『
、
・
、
シ
ュ
ナ
』
に
と
っ
て

ラ
ビ
・
ア
キ
バ
が
果
た
し
た
よ
う
な
役
割
を
ラ
ビ
・
ヨ
ハ
ナ
ン
が
『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
に
対
し
て
果
た
し
た
、
と
い
う
意
味

に
解
す
べ
き
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ナ
ッ
パ
ハ
墨
毛
菩
と
は
「
鍛
冶
屋
」
の
意
で
あ
り
、
バ
ル
・
ナ
ッ
パ
ハ
は
「
鍛
冶
屋
の
息
子
」

と
い
う
意
味
に
な
る
。
彼
の
外
に
、
最
終
的
な
編
纂
者
の
名
前
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
に
は
、
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
完
成
後
に
ラ
ビ
・
ヨ
ハ
ナ
ン
が
学
頭
を
務
め
た
テ
ィ
ベ
リ
ァ

ス
分
学
園
を
中
心
と
し
て
、
ガ
リ
ラ
ヤ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
教
の
活
動
の
拠
点
と
な
っ
た
セ
ッ
ポ
リ
ス
、
カ
イ
サ
レ
イ
ァ
な
ど
の
学
園
で
教

え
ら
れ
、
議
論
さ
れ
た
こ
と
が
ら
が
集
大
成
さ
れ
て
い
る
。
全
体
の
約
六
分
の
一
が
ハ
ッ
ガ
ダ
で
あ
る
。

　
『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
は
、
現
在
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
形
で
は
、
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
六
三
書
中
三
九
書
に
対
す
る
ゲ
マ
ラ
し
か
含

ん
で
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
第
五
セ
デ
ル
「
コ
ダ
シ
ム
」
全
体
、
ニ
ッ
ダ
の
一
部
（
四
章
の
最
初
ま
で
の
部
分
）
を
除
く
第
六
セ
デ
ル

「
ト
ホ
・
ス
」
全
体
、
お
よ
び
第
四
セ
デ
ル
中
の
エ
ド
ゥ
ソ
ヨ
ス
と
ア
ボ
ス
、
計
二
四
書
に
対
す
る
ゲ
マ
ラ
を
欠
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
が

始
め
か
ら
存
在
し
な
か
っ
た
の
か
、
伝
承
の
途
中
で
失
な
わ
れ
た
の
か
、
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
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『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
目
巴
ヨ
ゆ
穿
＜
㊤
3
号
巴
o
急
は
、
そ
の
名
称
の
後
半
の
み
を
と
っ
て
＜
。
醤
昌
巴
巨
と
呼
ば
れ
る
二

と
も
あ
る
。
省
略
符
号
と
し
て
℃
↓
（
旺
℃
巴
霧
ユ
三
雪
↓
巴
目
民
）
や
く
（
く
①
旨
鴇
巴
巨
y
旨
（
旨
R
霧
巴
巨
y
℃
斜
｝
R
な
ど
が
用
い

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
引
用
に
際
し
て
は
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
の
書
名
の
後
に
、
章
・
節
を
示
す
（
「
メ
ギ
ッ
ラ
」
一
・
九
）
、
印
刷
本
の
頁
数

を
示
す
（
「
メ
ギ
ッ
ラ
」
七
一
b
）
、
ま
た
は
両
方
を
示
す
（
「
メ
ギ
ッ
ラ
」
一
・
九
・
七
一
b
）
、
な
ど
の
方
法
が
と
ら
れ
る
。

　
な
お
従
来
、
我
々
の
利
用
し
得
る
『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
の
近
代
語
訳
と
し
て
は
ヌ
o
o
号
≦
筈
の
必
ず
し
も
信
頼
に
足
る

と
は
言
え
な
い
仏
訳
（
ご
円
ミ
§
ミ
特
、
転
ミ
動
ミ
恥
ミ
勺
胃
す
一
〇
。
謹
占
o
。
o
。
o
）
を
数
え
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
最
近
》
2
①
岳
房
『
の
編

訳
に
よ
り
↓
冨
↓
巴
ヨ
且
9
9
0
い
即
鼠
9
一
鴇
8
一
（
d
・
鉱
O
寓
8
⑳
O
勺
お
の
ω
）
が
、
零
寓
①
お
皇
旨
Z
窪
目
2
勺
・
ω
9
弩
R
編

に
よ
る
O
げ
段
器
9
彗
頓
α
8
↓
巴
ヨ
且
＜
o
旨
跨
巴
巨
（
↓
ま
言
σ
Q
自
”
》
ρ
切
・
冨
o
耳
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
着
手
さ
れ
、

遂
次
刊
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
Z
窪
旨
R
は
、
こ
の
作
業
と
並
行
し
て
～
ミ
ミ
防
§
誉
ど
亀
馬
熔
％
『
鳶
閏
o
ミ
恥
§
馬
駄
馬
富
ぎ
ミ
罫
ミ
ミ

（
d
・
皇
O
＝
8
α
q
o
勺
お
聲
6
0
。
Q
）
な
る
好
著
を
も
も
の
し
て
い
る
。

ラピ文献研究の現状（一）

　
　
　
　
　
六
・
二
　
『
バ
ピ
ロ
ニ
ア
・
タ
ル
ム
ー
ド
』

　
『
バ
ビ
・
ニ
ア
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
は
、
五
世
紀
の
始
め
頃
に
、
エ
ウ
フ
ラ
テ
ス
河
畔
の
ス
ラ
に
お
い
て
、
ラ
プ
・
ア
シ
と
ラ
ビ
ナ
に
よ

っ
て
編
纂
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
彼
ら
の
個
人
的
な
業
績
と
い
う
よ
り
は
、
バ
ピ
・
ニ
ァ
の
ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体
全
体
が
産
み
出
し
た
も

の
と
考
え
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
の
揚
合
と
同
じ
よ
う
に
、
既
に
い
く
つ
か
の
「
タ
ル
ム
ー
ド
」
が
存
存
し
て
い
た
。
三
世
紀

初
め
（
ラ
ッ
バ
・
ア
リ
カ
が
パ
レ
ス
チ
ナ
か
ら
戻
っ
て
、
ス
ラ
に
学
園
を
開
い
た
、
二
一
九
年
）
以
来
バ
ビ
・
ニ
ァ
の
ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体

の
精
神
的
指
導
者
の
役
割
を
は
た
し
て
い
た
、
ス
ラ
、
お
よ
ぴ
ネ
ハ
ル
デ
ァ
と
そ
の
後
を
受
け
継
い
だ
プ
ム
ベ
デ
ィ
サ
℃
ゆ
9
σ
㊤
魯
津
ぎ
、

の
二
大
学
園
に
お
い
て
研
究
さ
れ
教
え
ら
れ
て
き
た
事
柄
は
、
既
に
二
世
紀
に
わ
た
っ
て
蓄
積
さ
れ
て
い
た
。
三
七
一
年
か
ら
四
二
七
年
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ま
で
に
ス
ラ
の
学
園
の
学
頭
を
務
め
た
ラ
ブ
・
ア
シ
は
こ
れ
ら
を
集
大
成
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
『
バ
ビ
・
ニ
ァ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
編

纂
の
業
は
ラ
ブ
・
ア
シ
の
後
も
続
け
ら
れ
、
最
後
の
ア
モ
ラ
と
言
わ
れ
る
ラ
ゼ
ナ
・
バ
ル
・
フ
ナ
（
四
九
九
年
残
）
の
手
に
よ
っ
て
完
成

し
た
。

　
『
バ
ピ
・
ニ
ァ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
は
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
六
三
書
の
内
二
六
書
に
対
す
る
ゲ
マ
ラ
を
欠
く
。
ゲ
マ
ラ
を
欠
い
て
い
る
の
は
、

「
ベ
ラ
コ
ス
」
を
除
く
第
一
セ
デ
ル
「
ゼ
ラ
イ
ム
」
の
す
べ
て
、
第
ニ
セ
デ
ル
の
「
シ
ェ
カ
リ
ム
」
、
第
四
セ
デ
ル
の
「
エ
ド
ゥ
ッ
ヨ
ス
」

と
「
ア
ボ
ス
」
、
第
五
セ
デ
ル
の
「
、
・
・
ッ
ド
ス
」
と
「
キ
ン
ニ
ム
」
、
「
ニ
ッ
ダ
」
を
除
く
第
六
セ
デ
ル
「
ト
ホ
・
ス
」
の
す
ぺ
て
、
以
上
二

六
書
で
あ
る
。
「
タ
、
・
・
ド
」
に
対
す
る
ゲ
マ
ラ
は
、
一
、
二
、
四
章
に
し
か
付
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー

ド
』
が
三
九
書
に
対
す
る
ゲ
マ
ラ
を
含
む
の
に
対
し
て
、
『
バ
ビ
ロ
ニ
ァ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
は
三
七
書
（
正
確
に
は
三
六
書
と
半
分
）
に

対
す
る
ゲ
マ
ラ
し
か
含
ん
で
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
『
バ
ビ
・
ニ
ア
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
の
分
量
は
、
『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー

ド
』
の
約
三
倍
に
及
ん
で
い
る
。
『
バ
ピ
・
ニ
ァ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
は
そ
の
重
要
性
と
権
威
に
お
い
て
も
『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』

を
は
る
か
に
凌
駕
し
、
『
タ
ル
ム
ー
ド
』
と
言
え
ば
『
バ
ビ
・
ニ
ア
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
を
指
す
ほ
ど
に
な
っ
た
。
な
お
『
バ
ビ
ロ
ニ
ァ
・

タ
ル
ム
ー
ド
』
の
約
三
分
の
一
が
ハ
ラ
カ
、
約
三
分
の
二
が
ハ
ガ
ダ
で
あ
る
。

　
『
バ
ビ
・
ニ
ァ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
冒
冒
ま
7
ω
呂
喜
は
、
単
に
】
罫
窪
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
省
略
符
号
と
し
て
げ
日
（
に
げ
㌣

ξ
一
〇
巳
雪
↓
巴
ヨ
呂
）
や
ω
呂
さ
ら
に
切
な
ど
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
引
用
に
際
し
て
は
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
の
書
名
と
印
刷
本

の
頁
数
が
示
さ
れ
る
（
例
「
メ
ギ
ッ
ラ
」
一
八
a
）
。
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七
　
ミ
ド
ラ
シ
ュ
文
献

、
、
、
ド
ラ
シ
ュ
文
献
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
は
、
主
と
し
て
モ
ー
セ
五
書
の
律
法
的
な
部
分
を
扱
っ
た
も
の
で
、



ラビ文献研究の現状（一）

「
ハ
ラ
カ
的
、
・
・
ド
ラ
シ
ュ
」
と
呼
ぱ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
ま
た
、
タ
ン
ナ
イ
ム
の
ハ
ラ
カ
伝
承
を
代
表
し
た
も
の
で
あ
る
故
に
、
「
タ
ン
ナ
イ

ム
的
、
・
・
ド
ラ
シ
ュ
」
↓
壁
冨
三
。
霞
α
舜
筈
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
ら
の
原
形
は
紀
元
後
二
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
伝

承
者
で
あ
る
ア
モ
ラ
イ
ム
の
編
集
作
業
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
年
代
決
定
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
古
代
教
会
の

カ
テ
ナ
に
類
似
し
て
い
る
。

　
、
・
・
ド
ラ
シ
ュ
文
献
の
第
ニ
グ
ル
ー
プ
は
「
ハ
ッ
ガ
ダ
的
ミ
ド
ラ
シ
ュ
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
さ
ら
に
「
釈
義
的
（
。
壱
8
ぎ
ぐ
）
ミ

ド
ラ
シ
ュ
」
と
「
説
教
的
（
ぎ
ヨ
8
晋
）
ミ
ド
ラ
シ
ュ
」
と
に
分
け
ら
れ
る
。
カ
テ
ナ
的
な
性
格
は
「
ハ
ラ
カ
的
ミ
ド
ラ
シ
ュ
」
と
共
通

し
て
い
る
。
そ
の
編
纂
は
一
部
は
『
タ
ル
ム
ー
ド
』
の
編
纂
に
並
行
し
、
大
部
分
は
そ
れ
以
降
で
あ
る
が
、
年
代
決
定
の
困
難
性
は
「
ハ

ラ
カ
的
ミ
ド
ラ
シ
ュ
」
の
揚
合
と
同
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
七
・
一
　
ハ
ラ
カ
的
ミ
ド
ラ
シ
ュ

　
ー
、
『
メ
キ
ル
タ
』
（
竃
㊤
さ
津
帥
．
）
。
メ
キ
ル
タ
は
「
度
量
」
「
規
準
」
「
規
則
」
、
さ
ら
に
「
聖
書
か
ら
ハ
ラ
カ
を
引
き
出
す
規
則
」
の
意

（
ア
ラ
ム
語
）
。
ヘ
ブ
ル
語
の
ミ
ッ
ダ
ヨ
一
盆
浮
に
当
る
。
『
メ
キ
ル
タ
』
は
出
エ
ジ
プ
ト
記
の
ハ
ラ
カ
的
ミ
ド
ラ
シ
ュ
で
あ
る
。
出
エ
ジ

プ
ト
記
一
二
－
二
三
1
9
の
主
と
し
て
律
法
的
な
部
分
と
、
三
一
1
2
－
1
7
、
三
五
1
i
3
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
本
書
の
基
礎
に
な
っ
て
い

る
の
は
ラ
ビ
・
イ
シ
マ
エ
ル
（
ラ
ピ
・
ア
キ
バ
と
同
時
代
。
一
三
五
年
捜
）
の
学
派
の
ラ
ビ
た
ち
に
よ
る
ミ
ド
ラ
シ
ュ
で
あ
る
が
、
ラ
ビ
・

ユ
ダ
に
至
る
他
の
学
派
の
ラ
ビ
た
ち
の
こ
と
ば
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
全
体
は
九
章
（
マ
ッ
セ
ケ
ス
）
に
分
け
ら
れ
る
。
O
い
ω
霞
8
ぎ

N
O
一
（
8
刈
）
噺
呂
0
9
ρ
一
象
I
o
o
’

2
、
『
ラ
ビ
・
シ
メ
オ
ン
・
ベ
ン
・
ヨ
ハ
イ
の
メ
キ
ル
タ
』
。
ラ
ビ
　
シ
メ
オ
ン
は
ラ
ビ
・
ア
キ
バ
の
弟
子
。
こ
れ
は
イ
シ
マ
エ
ル
学
派
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の
『
メ
キ
ル
タ
』
に
対
す
る
、
ア
キ
バ
学
派
の
『
メ
キ
ル
タ
』
で
あ
る
。
構
成
は
基
本
的
に
は
『
メ
キ
ル
タ
』
と
一
致
し
て
い
る
が
、
写

本
（
伝
承
）
系
統
に
よ
っ
て
は
、
多
少
の
相
異
が
あ
り
、
『
メ
キ
ル
タ
』
に
な
い
出
エ
ジ
プ
ト
記
の
一
部
に
対
す
る
、
、
、
ド
ラ
シ
ュ
を
含
む

も
の
も
あ
る
。
ハ
ラ
カ
的
な
部
分
に
お
い
て
『
メ
キ
ル
タ
』
と
の
相
異
が
顕
著
で
あ
り
、
ハ
ッ
ガ
ダ
的
な
部
分
に
お
い
て
は
相
異
が
少
な

く
両
者
に
共
通
す
る
部
分
が
多
い
。
9
0
0
曾
接
』
o
o
（
8
N
）
…
匡
8
β
一
拐
－
8
，

　
3
、
『
シ
7
ラ
』
（
ω
凶
喜
轟
．
）
。
「
書
物
」
の
意
。
正
式
の
名
称
は
「
学
校
の
書
物
」
と
言
う
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
学
園
に
お
い
て
は
創
世
記

か
ら
で
は
な
く
て
レ
ビ
記
か
ら
ト
ー
ラ
ー
の
勉
強
が
始
め
ら
れ
た
た
め
、
レ
ビ
記
の
註
解
書
た
る
本
書
が
こ
の
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
『
シ
フ
ラ
』
は
レ
ビ
記
全
体
を
句
節
ご
と
に
註
解
し
て
い
る
。
ボ
ウ
カ
ー
・
三
〇
〇
1
三
〇
一
頁
に
そ
の
一
例
が
あ
る
。
『
シ
フ

ラ
』
は
ア
キ
バ
学
派
に
よ
る
レ
ビ
記
註
解
で
あ
る
。
レ
ビ
記
八
1
1
一
〇
7
に
対
す
る
註
解
は
他
の
部
分
と
惜
辞
．
内
容
を
異
に
し
て
い

る
。
ま
た
一
八
章
と
二
〇
章
に
対
す
る
註
解
は
イ
シ
マ
エ
ル
学
派
の
ミ
ド
ラ
シ
ュ
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
部
分
に
は
ア
キ
バ
学
派
に

よ
る
ミ
ド
ラ
シ
ュ
が
無
か
っ
た
た
め
、
後
代
の
編
纂
者
が
他
の
材
料
を
も
っ
て
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ギ
リ
シ
ァ
語
ま
じ
り
の
、
・
、
シ
ュ

ナ
・
ヘ
ブ
ル
で
記
さ
れ
て
い
る
。
（
ド
ω
賃
8
F
8
0
（
8
ひ
h
ど
1
冒
0
9
9
；
O
ー
ド

74

　
4
、
『
民
数
記
の
シ
7
レ
』
。
「
シ
フ
レ
」
（
o
o
一
喜
み
）
は
シ
フ
ラ
の
複
数
形
。
『
シ
フ
レ
』
の
名
に
よ
っ
て
、
民
数
記
と
申
命
記
に
対
す

る
二
つ
の
ミ
ド
ラ
シ
ュ
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
両
者
共
に
、
編
集
は
紀
元
後
五
世
紀
以
降
と
さ
れ
る
（
閏
～
）
。

　
『
民
数
記
の
シ
フ
レ
』
は
民
数
記
五
－
に
始
ま
り
三
五
3
4
で
終
っ
て
い
る
。
途
中
、
物
語
部
分
を
中
心
と
し
て
、
一
三
－
一
四
章
、
一

六
ー
一
七
章
、
二
〇
ー
二
四
章
、
二
九
1
－
1
1
、
＝
二
2
5
1
三
五
8
な
ど
を
欠
い
て
い
る
。
し
か
し
物
語
部
分
も
取
り
扱
っ
て
お
り
、
そ

れ
に
応
じ
て
ハ
ッ
ガ
タ
的
要
素
も
多
く
認
め
ら
れ
る
。
本
書
は
イ
シ
マ
エ
ル
学
派
に
由
来
す
る
が
、
ア
キ
バ
と
そ
の
学
派
及
ぴ
ラ
ビ
。
ユ



ダ
な
ど
の
註
釈
も
し
ぱ
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ω
霞
碧
F
8
甘
（
8
N
ど
旨
o
日
Φ
、
一
＆
ご
閏
＼
一
♪
8
一
の
・
嵩
一
〇
h
．

　
5
、
『
申
命
記
の
シ
フ
レ
』
。
本
書
の
主
要
部
分
を
な
す
申
命
記
一
二
－
1
二
六
1
5
（
法
的
な
部
分
）
に
対
す
る
ミ
ド
ラ
シ
ュ
は
ア
キ
バ

学
派
に
由
来
す
る
。
『
バ
ビ
ロ
ニ
ァ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
に
お
け
る
本
書
の
引
用
と
、
伝
え
ら
れ
て
い
る
本
文
と
が
相
異
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
伝
え
ら
れ
て
い
る
本
文
は
パ
レ
ス
チ
ナ
系
統
の
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　
法
的
な
部
分
に
先
行
す
る
一
－
1
3
0
、
三
2
3
－
2
9
、
六
4
1
9
、
一
一
1
0
－
3
2
に
対
す
る
、
・
・
ド
ラ
シ
ュ
の
内
、
（
冨
o
o
β
一
＆
に
よ

れ
ば
）
前
二
者
は
ア
キ
バ
学
派
と
イ
シ
マ
エ
ル
学
派
の
合
作
、
後
二
者
は
イ
シ
マ
エ
ル
学
派
に
由
来
す
る
。
o
o
賃
8
F
8
一
（
8
0
。
）
は
四

つ
の
部
分
す
べ
て
を
イ
シ
マ
エ
ル
学
派
に
帰
し
て
い
る
。
法
的
な
部
分
に
続
く
＝
二
1
4
、
＝
三
1
1
三
四
1
2
に
対
す
る
、
、
、
ド
ラ
シ
ュ
は
ア

キ
バ
学
派
、
特
に
ラ
ピ
㌧
シ
メ
オ
ジ
・
ベ
ン
・
ヨ
ハ
イ
に
由
来
す
る
。

　
全
体
と
し
て
ハ
ッ
ガ
ダ
的
な
部
分
も
ハ
ラ
カ
的
な
部
分
と
同
じ
く
ら
い
の
分
量
を
占
め
て
い
る
。
R
o
o
q
8
ぎ
8
一
（
8
。
。
ど
鼠
o
－

O
『
ρ
一
斜
Q
，

ラピ文献研究の現状（一）

　
6
、
『
シ
7
レ
・
ズ
タ
』
（
o
o
首
ぼ
⑪
曽
富
．
）
。
「
ズ
タ
」
は
「
小
さ
い
」
の
意
。
『
民
数
記
の
シ
フ
レ
』
が
イ
シ
マ
エ
ル
学
派
に
由
来
す

る
の
に
対
し
て
、
本
書
は
ア
キ
バ
学
派
に
よ
る
民
数
記
の
ミ
ド
ラ
シ
ュ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
中
世
に
お
け
る
数
多
く
の
言
及
、
引
用
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
本
書
の
写
本
断
片
な
ど
が
発
見
さ
れ
、
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
世
紀
以
来
の
こ
と
で
り
、
本
書
の
全

体
は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
『
民
数
記
の
シ
フ
レ
』
と
同
様
、
民
数
記
五
－
で
始
ま
り
、
三
五
3
4
で
終
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
書
に
は
他
の
文
献
に
現
わ
れ
な
い
、
あ
る
い
は
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
と
異
な
る
、
独
自
の
ハ
ラ
カ
が
認
め
ら
れ
る
。
ギ
リ
シ
ァ
語
ま
じ
り
の

ミ
シ
ュ
ナ
・
ヘ
ブ
ル
語
で
記
さ
れ
て
い
る
。
ω
。
＝
魯
R
ヨ
即
P
一
・
Z
・
国
窟
仲
o
『
は
編
者
と
し
て
バ
ル
・
カ
ッ
パ
ラ
を
想
定
す
る
。
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7
、
D
・
ホ
フ
マ
ン
は
他
の
ミ
ド
ラ
シ
晶
文
献
な
ど
か
ら
、
上
述
5
と
は
異
な
る
今
一
つ
の
、
申
命
記
に
対
す
る
ミ
ド
ラ
シ
ュ
の
残
存

と
思
わ
れ
る
も
の
を
収
集
し
た
（
U
・
＝
＆
目
き
P
ミ
＆
ミ
恥
罫
円
§
蓉
§
ミ
§
∪
恥
ミ
ミ
§
。
ミ
§
ミ
・
薯
o
℃
畦
貫
ω
。
…
P
一
8
。
。
レ
8
0
）
。

こ
れ
は
イ
シ
マ
エ
ル
学
派
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
O
い
ω
貸
8
ぎ
8
一
h
（
8
0
。
ど
冒
0
9
。
し
＆
・

　
右
の
概
観
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
出
エ
ジ
プ
ト
記
、
民
数
記
、
申
命
記
に
関
し
て
、
ア
キ
バ
学
派
と
イ
シ
マ
エ
ル
学
派
に
由
来
す
る

二
種
類
の
ミ
ド
ラ
シ
ュ
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
主
要
部
分
が
ア
キ
バ
学
派
に
由
来
す
る
『
シ
フ
ラ
』
（
レ
ビ
記
の

ミ
ド
ラ
シ
ュ
）
の
中
に
も
イ
シ
マ
エ
ル
学
派
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ハ
ラ
カ
的
ミ
ド
ラ
シ
ュ
は
、
タ
ン
ナ
イ

ム
の
聖
書
解
釈
と
そ
の
ハ
ラ
カ
ヘ
の
適
用
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
七
・
ニ
　
ハ
ッ
ガ
ダ
的
ミ
ド
ラ
シ
ュ

　
A
、
釈
義
的
ミ
ド
ラ
シ
ュ

　
ー
、
『
ベ
レ
シ
ス
・
ラ
ッ
パ
』
（
団
o
み
げ
寓
9
閃
ぎ
鼠
．
）
。
「
ラ
ッ
バ
」
は
「
大
き
い
」
の
意
。
「
ペ
レ
シ
ス
」
は
創
世
記
の
ヘ
ブ
ル
語
名
。

ハ
ッ
ガ
ダ
的
ミ
ド
ラ
シ
ュ
の
最
古
の
集
成
は
「
ミ
ド
ラ
シ
ュ
・
ラ
ッ
バ
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
集
成
に
属
す
る
も
の
は
す
べ
て
、
聖
書
の

書
名
の
ヘ
プ
ル
語
形
の
後
に
フ
フ
ッ
バ
」
ま
た
は
そ
の
女
性
形
「
ラ
ッ
バ
ス
ィ
」
（
男
筈
鼠
跨
一
）
を
付
し
て
い
る
。
「
ミ
ド
ラ
シ
ュ
・
ラ
ッ

パ
」
に
含
ま
れ
る
の
は
、
モ
ー
セ
五
書
と
メ
ギ
・
ス
旨
Φ
σ
q
巨
ま
昔
（
雅
歌
、
ル
ツ
記
、
哀
歌
、
伝
道
の
書
、
エ
ス
テ
ル
記
）
で
あ
る
。

こ
の
内
『
ベ
レ
シ
ス
・
ラ
ッ
パ
』
が
最
も
古
い
。

　
『
ペ
レ
シ
ス
・
ラ
ッ
バ
』
は
、
創
世
記
の
一
節
一
節
、
時
に
は
一
語
一
語
に
対
す
る
、
釈
義
的
ミ
ド
ラ
シ
ュ
で
あ
る
。
し
か
し
各
部
分
へ
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の
導
入
部
分
に
、
説
教
的
な
要
素
も
認
め
ら
れ
る
。
紀
元
後
二
、
三
世
紀
に
由
来
す
る
部
分
が
多
い
。
冒
頭
に
現
わ
れ
る
ラ
ビ
・
ホ
シ
ャ

ヤ
は
オ
リ
ゲ
ネ
ス
の
カ
イ
サ
レ
イ
ァ
滞
在
（
二
三
一
ー
二
五
〇
年
）
と
同
じ
頃
に
カ
イ
サ
レ
イ
ァ
で
活
躍
し
た
教
師
で
あ
り
、
本
書
に
は
キ

リ
ス
ト
教
に
対
す
る
論
争
も
認
め
ら
れ
る
。
全
体
の
編
集
は
『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
と
同
じ
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
R
ω
貫
8
ぎ

8
0
1
誌
（
N
ぐ
一
）
甲
冒
o
o
『
ρ
一
9
も
’

　
2
、
『
シ
ェ
モ
ス
・
ラ
ッ
パ
』
。
「
シ
ェ
モ
ス
」
ω
3
目
ゆ
9
は
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
の
ヘ
ブ
ル
語
名
。
出
エ
ジ
プ
ト
記
一
一
章
ま
で
は
、

『
ベ
レ
シ
ス
ニ
フ
ッ
バ
』
と
同
様
の
釈
義
的
ミ
ド
ラ
シ
ュ
で
あ
り
、
同
書
の
続
編
と
も
見
な
さ
れ
る
が
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
二
一
章
以
下
は
、

他
の
、
・
・
ド
ラ
シ
ュ
文
献
、
特
に
「
タ
ン
フ
マ
」
型
の
ミ
ド
ラ
シ
ュ
（
後
述
七
八
頁
）
、
の
中
に
あ
る
説
教
を
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
ツ

ン
ツ
は
編
集
年
代
を
一
一
、
二
一
世
紀
に
置
く
が
、
国
国
頃
巴
①
｛
は
七
世
紀
初
頭
を
主
張
し
て
い
る
。
9
ω
q
8
ぎ
8
。
。
（
N
旨
ご

冨
o
o
『
ρ
一
ひ
ご
o
o
9
宥
R
（
お
く
シ
£
ー

ラビ文献研究の現状（一）

　
3
、
『
工
力
・
ラ
ッ
バ
ス
ィ
』
。
「
エ
ヵ
」
、
国
喜
轡
は
「
哀
歌
」
の
ヘ
ブ
ル
語
名
。
エ
ル
サ
レ
ム
崩
壊
の
記
念
日
で
あ
る
ア
ブ
の
月
の
九

日
と
そ
の
前
日
と
に
は
、
哀
歌
に
関
す
る
講
義
が
行
な
わ
れ
る
習
慣
で
あ
っ
た
。
本
書
は
こ
の
よ
う
な
講
義
に
源
を
発
し
て
い
る
。
『
ベ

レ
シ
ス
・
ラ
ッ
バ
』
と
同
様
の
釈
義
的
ミ
ド
ラ
シ
ュ
で
あ
る
。
バ
ル
・
コ
ク
バ
の
戦
い
や
・
ー
マ
人
に
よ
る
迫
害
な
ど
、
歴
史
上
の
不
幸

な
物
語
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。
編
集
は
『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
の
少
し
後
で
あ
る
が
（
ツ
ン
ツ
は
七
世
紀
後
半
を
主
張
）
、

『
ベ
レ
シ
ス
・
ラ
ッ
バ
』
や
『
ペ
シ
ク
タ
』
と
共
通
の
よ
り
古
い
資
料
を
利
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
O
D
ω
霞
8
F
N
旨
（
卜
。
一
。
。
h
ど

冒
o
o
β
一
α
N
ご
ω
o
姦
『
9
（
『
①
＜
シ
頚
。
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4
、
『
コ
ヘ
レ
ス
・
ラ
ッ
バ
』
。
「
コ
ヘ
レ
ス
」
は
「
伝
道
の
書
」
の
ヘ
ブ
ル
語
名
。
伝
道
の
書
の
各
節
ご
と
の
註
釈
。
伝
道
の
書
一
－
、

三
1
3
、
七
－
、
九
7
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
始
ま
る
四
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
よ
り
古
い
ミ
ド
ラ
シ
ュ
文
献
（
『
ベ
レ
シ
ス
・
ラ
ッ
バ
』
、

『
エ
カ
ニ
フ
ッ
バ
ス
ィ
』
、
『
シ
ル
・
ハ
シ
リ
ム
・
ラ
て
ハ
』
、
『
ペ
シ
ク
タ
』
、
『
ワ
ッ
イ
ク
ラ
・
ラ
ッ
バ
』
）
中
の
伝
道
の
書
に
基
づ
く
序
言

や
、
『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
『
バ
ビ
ロ
ニ
ア
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
の
ハ
ガ
ダ
、
が
頻
用
さ
れ
る
。
大
部
分
ミ
シ
ュ
ナ
・
ヘ
ブ
ル
語
で
、

一
部
ア
ラ
ム
語
で
記
さ
れ
て
お
り
、
ギ
リ
シ
ァ
語
の
借
用
語
も
多
い
。
R
o
o
嘗
8
ぎ
N
乙
h
（
器
o
い
ど
閏
～
9
8
一
」
象
・

　
5
、
『
エ
ス
テ
ル
ニ
7
ッ
バ
』
。
本
書
は
二
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
「
エ
ス
テ
ル
・
ラ
ッ
バ
ー
」
は
エ
ス
テ
ル
記
の
最
初
の
二
章
に

対
す
る
ミ
ド
ラ
シ
ュ
。
釈
義
は
各
節
、
こ
と
に
な
さ
れ
て
い
る
。
素
材
は
ア
モ
ラ
イ
ム
期
に
さ
か
の
ぼ
る
が
、
編
集
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お

い
て
、
六
世
紀
初
頭
以
前
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
言
語
は
ミ
シ
ュ
ナ
・
ヘ
ブ
ル
語
と
ガ
リ
ラ
ヤ
・
ア
ラ
ム
語
と
の
ま
ざ
り
合
っ
た
も
の
で
あ

る
。　

「
エ
ス
テ
ル
ニ
フ
ッ
バ
H
」
は
、
エ
ス
テ
ル
記
三
1
ー
八
1
5
（
た
だ
し
省
略
部
分
も
あ
る
）
に
対
す
る
ミ
ド
ラ
シ
ュ
。
六
章
に
、
「
エ
ス

テ
ル
記
へ
の
付
加
」
（
「
モ
ル
デ
カ
イ
の
夢
」
、
「
モ
ル
デ
カ
イ
と
エ
ス
テ
ル
の
祈
」
、
「
王
の
前
に
立
つ
エ
ス
テ
ル
」
）
を
含
む
が
、
こ
れ
は

『
ヨ
シ
ッ
ポ
ン
』
か
ら
の
借
用
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
「
エ
ス
テ
ル
・
ラ
ッ
バ
H
」
は
「
エ
ス
テ
ル
ニ
フ
ッ
バ
ー
」
の
元
来
の
後
半
部
に
後

期
の
素
材
を
加
え
て
、
一
一
世
紀
こ
ろ
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
O
h
o
o
霞
8
ぎ
N
＝
（
器
一
ど
閏
～
9
8
『
℃
嵩
D
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B
、
説
教
的
ミ
ド
ラ
シ
ュ

　
6
、
『
ペ
シ
ク
タ
』
（
ま
た
は
『
ラ
プ
・
（
ア
ッ
バ
・
ベ
ン
・
）
カ
ハ
ナ
の
ペ
シ
ク
タ
』
）
。
「
ペ
シ
ク
タ
」
勺
㊤
。
・
だ
翁
は
「
割
り
当
て
」
「
部

分
」
の
意
。
祭
日
や
重
要
な
安
息
日
に
な
さ
れ
た
説
教
を
集
め
た
も
の
。
そ
の
数
と
順
序
は
写
本
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
が
、
大
体
三
二



と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
年
代
に
つ
い
て
は
定
説
が
な
い
。
ツ
ン
ツ
は
、
『
ベ
レ
シ
ス
・
ラ
ッ
バ
』
、
『
ワ
ッ
イ
ク
ラ
・
ラ
ッ
バ
』
『
エ
カ
・
ラ

ッ
バ
ス
ィ
』
と
の
類
似
は
、
『
ペ
シ
ク
タ
』
が
こ
れ
ら
を
利
用
し
た
結
果
と
考
え
て
、
編
集
年
代
を
七
世
紀
こ
ろ
に
置
く
が
、
ブ
ー
バ
ー
、

シ
ュ
ト
ラ
ッ
ク
そ
の
他
は
、
『
ペ
シ
ク
タ
』
の
方
が
こ
れ
ら
よ
り
も
古
い
と
考
え
て
い
る
。
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
編
集
付
加
が
な
さ
れ

た
も
の
と
す
れ
ば
、
特
定
の
年
代
に
固
定
す
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
無
理
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
O
い
o
o
賃
8
ぎ
N
8
ム
（
b
。
一
〇
い
と
国
o
o
β

芯
o
。
ご
o
o
3
5
震
（
8
く
シ
0
9

　
7
、
『
ペ
シ
ク
タ
・
ラ
ッ
バ
ス
ィ
』
。
『
ペ
シ
ク
タ
』
と
同
様
、
祭
日
や
特
別
な
安
息
日
の
た
め
の
説
教
集
で
あ
る
。
他
の
ラ
ビ
文
献
の

利
用
が
顕
著
で
あ
り
、
特
に
『
ペ
シ
ク
タ
』
か
ら
は
五
つ
の
説
教
を
そ
の
ま
ま
再
録
し
て
い
る
（
一
五
－
一
八
、
三
三
、
お
よ
ぴ
一
四
の

一
部
）
。
第
一
説
教
の
著
者
自
身
が
、
神
殿
崩
壊
か
ら
七
七
七
年
た
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
第
二
神
殿
と
と
れ
ば
八
四
五
年

老
な
り
（
N
琶
け
、
）
、
第
一
神
殿
と
と
る
と
三
五
五
年
と
な
る
（
冒
扇
ユ
a
ヨ
竃
p
）
。
ミ
・
O
・
劇
声
区
o
は
「
七
七
七
年
」
を
後
代
の
付
加
と

し
て
退
け
、
編
集
年
代
と
し
て
六
－
七
世
紀
を
想
定
し
て
い
る
。
R
o
o
言
8
ぎ
N
8
，
（
曽
い
ど
三
〇
9
ρ
ま
汐
ω
9
日
R
（
お
く
シ
o
N
・

ラビ文献研究の現状（一）

　
8
、
『
ワ
ッ
イ
ク
ラ
・
ラ
ッ
バ
』
。
「
ワ
ッ
イ
ク
ラ
」
≦
曙
泣
ρ
轟
．
は
「
レ
ビ
記
㌧
の
ヘ
ブ
ル
語
名
。
レ
ビ
記
の
章
句
に
よ
る
説
教
集
。

三
七
の
説
教
の
内
、
二
五
は
三
年
周
期
の
安
息
日
用
聖
書
日
課
に
基
づ
く
。
五
つ
は
祭
日
用
の
聖
書
日
課
に
基
づ
き
、
大
筋
に
お
い
て

『
ペ
シ
ク
タ
』
の
説
教
と
一
致
し
て
い
る
（
『
ワ
ッ
イ
ク
ラ
・
ラ
ッ
バ
』
二
〇
、
二
七
－
三
〇
H
『
ペ
シ
ク
タ
』
二
七
、
九
、
八
、
二
三
、

二
八
）
。
ア
ラ
ム
語
に
よ
る
格
言
の
頻
用
が
目
立
つ
。
紀
元
後
五
世
紀
に
パ
レ
ス
チ
ナ
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
（
R
ω
7

§
ぎ
N
。
轟
（
さ
。
一
；
）
嚇
冨
。
。
8
｝
一
＄
｝
。
。
。
暮
§
（
話
く
シ
。
ど
ミ
F
8
一
ω
」
轟
。
。
占
。
）
。
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9
、
「
タ
ン
フ
マ
」
。
一
五
二
〇
1
二
二
年
に
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
で
「
タ
ン
フ
マ
」
な
る
標
題
の
ミ
ド
ラ
シ
ュ
が
出
版
さ
れ
た
。

こ
れ
は
そ
の
後
一
五
六
三
年
に
マ
ン
ト
ゥ
ァ
で
出
版
さ
れ
た
時
に
増
補
さ
れ
、
こ
の
マ
ン
ト
ゥ
ァ
版
が
そ
の
後
の
版
の
基
礎
と
な
っ
た
。

標
題
は
、
そ
の
中
に
度
々
登
場
す
る
、
四
世
紀
の
著
名
な
説
教
家
ラ
ビ
・
タ
ン
フ
マ
・
バ
ル
・
ア
ッ
バ
に
由
来
す
る
。
本
書
は
三
年
周
期

の
安
息
日
聖
書
日
課
に
基
づ
く
モ
ー
セ
五
書
全
体
の
説
教
お
よ
び
、
祭
日
の
説
教
と
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
説
教
の
前

に
ハ
ラ
カ
が
置
か
れ
、
多
く
の
揚
合
来
る
べ
き
救
い
の
待
望
を
も
っ
て
説
教
が
終
る
こ
と
で
あ
る
。
ハ
ラ
カ
は
次
の
定
型
句
で
導
入
さ
れ

る
。
く
9
年
ヨ
ヨ
星
冨
呂
声
喜
9
ゆ
…
…
「
わ
れ
ら
の
師
が
教
え
た
も
う
よ
う
に
：
…
」
。
こ
の
後
に
問
い
と
答
え
が
続
く
。
も
っ
と
も
こ

の
問
答
の
内
容
は
ハ
ラ
カ
で
な
い
場
合
も
あ
る
。

　
さ
て
、
中
世
の
文
献
に
し
ば
し
ば
「
タ
ン
フ
マ
」
と
「
エ
ラ
メ
デ
ヌ
」
＜
㊤
σ
ヨ
5
a
冨
呂
と
い
う
標
題
の
書
物
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
書
物
か
ら
の
引
用
も
、
そ
の
多
く
は
右
に
説
明
し
た
「
タ
ン
フ
マ
」
の
中
に
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
に
見
出
さ
れ
な
い
引
用

も
あ
る
。
そ
こ
で
「
タ
ン
フ
マ
」
と
「
エ
ラ
メ
デ
ヌ
」
と
は
同
じ
書
物
の
別
名
な
の
か
、
別
々
の
書
物
な
の
か
、
伝
え
ら
れ
て
い
る
「
タ

ン
フ
マ
」
と
そ
れ
ら
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
た
。

　
一
八
八
五
年
に
ω
・
ω
ロ
σ
R
が
Z
U
ヨ
5
鳳
ゴ
U
（
冨
昏
霧
げ
↓
き
官
ヨ
餌
．
』
刃
拝
ω
言
Q
＜
o
冒
ヨ
窃
）
を
ミ
凶
一
轟
で
出
版
し
た
。

彼
の
本
文
は
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
（
あ
る
い
は
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
）
写
本
そ
の
他
に
基
づ
い
て
お
り
、
創
世
記
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
の
部
分
に
お

い
て
は
前
掲
の
「
タ
ン
フ
マ
」
と
著
し
く
相
異
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
部
分
に
関
し
て
は
両
者
は
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。
プ
ー
バ

ー
以
後
い
く
つ
か
の
写
本
や
写
本
断
片
が
発
見
さ
れ
、
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
以
前
の
版
と
は
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
相
異
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
タ
ン
フ
マ
の
起
源
と
伝
承
の
問
題
の
解
明
は
、
な
お
将
来
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
の
段
階
で
は
、
「
タ
ン
フ
マ
」
あ
る
い
は
「
エ
ラ
メ
デ
ヌ
」
は
、
右
に
示
し
た
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
た
一
群
の
ミ
ド
ラ
シ
ュ
文
献

に
対
す
る
名
称
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
伝
え
ら
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
は
ハ
ラ
カ
的
（
タ
ン
ナ
イ
ム
的
）
ミ
ド
ラ
シ
ュ
、
『
パ
レ

80



ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
、
ミ
ド
ラ
シ
ュ
・
ラ
ッ
バ
、
『
ペ
シ
ク
タ
』
な
ど
か
ら
素
材
を
借
用
し
て
い
る
。
ミ
ド

ラ
メ
デ
ヌ
）
は
大
体
九
－
一
〇
世
紀
頃
に
盛
ん
に
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
テ
キ
ス
ト
は
ブ
ー
バ
ー
版
か
マ
ン
ト
ゥ
ア
版
の
、
い
ず
れ
か
の
版
か
ら
引
用
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
O
h

冨
8
『
ρ
一
＄
ご
o
o
9
辞
震
（
『
o
＜
シ
℃
o
。
●

ラ
シ
ュ

タ
ン
フ
マ
（
エ

oり

8
ぎ
8
斜
h
（
N
一
N
）
｝

　
－
o
、
『
デ
バ
リ
ム
・
ラ
ッ
バ
』
。
『
デ
バ
リ
ム
」
o
①
浮
胃
ぎ
は
申
命
記
の
ヘ
ブ
ル
語
名
。
三
年
周
期
の
安
息
日
聖
書
日
課
に
基
づ
く
二

七
の
説
教
集
。
ハ
ラ
カ
を
も
っ
て
説
教
が
始
ま
る
が
、
「
タ
ン
フ
マ
」
の
揚
合
と
異
な
り
、
「
ハ
ラ
カ
。
…
…
」
と
い
う
型
で
、
導
入
さ
れ

る
。
説
教
は
、
将
来
へ
の
慰
め
に
満
ち
た
約
束
を
も
っ
て
終
る
。
『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
、
『
ベ
レ
シ
ス
・
ラ
ッ
バ
』
、
『
ワ
ッ
イ

ク
ラ
・
ラ
ッ
バ
』
な
ど
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ツ
ン
ツ
は
本
書
を
九
〇
〇
年
頃
の
作
品
と
考
え
て
い
る
。
R
■
o
o
q
8
ぎ
8
象
八
N
軍
ご
、

区
0
9
ρ
一
N
O
h
↓
ω
9
宥
R
（
『
o
＜
シ
O
避

ラピ文献研究の現状（一）

　
1
1
、
『
ベ
ミ
ド
バ
ル
・
ラ
ッ
バ
』
。
「
べ
、
・
・
ド
バ
ル
」
団
①
ヨ
一
3
σ
日
は
民
数
記
の
ヘ
ブ
ル
語
名
。
本
書
は
前
半
（
一
－
一
四
章
“
民
数
記

一
ー
七
章
。
全
体
の
約
四
分
の
三
）
と
後
半
（
一
五
－
二
三
章
旺
民
数
記
八
－
三
五
章
）
に
分
け
ら
れ
る
。
前
半
は
、
『
ペ
シ
ク
タ
・
ラ

ッ
バ
ス
ィ
』
や
『
エ
カ
・
ラ
ッ
バ
ス
ィ
』
な
ど
と
並
ん
で
中
世
の
資
料
を
利
用
し
て
お
り
、
一
二
世
紀
中
頃
以
降
の
作
品
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
後
半
は
タ
ン
フ
マ
型
の
説
教
集
で
あ
る
。
R
・
ω
可
8
ぎ
N
ミ
D
（
曽
ミ
・
ど
冨
8
声
嵩
一
…
ω
9
費
9
雲
・

教

集12
　0　　　　、

『
シ
ル
・
ハ
シ
リ
ム
・
ラ
ッ
バ
』
、

『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
、

『
シ
ル
・
ハ
シ
リ
ム
」
讐
マ
げ
霧
房
寓
『
冒
は
「
雅
歌
」
の
ヘ
ブ
ル
語
名
。
雅
歌
に
対
す
る
説

『
ベ
レ
シ
ス
・
ラ
ッ
バ
』
、
『
ペ
シ
ク
タ
』
、
『
ワ
ッ
イ
ク
ラ
・
ラ
ッ
バ
』
な
ど
を
利
用
し
、
『
ミ
シ
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ユ
ナ
』
や
バ
ラ
イ
サ
か
ら
も
引
用
し
て
い
る
。
O
い
ω
賃
8
F
N
一
Q
（
N
8
ど
o
o
3
辞
魯
（
器
く
シ
£
い

　
1
3
、
『
ル
ツ
・
ラ
ッ
バ
』
。
ル
ツ
記
に
基
づ
く
釈
義
と
ハ
ッ
ガ
ダ
の
集
成
。
全
体
が
八
部
に
分
け
ら
れ
る
。
二
部
と
四
部
の
冒
頭
に
歴
代

志
四
2
1
－
2
3
a
、
一
一
1
3
に
対
す
る
註
釈
が
置
か
れ
て
い
る
。
『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
『
ベ
レ
シ
ス
・
ラ
ッ
バ
』
『
ペ
シ
ク
タ
』

『
ワ
ッ
イ
ク
ラ
・
ラ
ッ
バ
』
な
ど
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
冨
■
P
頴
。
畦
（
肉
～
一
♪
8
一
・
器
斜
）
は
、
ア
モ
ラ
イ
ム
期
の
素
材
を
も
と
に
し

て
、
六
世
紀
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
、
と
考
え
て
い
る
。
9
・
o
り
q
8
ぎ
N
嵩
（
器
o
と
ω
9
牙
R
（
お
く
シ
旗
・

七
・
三
　
そ
の
他
の
ミ
ド
ラ
シ
ュ

82

　
A
　
物
語
的
ハ
ッ
ガ
ダ

　
ー
、
『
メ
ギ
ラ
ス
・
タ
ア
ニ
ス
』
（
冒
o
讐
一
鼠
島
↓
㊧
、
。
，
三
荘
）
。
「
断
食
の
巻
物
」
の
意
。
過
去
に
お
け
る
喜
ば
し
い
出
来
事
の
記
念
日
で

あ
る
故
に
、
断
食
や
嘆
く
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
日
を
記
し
た
暦
。
ボ
ウ
カ
i
・
三
〇
六
ー
三
一
二
頁
に
一
部
の
邦
訳
が
あ
る
。
本
文

は
極
め
て
簡
潔
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
歴
史
的
な
知
識
の
少
な
さ
と
相
ま
っ
て
、
記
念
さ
れ
る
べ
き
事
柄
の
実
体
が
不
分
明
な
揚
合
が
多

い
。
本
文
は
ア
ラ
ム
語
で
記
さ
れ
て
お
り
、
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
（
「
タ
ァ
ニ
ス
」
二
・
八
）
お
よ
び
両
タ
ル
ム
ー
ド
に
お
い
て
、
権
威
あ
る
も

の
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
本
文
の
一
部
は
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
崩
壊
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ユ
デ
ィ
ト
書

八
6
（
「
彼
女
は
安
息
日
の
前
日
と
安
息
日
、
新
月
の
前
日
と
新
月
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
家
の
祭
り
と
喜
ぴ
の
日
を
の
ぞ
い
て
、
寡
婦
に
な

っ
て
か
ら
毎
日
断
食
し
た
」
）
は
、
こ
の
習
慣
の
古
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
伝
承
は
本
書
を
、
タ
ン
ナ
イ
ム
期
第
一
期
に
属
す
る
ハ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

ニ
ア
・
ベ
ン
・
ヘ
ゼ
キ
ァ
（
ベ
ン
・
ガ
ロ
ン
）
に
帰
し
て
い
る
。
恐
ら
く
現
在
の
形
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
紀
元
後
一
〇
〇
年
頃
と
想
定

さ
れ
て
い
る
。
本
文
に
対
す
る
ヘ
ブ
ル
語
に
よ
る
註
釈
は
、
タ
ル
ム
ー
ド
以
降
で
あ
る
。
O
h
ω
霞
碧
ぎ
旨
（
呂
ご
窯
o
o
β
ま
o
｝
曽
累
，



『
g
（
『
①
く
●
）
り
一
猛
h
。

ラピ文献研究の現状（一）

　
2
、
『
セ
デ
ル
・
オ
ラ
ム
』
（
ω
・
爵
R
2
騨
ヨ
”
↓
訂
○
乱
段
o
＝
ぎ
≦
o
『
匡
）
。
「
世
界
の
順
序
」
の
意
か
。
後
述
の
『
セ
デ
ル
・
オ

ラ
ム
・
ズ
タ
』
と
区
別
し
て
、
『
セ
デ
ル
・
オ
ラ
ム
・
ラ
ッ
バ
』
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
天
地
創
造
か
ら
始
ま
る
、
旧
約
聖
書
を
中

心
と
し
た
歴
史
書
。
ヘ
ブ
ル
語
で
記
さ
れ
、
ミ
ド
ラ
シ
ュ
的
解
釈
や
敷
術
に
よ
っ
て
潤
飾
さ
れ
て
い
る
。
全
体
は
三
部
に
分
か
れ
、
各
部

が
一
〇
章
ず
つ
に
分
れ
る
。
最
後
の
第
三
〇
章
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
・
ス
大
王
に
よ
る
ペ
ル
シ
ア
征
服
か
ら
、
バ
ル
・
コ
ク
バ
の
乱
に
至
る

ま
で
の
歴
史
の
簡
単
な
要
約
で
あ
る
。
伝
承
は
本
書
を
、
ラ
ビ
・
ア
キ
バ
の
弟
子
で
ガ
リ
ラ
ヤ
の
ウ
シ
ャ
に
お
け
る
学
園
再
建
に
参
加
し

た
、
ラ
ビ
・
ヨ
セ
・
ベ
ン
・
ハ
ラ
フ
タ
（
紀
元
後
二
世
紀
中
頃
）
の
手
に
帰
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
ア
モ
ラ
イ
ム
期
に
編
集
（
あ
る
い

は
再
編
集
）
さ
れ
、
伝
承
過
程
で
増
補
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
『
セ
デ
ル
・
オ
ラ
ム
』
は
『
バ
ビ
・
ニ
ア
・
タ
ル
ム
ー
ド
』

の
中
で
、
タ
ン
ナ
イ
ム
伝
承
を
導
入
す
る
定
型
句
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
『
セ
デ
ル
・
オ
ラ
ム
・
ズ
タ
』
な
る
、
著
者
不
明
の
中
世
初
期
の
作
品
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
大
部
分
が
ヘ
ブ
ル
語
で
、
一
部
が
ア
ラ

ム
語
で
示
さ
れ
て
い
る
。
全
体
は
一
〇
章
か
ら
成
り
、
一
－
六
章
は
ア
ダ
ム
か
ら
ユ
ダ
の
王
エ
ホ
ヤ
キ
ン
ま
で
の
五
〇
世
代
を
記
し
て
い

る
。
エ
ホ
ヤ
キ
ン
が
バ
ピ
・
ニ
ァ
の
初
代
の
首
長
（
o
匠
一
震
9
）
と
さ
れ
る
。
七
t
一
〇
章
は
エ
ホ
ヤ
キ
ン
か
ら
、
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ァ

の
支
配
下
に
お
け
る
バ
ビ
・
ニ
ァ
の
ユ
ダ
ヤ
人
首
長
の
廃
位
に
至
る
三
九
世
代
の
歴
史
』
を
記
し
て
い
る
。
O
h
ω
賃
8
F
N
ま
い
（
N
8
ご

冨
0
9
ρ
呂
o
o
ご
o
D
9
宥
R
（
話
～
y
一
呂
い

　
3
、
『
ラ
ビ
・
エ
リ
エ
ゼ
ル
の
ピ
ル
ケ
』
。
別
名
『
ラ
ビ
・

五
四
章
か
ら
な
る
、
物
語
的
ハ
ッ
ガ
ダ
。
エ
リ
エ
ゼ
ル
・
べ

エ
リ
エ
ゼ
ル
の
バ
ラ
イ
サ
』
ま
た
は
『
ラ
ビ
・
エ
リ
エ
ゼ
ル
の
ハ

ン
・
ヒ
ル
カ
ノ
ス
の
生
涯
の
物
語
に
始
ま
り
、
天
地
創
造
か
ら
、

ッ
ガ
ダ
』
。

ア
ダ
ム
、

83
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ノ
ァ
ヘ
ア
ブ
ラ
ハ
ム
、
ヤ
コ
ブ
、
モ
ー
セ
を
経
て
、
荒
野
の
放
浪
に
至
り
、
ミ
リ
ァ
ム
の
ら
い
病
（
民
数
記
一
二
－
1
1
6
）
と
青
銅
の
へ

び
（
民
数
記
一
二
4
1
9
、
三
三
4
1
1
4
4
）
の
物
語
を
も
っ
て
終
る
。
一
四
章
で
神
の
顕
現
が
一
〇
回
予
告
さ
れ
な
が
ら
、
八
回
し
か
記

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
本
書
は
結
尾
部
を
欠
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
著
作
年
代
は
八
世
紀
（
曽
昇
N
）
な
い
し
九
世
紀
始
め
（
ω
7

声
。
δ
と
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
古
い
素
材
を
利
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
O
D
ω
賃
8
F
田
N
（
N
誤
栖
ど
o
o
o
巨
『
忠
（
器
く
・
y
o
。
。
　
閏
～

一
Q
　
O
O
一
ω
ー
U
肋
O
o
I
ひ
P

　
｝　

4
、
『
ヨ
シ
ッ
ポ
ン
』
（
q
o
9
冨
『
く
o
巴
毛
窪
）
。
ヘ
ブ
ル
語
で
記
さ
れ
て
い
る
本
書
は
、
南
イ
タ
リ
ァ
に
お
い
て
、
九
〇
〇
1
九
六
五
年

の
間
に
、
あ
る
写
本
に
よ
れ
ば
九
五
三
年
に
著
さ
れ
た
。
著
者
は
創
世
記
一
〇
章
の
民
族
表
か
ら
説
き
起
こ
し
、
古
代
イ
タ
リ
ァ
史
、
・

ー
マ
建
国
へ
と
筆
を
進
め
、
第
二
神
殿
時
代
へ
と
移
り
、
マ
サ
ダ
の
陥
落
を
も
っ
て
終
る
。
著
者
は
ヨ
セ
フ
ス
（
誤
ま
っ
て
ヨ
セ
フ
・
ベ

ン
・
ゴ
リ
オ
ン
と
呼
ぱ
れ
て
い
る
）
の
諸
著
作
を
ラ
テ
ン
語
訳
を
通
し
て
利
用
し
て
い
る
。
ヨ
シ
ッ
ポ
ン
と
い
う
の
は
ヨ
セ
フ
ス
の
な
ま

っ
た
も
の
で
あ
り
、
本
書
そ
の
も
の
が
ヨ
セ
フ
ス
の
著
作
と
み
な
さ
れ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
。
著
者
は
さ
ら
に
旧
約
外
典
を
も
ラ
テ
ン

語
訳
を
通
し
て
知
っ
て
お
り
、
マ
カ
ベ
ァ
時
代
に
関
し
て
は
第
一
、
第
ニ
マ
カ
ベ
ァ
書
を
利
用
し
て
い
る
。

　
本
書
は
中
世
を
通
じ
て
ユ
ダ
ヤ
人
の
間
で
歴
史
書
と
し
て
愛
好
さ
れ
、
尊
重
さ
れ
、
伝
承
の
過
程
で
多
く
の
増
補
改
訂
を
ほ
ど
こ
さ
れ

た
。
Ω
、
肉
～
一
ρ
8
グ
錯
？
o
。
｝
ω
侍
声
o
ぎ
ト
。
く
協
（
8
ひ
y

84

　
5
内
『
ヤ
シ
ャ
ル
の
書
』
（
o
D
9
訂
『
鼠
葦
留
鼠
『
）
。
「
正
義
の
書
」
あ
る
い
は
「
義
人
の
書
」
の
意
。
標
題
は
ヨ
シ
ュ
ァ
記
一
〇
1
3
、
サ

ム
エ
ル
記
下
一
B
に
言
及
さ
れ
て
い
る
同
名
の
書
物
に
よ
る
。
ア
ダ
ム
か
ら
士
師
の
時
代
ま
で
の
歴
史
を
素
材
に
し
た
、
倫
理
書
。
何
故

悪
人
も
義
人
と
共
に
造
ら
れ
た
の
か
、
神
に
対
す
る
愛
と
畏
れ
、
悔
い
改
め
、
祈
り
、
善
行
な
ど
の
主
題
を
取
り
扱
う
。
特
に
ア
リ
ス
ト



テ
レ
ス
哲
学
の
用
語
、
概
念
の
使
用
が
目
立
つ
。
著
作
年
代
と
し
て
は
一
一
、
一
二
、
一
三
世
紀
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
信
頼
で
き

る
批
判
的
校
訂
本
は
ま
だ
出
版
さ
れ
て
い
な
い
。
肉
～
一
♪
8
一
・
一
8
惇
ω
葺
8
ぎ
N
旨
h
（
曽
ひ
）
・

ラビ文献研究の現状（一）

　
6
、
『
セ
デ
ル
．
エ
リ
ヤ
7
』
（
ω
置
訂
『
．
①
ξ
轟
菖
・
ヘ
プ
ル
語
。
「
エ
リ
ヤ
の
篇
」
の
意
か
）
ま
た
は
『
タ
ン
ナ
。
デ
ベ
●
エ
リ
ヤ

フ
』
（
↓
㊤
昌
ロ
叫
．
穿
Q
び
冨
、
窪
蚤
警
艶
ア
ラ
ム
語
。
「
エ
リ
ヤ
の
家
（
”
学
派
）
の
師
（
あ
る
い
は
弟
子
）
」
の
意
）
。
「
ハ
ッ
ガ
ダ
文
学
の

宝
石
」
と
称
さ
れ
る
。
本
書
の
区
分
と
素
材
の
一
部
は
『
バ
ビ
ロ
ニ
ァ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
「
ケ
ス
ボ
ス
」
一
〇
六
a
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
・

預
言
者
エ
リ
ヤ
が
ラ
ブ
．
ア
ナ
ン
に
「
セ
デ
ル
・
エ
リ
ヤ
フ
・
ラ
ッ
バ
」
と
「
セ
デ
ル
・
エ
リ
ヤ
フ
・
ズ
タ
」
を
教
え
た
と
い
う
物
語
に

基
づ
い
て
い
る
。
律
法
に
対
す
る
註
釈
と
歴
史
的
な
叙
述
と
か
ら
成
る
が
、
倫
理
的
な
目
標
が
明
瞭
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
ト
ー
ラ
ー

の
知
識
、
祈
り
、
悔
い
改
め
、
の
重
要
さ
が
強
調
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
火
を
崇
拝
す
る
者
、
聖
書
は
受
け
容
れ
る
が
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
は
受

け
容
れ
な
い
者
（
キ
リ
ス
ト
教
徒
？
）
、
を
論
難
す
る
。
本
書
に
含
ま
れ
る
ハ
ラ
カ
は
、
時
に
公
認
の
ハ
ラ
カ
と
異
な
る
が
、
大
体
パ
レ

ス
チ
ナ
の
ハ
ラ
カ
と
一
致
し
て
い
る
。
著
者
は
自
ら
、
ヤ
ブ
ネ
出
身
で
、
エ
ル
サ
レ
ム
に
住
み
、
バ
ビ
ロ
ン
ヘ
や
っ
て
来
た
、
と
語
る
。

彼
の
寛
容
さ
は
、
「
異
邦
人
に
せ
よ
ユ
ダ
ヤ
人
に
せ
よ
、
男
に
せ
よ
女
に
せ
よ
、
奴
隷
に
せ
よ
女
奴
隷
に
せ
よ
、
そ
の
行
為
に
従
っ
て
、

聖
霊
が
そ
の
人
の
上
に
宿
る
」
と
い
う
こ
と
ば
に
現
わ
れ
て
い
る
。
著
作
年
代
は
三
－
一
〇
世
紀
ま
で
様
々
な
推
定
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

定
説
は
な
い
。
O
栖
肉
～
嶺
ヤ
8
ξ
o
。
8
茸
o
o
ぼ
帥
o
F
器
o
（
器
V
い
y

　
B
、
釈
義
的
ミ
ド
ラ
シ
ュ

　
7
、
『
サ
ム
エ
ル
記
の
ミ
ド
ラ
シ
ュ
』
（
冒
一
自
声
9
0
り
冨
3
ゆ
、
3
。
前
の
預
言
者
に
対
す
る
唯
一
の
ミ
ド
ラ
シ
ュ
。
全
三
二
章
の
内
、
二

四
章
が
サ
ム
エ
ル
記
上
、
八
章
が
サ
ム
エ
ル
記
下
に
対
す
る
ミ
ド
ラ
シ
ュ
。
大
部
分
は
他
の
ラ
ピ
文
献
、
ミ
シ
ュ
ナ
、
ト
セ
フ
タ
、
ミ
ド

85



一橋大学研究年報　人文科学研究　25

ラ
シ
ュ
文
献
な
ど
か
ら
の
素
材
を
聖
書
本
文
に
対
す
る
ハ
ッ
ガ
ダ
的
註
釈
に
ま
と
め
た
も
の
。
し
か
し
一
部
に
は
独
自
な
部
分
も
あ
る
。
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

パ
レ
ス
チ
ナ
・
ア
モ
ラ
イ
ム
は
言
及
さ
れ
る
の
に
、
パ
ビ
ロ
ニ
ア
・
ア
モ
ラ
イ
ム
が
言
及
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
パ
レ
ス
チ
ナ
起
源
と
考

え
ら
れ
る
。
編
集
は
一
一
世
紀
以
降
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
O
P
閏
～
一
ど
8
『
ま
ぐ
茸
鶉
．
8
ぎ
N
呂
（
N
8
y

　
8
、
『
詩
篇
の
ミ
ド
ラ
シ
ュ
』
（
匿
島
旨
鴇
↓
。
崔
一
ぎ
）
。
写
本
や
印
刷
本
に
よ
っ
て
多
少
範
囲
に
差
が
あ
る
が
、
詩
篇
の
大
部
分
に
対

す
る
ミ
ド
ラ
シ
ュ
。
箴
言
二
2
7
の
o
り
ぎ
廿
警
8
耳
（
「
善
を
求
め
る
者
」
）
と
い
う
こ
と
ば
で
始
ま
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
シ
ョ
ヘ
ル
・
ト

ブ
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
詩
篇
一
一
九
ー
一
五
〇
篇
の
部
分
は
、
そ
れ
以
前
の
部
分
と
は
言
語
も
主
題
も
異
な
り
、
詩
篇
一
ー
一
一
八
篇
の

部
分
よ
り
も
後
代
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

　
諸
写
本
お
よ
び
最
初
の
版
（
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
、
一
五
二
一
年
）
は
詩
篇
一
一
八
篇
（
な
い
し
は
一
一
九
篇
の
一
部
）
ま
で
し

か
含
ん
で
い
な
い
。
第
二
版
（
サ
・
ニ
カ
、
一
五
一
五
年
）
は
一
一
九
ー
一
五
〇
篇
を
含
む
が
、
こ
れ
は
「
ヤ
ル
ク
ト
」
な
ど
に
含
ま
れ

て
い
た
断
片
を
集
め
た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
「
ヤ
ル
ク
ト
」
に
含
ま
れ
て
い
な
い
二
一
三
篇
と
＝
一
二
篇
を
欠
く
こ
と
が
こ
の
説

を
裏
付
け
て
い
る
。

　
本
書
は
、
詩
篇
に
基
づ
く
説
教
、
詩
篇
へ
の
註
釈
の
ほ
か
に
、
様
々
な
ハ
ッ
ガ
ダ
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
レ
ム
ル
ス
と
・
ム

ル
ス
に
牝
狼
が
乳
を
飲
ま
ゼ
た
話
、
「
壁
に
耳
あ
り
」
と
い
う
箴
言
な
ど
、
興
味
深
い
神
話
、
伝
説
、
物
語
、
箴
言
が
数
多
く
含
ま
れ
て

い
る
。
O
h
閏
～
一
一
”
o
o
『
嵩
這
ご
u
o
霞
8
F
N
a
い
（
器
い
む
・

　
9
、
『
箴
言
の
ミ
ド
ラ
シ
ュ
』
（
旨
3
冨
旨
客
『
三
⑪
）
。
箴
言
三
章
全
体
、
七
章
と
一
八
章
の
ほ
と
ん
ど
に
対
す
る
、
、
、
ド
ラ
シ
ュ
を
欠
く
。

他
の
ハ
ッ
ガ
ダ
的
ミ
ド
ラ
シ
ュ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
冗
長
さ
が
無
く
、
註
釈
は
簡
潔
で
あ
り
、
そ
の
点
近
代
以
降
の
註
釈
に
似
て
い
る
。



序
や
導
入
句
の
無
い
点
も
他
の
、
・
・
ド
ラ
シ
ュ
と
異
な
る
。
タ
ン
ナ
イ
ム
期
の
文
献
や
ア
モ
ラ
イ
ム
・
ミ
ド
ラ
シ
ュ
を
利
用
し
、
バ
ビ
ロ
ニ

ア
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
か
ら
も
引
用
し
、
『
ラ
ビ
・
ナ
タ
ン
の
ア
ボ
ス
』
の
二
つ
の
版
も
知
っ
て
い
る
が
、
『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』

は
知
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
バ
ビ
・
ニ
ァ
で
著
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
ク
は
こ
れ
に
反
対
し
て
い
る
。
著
作
年

代
は
不
明
。
閏
～
一
一
㌧
8
一
．
一
蟄
ご
o
o
賃
8
ぎ
曽
ひ
（
器
轟
y

　
C
、
ミ
ド
ラ
シ
ュ
集
成

　
1
0
　
『
ヤ
ル
ク
ト
・
シ
ム
オ
ニ
』
（
く
巴
ρ
身
o
o
三
目
δ
三
）
。
現
在
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
も
の
も
含
め
て
、
五
〇
以
上
の
書
物
か
ら
の
引
用

を
も
っ
て
す
る
、
全
旧
約
聖
書
に
対
す
る
ミ
ド
ラ
シ
ュ
選
文
集
。
中
世
以
降
数
多
く
作
ら
れ
た
こ
の
種
の
選
文
集
の
中
で
も
、
最
も
有
名

で
あ
り
、
最
も
包
括
的
で
あ
る
。
写
本
等
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
文
献
に
対
し
て
は
並
行
本
文
を
提
供
す
る
。
『
シ
フ
レ
・
ズ
ダ
』
な
ど
い

く
つ
か
の
文
献
は
本
書
を
通
し
て
の
み
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
編
集
者
は
二
二
世
紀
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
ラ
ビ
、
シ
メ
オ
ン
・
ハ
・
ダ

ル
シ
ャ
ン
（
∪
霞
昏
ぎ
は
「
説
教
者
、
講
師
」
の
意
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。
O
h
肉
～
一
9
8
『
ぎ
下
悼
望
β
o
ぎ
旨
N
h
（
8
0
y

ラピ文献研究の現状（一）

　
n
、
『
レ
カ
ハ
・
ト
ブ
』
。
（
■
o
ρ
書
月
ひ
耳
）
。
標
題
は
箴
言
四
2
の
一
〇
ρ
昌
8
耳
（
す
ぐ
れ
た
教
訓
）
と
い
う
こ
と
ぱ
に
由
来
す
る
と

同
時
に
、
編
集
者
ト
ピ
ア
・
ペ
ン
・
エ
リ
エ
ゼ
ル
の
名
に
も
か
け
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
ミ
ド
ラ
シ
ュ
と
ハ
ッ
ガ
ダ
文
献
か
ら
の
選
文
集

で
あ
る
。
モ
ー
セ
五
書
と
メ
ギ
・
ス
（
雅
歌
、
ル
ツ
記
、
哀
歌
、
伝
道
の
書
、
エ
ス
テ
ル
記
）
に
対
す
る
ミ
ド
ラ
シ
ュ
を
含
ん
で
い
る
。

ω
梓
鵠
畠
に
よ
れ
ぱ
、
編
者
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ァ
の
カ
ス
ト
リ
ア
の
生
ま
れ
で
、
一
〇
七
九
年
に
い
っ
た
ん
ま
と
め
ら
れ
た
本
書
を
、
一
一

〇
七
年
と
一
一
〇
八
年
に
再
編
集
し
た
と
言
う
。
本
書
は
同
時
代
の
で
き
ご
と
へ
の
言
及
を
含
み
、
ま
た
カ
ラ
イ
派
と
の
争
い
を
も
反
映

し
て
い
る
。
O
い
閏
～
＝
’
8
『
呂
ま
ご
ω
賃
8
F
8
“
（
N
器
）
。
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八
、
タ
ル
グ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
バ
ビ
・
ン
捕
囚
後
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
間
で
ア
ラ
ム
語
の
使
用
が
一
般
化
す
る
に
つ
れ
て
、
集
会
に
お
い
て
、
ヘ
ブ
ル
語
に
よ
る
聖
書
朗
読

に
続
い
て
、
ア
ラ
ム
語
に
よ
る
翻
訳
な
い
し
は
敷
術
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
敷
術
的
翻
訳
は
、
や
が
て
次
第
に
固
定
し
た

伝
承
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
ア
ラ
ム
語
に
よ
る
旧
約
聖
書
の
敷
術
的
翻
訳
を
9
コ
コ
＄
お
ロ
ヨ
（
複
数
形
鼠
お
目
昌
ヨ
）
と
呼
ぶ
。
タ

ル
グ
ム
は
「
翻
訳
、
解
釈
」
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
タ
ル
グ
ム
の
歴
史
は
ユ
ダ
ヤ
教
に
お
け
る
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
の
歴
史
と
重
な
り
合
う

も
の
で
あ
り
、
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
の
原
初
的
な
形
態
が
タ
ル
グ
ム
で
あ
っ
た
、
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
タ
ル
グ
ム
は
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
礼
拝

に
お
け
る
聖
書
翻
訳
と
聖
書
解
説
と
を
一
体
化
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
タ
ル
グ
ム
の
成
立
は
セ
プ
テ
ユ
ァ
ギ
ン
タ
の
成
立
と
対
比
さ

れ
る
。
ギ
リ
シ
ァ
都
市
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
お
い
て
、
聖
書
が
ギ
リ
シ
ァ
語
訳
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
セ
プ

テ
ユ
ア
ギ
ン
タ
が
生
ま
れ
た
よ
う
に
、
パ
レ
ス
チ
ナ
お
よ
ぴ
東
方
ア
ラ
ム
語
圏
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
お
い
て
タ
ル
グ
ム
は
生
ま

れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
セ
プ
テ
ユ
ァ
ギ
ン
タ
と
タ
ル
グ
ム
の
間
に
は
、
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
、
確
か
に
、
擬

人
的
表
現
を
避
け
、
分
か
り
に
く
い
表
現
を
分
か
り
や
す
く
直
し
、
さ
ら
に
は
重
要
な
解
釈
を
付
け
加
え
て
い
る
揚
合
も
少
な
く
な
い
と

は
言
え
、
全
体
と
し
て
は
あ
く
ま
で
も
「
翻
訳
」
の
枠
内
に
留
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
タ
ル
グ
ム
は
、
後
に
例
示
す
る
ご
と
く
、
翻
訳

と
共
に
か
な
り
の
量
の
解
釈
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
ラ
ピ
伝
承
は
、
タ
ル
グ
ム
の
起
源
を
ネ
ヘ
ミ
ヤ
記
八
4
1
8
に
記
さ
れ
て
い
る
。
エ
ズ
ラ
の
活
動
の
内
に
求
め
て
い
る
。
こ
の
伝
承
を

そ
の
ま
ま
う
の
み
に
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
エ
ズ
ラ
の
年
代
を
紀
元
前
四
世
紀
初
頭
と
想
定
し
得
る
と
す
る
な
ら
ば
、
「
タ
ル
ム
ー
ド
」

の
伝
承
も
案
外
真
相
に
近
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
ま
た
ヘ
ブ
ル
語
聖
書
の
朗
読
に
続
く
ア
ラ
ム
語
訳
は
、
朗
読
と
い
う
形
で
は
な
く
て
必
ず
暗
唱
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
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（
3
）

規
定
は
、
タ
ル
グ
ム
が
口
伝
伝
承
の
一
部
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
し
か
し
、
タ
ル
グ
ム
は
や
が
て
成
文
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
年
代
が
い
つ
頃
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
定
説
を
見
出
し
得
な
い
。
も

ち
ろ
ん
、
セ
プ
テ
ユ
ァ
ギ
ン
タ
の
揚
合
と
同
様
、
全
体
が
一
時
に
文
書
化
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
、
モ
ー
セ
五
書
と
預
言
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

に
対
す
る
タ
ル
グ
ム
が
最
も
古
く
、
諸
書
の
タ
ル
グ
ム
が
最
も
新
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
様
々
な
タ
ル
グ
ム
が
、
次
第
に
成
立

し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
、
現
存
す
る
諸
タ
ル
グ
ム
の
多
様
性
の
示
す
通
り
で
あ
る
。
タ
ル
グ
ム
が
伝
え
ら
れ
て

い
な
い
の
は
、
ダ
ニ
エ
ル
書
、
エ
ズ
ラ
記
、
ネ
ヘ
ミ
ヤ
記
の
み
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
は
も
と
も
と
タ
ル
グ
ム
が
作
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
そ
れ
ら
の
書
物
の
中
に
ア
ラ
ム
語
の
部
分
が
あ
る
こ
と
と
関
連
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ク
ム
ラ
ン
写
本
の
中
に
も
タ
ル
グ
ム
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
紀
元
前
後
の
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
れ
ら
ク
ム
ラ
ン
・
タ
ル
グ

ム
と
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
い
わ
ゆ
る
「
ラ
ピ
的
（
古
典
的
）
」
タ
ル
グ
ム
と
の
関
係
は
、
な
お
明
瞭
で
は
な
く
、
現
段
階
に
お
い
て
は
、

「
ラ
ビ
的
」
タ
ル
グ
ム
は
ク
ム
ラ
ン
よ
り
も
後
に
置
く
方
が
安
全
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
ク
ム
ラ
ン
出
土
の
タ
ル
グ
ム
と
は
、

第
一
一
洞
窟
出
土
の
ヨ
ブ
記
の
タ
ル
グ
ム
（
略
符
号
一
一
◎
粛
一
9
）
、
第
四
洞
窟
出
土
の
ヨ
ブ
記
（
三
4
－
5
、
四
1
6
1
五
4
）
の
タ
ル

グ
ム
（
略
符
号
斜
O
粛
甘
σ
）
、
第
四
洞
窟
出
土
の
レ
ビ
記
（
一
六
1
2
1
1
5
、
一
六
1
8
1
2
1
）
の
タ
ル
グ
ム
（
略
符
号
轟
導
σ
q
■
＜
）
を
指

（
6
）
す
。
こ
の
他
に
、
『
外
典
創
世
記
』
を
も
タ
ル
グ
ム
に
加
え
る
者
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
以
下
に
お
い
て
は
、
ク
ム
ラ
ン
・
タ
ル
グ
ム
は
除
い
て
、
「
ラ
ビ
的
」
タ
ル
グ
ム
に
つ
い
て
の
み
、
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た

い
。

－
、
偽
ヨ
ナ
タ
ン

「
偽
ヨ
ナ
タ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
タ
ル
グ
ム
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

五
書
全
体
を
含
ん
で
い
る
が
、

パ
レ
ス
チ
ナ
の
タ
ル
グ
ム
伝
承
の
後
期
の
段
階
に
属
し
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て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
「
タ
ル
グ
ム
・
イ
ェ
ル
シ
ャ
ル
ミ
」
と
い
う
意
味
で
5
（
”
日
イ
）
と
い
う
略
符
号
が
用
い
ら
れ
て
い

る
う
ち
に
、
い
つ
の
ま
に
か
、
こ
れ
が
「
タ
ル
グ
ム
・
ヨ
ナ
タ
ン
（
ベ
ン
・
ウ
ッ
ジ
エ
ル
）
」
と
い
う
こ
と
ば
の
略
符
号
で
あ
る
と
誤
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

さ
れ
、
そ
の
結
果
「
偽
ヨ
ナ
タ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
ヨ
ナ
タ
ン
・
ベ
ン
・
ウ
ッ
ジ
エ
ル
と
い
う
の
は
、
ヒ
レ
ル

の
弟
子
で
、
預
言
書
の
訳
者
と
考
え
ら
れ
て
い
た
人
物
で
あ
り
（
後
述
6
参
照
）
、
こ
の
五
書
タ
ル
グ
ム
も
同
じ
人
物
の
手
に
な
る
も
の

と
誤
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
揚
合
、
丁
度
「
タ
ル
グ
ム
・
オ
ン
ケ
ロ
ス
」
が
、
二
世
紀
の
ギ
リ
シ
ァ
語
訳
旧
約
聖
書
の
訳
者
ア
ク
ィ

ラ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
（
後
述
5
参
照
）
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
ヨ
ナ
タ
ン
（
ヘ
ブ
ル
語
で
「
神
の

賜
物
の
意
」
）
と
同
じ
意
味
の
ギ
リ
シ
ァ
語
名
テ
オ
ド
テ
ィ
オ
ン
と
い
う
の
は
、
同
じ
く
二
世
紀
の
ギ
リ
シ
ァ
語
訳
旧
約
聖
書
の
訳
者
の

名
前
で
あ
り
、
こ
の
人
物
が
同
時
に
五
書
の
ア
ラ
ム
語
訳
も
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
推
測
に
難
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
タ
ル
グ
ム
を
ヨ
ナ
タ
ン
の
手
に
帰
し
た
の
は
、
竃
窪
昏
。
ヨ
σ
聲
国
雪
す
ヨ
言
国
。
8
器
鉱
（
一
三
世
紀
終
わ
り
頃
か
ら
一
四
世
紀
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

か
け
て
の
人
）
が
最
初
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
「
偽
ヨ
ナ
タ
ン
」
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
グ
ム
の
な
か
で
も
最
も
直
訳
的
で
あ
り
、
そ
の
ア
ラ
ム
語
は
他
の
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
憩
）

ム
の
ア
ラ
ム
語
と
相
違
し
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
グ
ム
伝
承
に
認
め
ら
れ
な
い
敷
術
や
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
的
な
要
素
を

多
く
含
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
創
世
記
一
二
2
1
で
、
ム
ハ
ン
マ
ド
の
妻
と
娘
の
名
前
を
イ
シ
ュ
マ
エ
ル
の
妻
た
ち
の
名
前
と
し
て
挙
げ

て
い
る
こ
と
、
民
数
記
二
四
解
で
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
二
六
9
で
、
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
の

六
つ
の
セ
デ
ル
（
篇
）
の
順
序
を
記
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
は
、
後
代
の
加
筆
な
い
し
は
改
訂
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
創
世
記
六

2
、
4
に
お
け
る
堕
天
使
へ
の
言
及
な
ど
に
は
、
古
い
伝
承
が
保
存
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
ヨ
ベ
ル
書
や
エ
チ
オ
ピ
ァ
語

エ
ノ
ク
書
と
の
並
行
記
事
も
見
出
さ
れ
る
。

　
「
偽
ヨ
ナ
タ
ン
」
は
「
タ
ル
グ
ム
・
オ
ン
ケ
・
ス
」
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
「
タ
ル
グ
ム
・
オ
ン
ケ
・
ス
」
と
逐
語
的
に
一
致
し
て
い
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（
U
V

る
場
合
も
あ
る
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
カ
ー
レ
、
ブ
ラ
ッ
ク
ら
は
、
「
偽
ヨ
ナ
タ
ン
」
は
「
タ
ル
グ
ム
・
オ
ン
ケ
・
ス
」
の
枠
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

へ
、
よ
り
古
い
パ
レ
ス
チ
ナ
五
書
タ
ル
グ
ム
伝
承
か
ら
採
用
し
た
ハ
ッ
ガ
ダ
的
要
素
を
組
み
込
ん
だ
も
の
と
解
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
＞
。
浸
雷
客
8
ど
そ
の
他
は
、
「
タ
ル
グ
ム
・
オ
ン
ケ
・
ス
」
の
影
響
は
逆
に
後
期
に
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
、
P
＜
巽
ヨ
舘

は
「
タ
ル
グ
ム
・
オ
ン
ケ
・
ス
」
の
方
が
「
原
偽
ヨ
ナ
タ
ン
」
に
依
存
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
両
者
共
に
共
通
の
源
に
遡
る
、
と
考

　
　
（
B
）

え
て
い
る
。

　
「
偽
ヨ
ナ
タ
ン
」
レ
ビ
記
二
二
2
8
の
「
わ
が
民
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
子
ら
よ
、
わ
れ
ら
の
父
が
天
に
お
い
て
憐
み
深
い
よ
う
に
、
汝
ら
も

地
上
に
お
い
て
憐
み
深
く
あ
れ
」
と
い
う
訳
が
、
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
六
3
6
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
、
テ
モ
テ
ヘ
の
第
二
の
手
紙
三
8
に

現
わ
れ
る
が
旧
約
聖
書
に
は
認
め
ら
れ
な
い
「
ヤ
ン
ネ
と
ヤ
ン
ブ
レ
」
と
い
う
名
前
が
「
偽
ヨ
ナ
タ
ン
」
出
エ
ジ
プ
ト
記
七
n
1
1
2
に
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

て
来
る
こ
と
、
な
ど
が
、
新
約
聖
書
と
の
関
連
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
「
偽
ヨ
ナ
タ
ン
」
は
「
タ
ル
グ
ム
・
エ
ル
シ
ャ
ル
ミ
　
ー
」
（
略
符
号
円
一
一
ま
た
は
昌
匂
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

ラビ文献研究の現状（一）

　
2
、
断
片
タ
ル
ゲ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
カ
ー
レ
に
よ
れ
ば
、
「
断
片
タ
ル
グ
ム
」
は
パ
レ
ス
チ
ナ
五
書
タ
ル
グ
ム
の
ミ
ド
ラ
ソ
シ
ュ
的
な
素
材
の
集
成
で
あ
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
、

デ
オ
ー
ら
は
、
中
世
に
お
い
て
、
当
時
公
認
五
書
タ
ル
グ
ム
で
あ
っ
た
「
タ
ル
グ
ム
・
オ
ン
ケ
・
ス
」
（
「
5
」
参
照
）
に
加
え
て
、
こ
れ

を
補
う
意
味
で
、
さ
ら
に
古
い
パ
レ
ス
チ
ナ
五
書
タ
ル
グ
ム
伝
承
の
内
容
を
保
存
す
る
目
的
で
、
ラ
ビ
た
ち
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

が
、
「
断
片
タ
ル
グ
ム
」
で
あ
る
、
と
言
う
。
さ
ら
に
ヴ
ェ
ル
メ
シ
ュ
は
、
「
断
片
タ
ル
グ
ム
」
は
説
教
者
の
た
め
の
備
忘
録
で
あ
っ
た
、

　
　
　
　
（
∬
）

と
考
え
て
い
る
。

　
「
断
片
タ
ル
グ
ム
」
を
伝
え
る
主
要
な
写
本
と
し
て
は
、
V
（
＜
暮
8
彗
島
云
ρ
　
一
三
世
紀
）
、
B
（
切
o
旨
富
嶺
霞
巨
ρ
一
五
一
七
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年
）
、
N
（
客
ロ
ヨ
号
o
お
ど
一
二
九
一
年
）
、
L
（
い
o
骨
N
お
γ
一
三
ー
一
四
世
紀
）
、
P
（
b
碧
ぢ
二
ρ
一
五
－
一
六
世
紀
）
の
五
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

の
写
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
V
B
N
L
と
P
と
の
二
つ
の
写
本
系
統
に
分
け
ら
れ
る
が
、
両
系
統
は
一
つ
の
原
典
に
さ
か
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

ぽ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
V
B
N
は
八
六
三
節
を
共
有
し
て
お
り
、
L
の
伝
え
る
二
六
四
節
の
内
二
六
三
節
は
V
B
N
に
含
ま
れ
て
い

る
。
断
片
タ
ル
グ
ム
は
全
体
と
し
て
、
創
世
記
の
約
三
分
の
一
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
の
約
二
〇
分
の
三
、
レ
ビ
記
の
約
四
分
の
一
、
民
数
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

の
約
五
分
の
一
、
申
命
記
の
約
四
分
の
一
、
を
伝
え
て
い
る
。

　
写
本
に
よ
っ
て
差
は
あ
る
も
の
の
、
「
断
片
タ
ル
グ
ム
」
の
ア
ラ
ム
語
に
は
、
一
般
に
、
『
バ
ビ
・
ニ
ァ
・
タ
ル
ム
；
ド
』
の
ア
ラ
ム
語

の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
は
、
時
に
後
期
の
ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
承
の
反
映
が
う
か
が
わ
れ

（
2
1
）る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
が
、
た
だ
ち
に
、
「
断
片
タ
ル
グ
ム
」
に
含
ま
れ
る
多
く
の
敷
術
訳
の
古
さ
を
疑
わ
せ
る
わ
け
で
は
な

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
「
断
片
タ
ル
グ
ム
」
は
「
タ
ル
グ
ム
・
エ
ル
シ
ャ
ル
ミ
　
2
」
（
略
符
号
昌
N
ま
た
は
N
日
一
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
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3
、
ゲ
ニ
ザ
断
片
タ
ル
ゲ
ム

　
カ
ー
レ
は
、
旧
カ
イ
ロ
市
の
会
堂
の
ゲ
ニ
ザ
（
古
文
書
蔵
）
に
保
存
さ
れ
て
い
た
セ
ム
語
資
料
の
中
か
ら
、
七
つ
の
パ
レ
ス
チ
ナ
五
書

タ
ル
グ
ム
写
本
断
片
を
同
定
し
て
、
さ
肋
ミ
匙
§
魯
恥
ミ
ミ
§
漁
目
（
ω
9
ひ
粛
費
ぼ
国
○
巨
げ
き
盈
♪
G
8
）
に
お
い
て
公
刊
し
た
。
公

刊
者
自
身
に
よ
っ
て
、
写
本
A
は
七
世
紀
な
い
し
八
世
紀
初
頭
に
、
写
本
E
は
八
世
紀
後
半
に
、
写
本
B
、
C
、
D
は
九
世
紀
後
半
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
V

写
本
F
、
G
は
一
〇
な
い
し
一
一
世
紀
以
降
に
、
夫
々
年
代
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
「
タ
ル
グ
ム
・
オ
ン
ケ
ロ
ス
」
と
本
文
、
言
語
共
に
著
し
い
相
違
を
示
し
て
お
り
、
ハ
ッ
ガ
ダ
を
伴
っ
た
自
由
な
敷
街
訳

で
あ
り
、
時
に
マ
ソ
ラ
本
文
と
異
な
る
ヘ
ブ
ル
語
本
文
を
想
定
さ
せ
る
。



　
カ
ー
レ
は
、
「
断
片
タ
ル
グ
ム
」
と
「
ゲ
ニ
ザ
断
片
タ
ル
グ
ム
」
を
、
共
に
、
「
タ
ル
グ
ム
・
オ
ン
ケ
・
ス
」
以
前
の
パ
レ
ス
チ
ナ
伝
承

を
伝
え
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価
す
る
。
な
お
、
カ
ー
レ
が
公
刊
し
た
も
の
以
外
に
、
＞
・
良
雷
累
8
ぎ
そ
の
他
に
よ
っ
て
も
、
い
く

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舛
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

つ
カ
の
「
ゲ
ニ
ザ
．
タ
ル
グ
ム
」
断
片
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
校
訂
出
版
す
る
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ラビ文献研究の現状（一）

　
4
、
ネ
オ
7
イ
テ
ィ
ー

　
＞
U
8
N
客
p
。
『
。
は
、
一
九
五
六
年
に
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
図
書
館
の
ネ
オ
フ
ィ
テ
ィ
文
庫
（
乞
8
曄
一
9
一
一
9
鉱
8
）
の
中
か
ら
、
パ
レ
ス

チ
ナ
五
書
タ
ル
グ
ム
全
体
を
伝
え
る
完
全
な
写
本
を
発
見
し
た
。
四
五
〇
葉
（
｛
o
ぎ
）
か
ら
な
る
こ
の
写
本
は
、
「
ネ
オ
フ
ィ
テ
ィ
ー
」

と
名
付
け
ら
れ
た
。
「
ネ
オ
フ
ィ
テ
ィ
ー
」
の
発
見
（
な
い
し
は
同
定
）
は
、
学
界
に
大
き
な
反
響
を
ひ
き
起
こ
し
、
以
来
タ
ル
グ
ム
研

究
は
活
況
を
呈
し
沸
タ
ル
グ
ム
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
で
も
称
す
ぺ
き
状
況
と
な
っ
て
い
る
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
あ
レ

・
「
ネ
オ
フ
ィ
テ
ィ
ー
」
は
一
五
〇
四
年
に
・
i
マ
で
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
写
本
は
本
文
の
他
に
欄
外
お
よ
び
行
間
に
註
な
い
し

は
異
読
を
伝
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
「
偽
ヨ
ナ
タ
ン
」
と
、
そ
の
他
は
「
タ
ル
グ
ム
・
オ
ン
ケ
・
ス
」
、
「
ゲ
ニ
ザ
断
片
タ
ル
グ

ム
」
（
特
に
創
世
記
に
お
い
て
）
、
「
断
片
タ
ル
グ
ム
」
と
、
一
致
す
る
揚
合
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
と
も
一
致
し
な
い
も
の
も
あ

穆　
ブ
ラ
ッ
ク
は
、
創
世
記
一
三
1
6
1
一
五
1
お
よ
び
出
エ
ジ
プ
ト
記
二
三
3
1
三
四
6
に
お
い
て
、
「
ネ
オ
フ
ィ
テ
ィ
ー
」
が
「
タ
ル
グ

ム
・
オ
ン
ケ
・
ス
」
と
異
な
り
、
「
偽
ヨ
ナ
タ
ン
」
お
よ
ぴ
「
断
片
タ
ル
グ
ム
」
と
一
致
す
る
こ
と
、
創
世
記
四
4
－
1
6
、
三
八
1
2
－
2
8
、

出
エ
ジ
プ
ト
記
一
二
－
1
8
、
二
一
1
8
1
二
二
2
6
に
お
い
て
、
「
ネ
オ
フ
ィ
テ
ィ
ー
」
が
「
ゲ
ニ
ザ
断
片
タ
ル
グ
ム
」
と
一
致
し
、
「
タ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
ロ

グ
ム
・
オ
ン
ケ
・
ス
」
と
相
違
し
て
い
る
こ
と
、
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
他
の
パ
レ
ス
チ
ナ
．
タ
ル
グ
ム
テ
キ
ス
ト
と
く
ら
ぺ
て
、
比
較
的
敷
術
的
な
要
素
が
少
な
い
こ
と
、
一
部
に
「
タ
ル
グ
ム
・
オ
ン
ケ
・
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（
2
9
）

ス
」
と
の
共
通
性
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
が
「
ネ
オ
フ
ィ
テ
ィ
ー
」
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
テ
キ
ス
ト
の
発
見
者
で
あ
り
刊
行
者
で
も
あ
る
》
浸
臼
竃
8
ぎ
は
、
こ
の
タ
ル
グ
ム
は
、
現
在
の
形
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
紀
元
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
V

一
、
二
世
紀
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
起
源
は
紀
元
前
に
さ
か
の
ぼ
る
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
古
く
さ
か
の
ぼ
ら
せ
よ
う
と
す
る
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

（
国
呂
獣
竃
。
冨
ぎ
ヨ
国
霧
げ
R
）
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
高
年
代
に
対
し
て
は
反
対
意
見
も
強
く
、
な
お
論
議
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　
新
約
聖
書
と
の
関
わ
り
で
興
味
深
い
一
節
と
し
て
、
創
世
記
二
八
1
0
に
対
す
る
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
を
「
ネ
オ
フ
ィ
テ
ィ
ー
」
か
ら
訳
出
紹

介
し
よ
う
。
ヤ
コ
ブ
の
身
に
生
じ
た
三
つ
の
奇
跡
（
し
る
し
）
に
つ
い
て
述
ぺ
た
後
で
、
テ
キ
ス
ト
は
次
の
よ
う
に
続
く
。
「
第
四
の
し

る
し
。
羊
飼
全
員
が
集
ま
っ
て
井
戸
の
口
か
ら
転
が
そ
う
と
し
て
も
で
き
な
か
っ
た
石
を
、
族
長
ヤ
コ
ブ
は
や
っ
て
来
て
片
手
で
持
ち
上

げ
、
お
じ
ラ
バ
ン
の
家
畜
の
群
に
水
を
飲
ま
せ
た
。
そ
し
て
第
五
の
し
る
し
。
族
長
ヤ
コ
ブ
が
井
戸
の
口
か
ら
石
を
持
ち
上
げ
る
と
、
井

戸
の
水
が
わ
き
上
が
っ
て
そ
の
口
に
達
し
、
以
後
二
〇
年
間
水
は
井
戸
の
口
へ
わ
き
上
が
り
続
け
た
」
（
創
世
記
二
八
2
、
3
、
8
参
照
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

マ
ク
ナ
マ
ラ
は
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
四
1
0
、
N
の
背
後
に
こ
の
伝
承
の
存
在
を
予
想
し
て
い
る
。

94

　
5
、
オ
ン
ケ
ロ
ス

　
「
オ
ン
ケ
・
ス
」
は
五
書
全
体
に
対
す
る
タ
ル
グ
ム
で
あ
る
。
》
O
Φ
置
R
”
＞
’
ω
毘
言
R
ら
は
「
オ
ン
ケ
・
ス
」
を
パ
レ
ス
チ
ナ
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
糾
）

源
と
考
え
、
そ
の
年
代
を
後
二
世
紀
に
置
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
カ
ー
レ
は
、
バ
ビ
ロ
ニ
ァ
起
源
を
強
調
し
て
、
こ
れ
と
対
立
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

後
に
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
起
源
の
可
能
性
を
も
認
め
る
に
至
っ
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
は
O
」
ρ
首
R
に
従
っ
て
「
オ
ン
ケ
ロ
ス
」
も
パ
レ
ス
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詐
）

ナ
五
書
タ
ル
グ
ム
伝
承
に
属
し
て
い
る
（
そ
の
改
訂
版
で
あ
る
）
こ
と
を
示
唆
し
、
そ
の
原
型
の
年
代
を
後
二
世
紀
と
し
て
い
る
。
パ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

ス
チ
ナ
に
起
源
し
、
バ
ビ
・
ニ
ァ
で
改
訂
さ
れ
た
、
と
す
る
の
が
現
在
の
定
説
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
「
オ
ン
ケ
ロ
ス
」
は

「
ヨ
ナ
タ
ン
」
と
共
に
「
バ
ビ
・
ニ
ア
・
タ
ル
グ
ム
」
と
言
わ
れ
る
。
実
際
『
バ
ビ
ロ
ニ
ァ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
「
キ
ッ
ド
ゥ
シ
ン
」
四
九
a



ラピ文献研究の現状（一）

は
、
「
オ
ン
ケ
・
ス
」
を
「
わ
れ
ら
の
タ
ル
グ
ム
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
｝

　
カ
ー
レ
は
、
「
オ
ン
ケ
・
ス
」
の
原
型
は
バ
ビ
ロ
ニ
ァ
で
は
既
に
後
三
世
紀
以
前
に
流
布
し
て
い
た
と
し
て
い
る
。
「
オ
ン
ケ
ロ
ス
」
は

そ
の
後
数
世
紀
に
わ
た
っ
て
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
や
『
タ
ル
ム
ー
ド
』
に
基
づ
い
て
改
訂
・
編
集
の
手
を
加
え
ら
れ
て
最
終
的
な
形
を
整
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
）

に
至
っ
た
。
そ
の
年
代
は
大
体
五
－
一
〇
世
紀
の
間
と
言
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
バ
ビ
・
ニ
ァ
に
お
い
て
公
認
の
タ
ル
グ
ム
と
し
て
の
位
置

を
確
立
し
た
後
、
「
オ
ン
ケ
・
ス
」
は
お
そ
ら
く
『
バ
ビ
・
ニ
ァ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
な
ど
と
共
に
、
再
び
パ
レ
ス
チ
ナ
ヘ
運
ぱ
れ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
“
）

と
思
わ
れ
る
。
カ
ー
レ
と
ブ
ラ
ッ
ク
は
こ
れ
を
大
体
千
年
以
降
に
想
定
す
る
。

　
「
オ
ン
ケ
ロ
ス
」
と
い
う
名
称
は
、
『
バ
ビ
・
ニ
ァ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
「
メ
ギ
ッ
ラ
」
三
a
が
こ
の
タ
ル
グ
ム
の
訳
者
と
し
て
オ
ン
ケ
・

ス
と
い
う
名
前
を
伝
え
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
オ
ン
ケ
ロ
ス
と
い
う
の
は
、
紀
元
後
二
世
紀
に
ヘ
ブ
ル
語
旧
約
聖
書
の
ギ
リ
シ
ァ
語
訳
を

作
成
し
た
ギ
リ
シ
ァ
人
回
宗
者
の
名
前
ア
ク
ィ
ラ
の
ヘ
プ
ル
語
形
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
現
在
で
は
こ
の
タ
ル
グ
ム
の
訳
者
が

ギ
リ
シ
ァ
語
訳
の
訳
者
と
同
一
人
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
両
訳
共
に
ヘ
ブ
ル
語
テ
キ
ス
ト
に
密
着
し
た
逐
語
的
な
訳
で
あ

る
こ
と
、
ギ
リ
シ
ァ
語
を
話
す
ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体
に
対
し
て
ア
ク
ィ
ラ
が
果
た
し
た
の
と
同
じ
役
割
を
、
ア
ラ
ム
語
を
話
す
ユ
ダ
ヤ
人
共

同
体
に
対
し
て
こ
の
タ
ル
グ
ム
の
訳
者
が
果
た
し
た
こ
と
、
な
ど
か
ら
、
ギ
リ
シ
ァ
語
訳
者
の
名
前
が
タ
ル
グ
ム
の
訳
者
に
転
用
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

　
右
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
「
オ
ン
ケ
・
ス
」
は
一
般
に
字
義
的
逐
語
的
な
訳
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
他
の
タ
ル
グ
ム
に
比
ぺ
て

そ
の
よ
う
な
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
実
際
は
、
言
語
的
釈
義
的
に
困
難
な
ヘ
ブ
ル
語
本
文
に
対
し
て
は
、
敷
術
や
ハ
ッ
ガ
ダ
が

自
由
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
グ
ム
の
ハ
ッ
ガ
ダ
に
比
べ
て
簡
潔
で
あ
り
、
神
の
擬
人
的
表
現
を

避
け
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、
ハ
ラ
カ
的
な
章
句
は
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
の
線
に
沿
っ
て
解
釈
を
加
え
ら
れ
て
い
る
、
な
ど
の
特
徴
が
指
摘

　
　
　
（
叫
）

さ
れ
て
い
る
。

95



一橋大学研究年報　人文科学研究　25

　
6
、
ヨ
ナ
タ
ン

　
「
ヨ
ナ
タ
ン
」
は
預
言
書
（
ヘ
プ
ル
語
聖
書
の
前
の
預
言
書
と
後
の
預
言
書
）
に
対
す
る
タ
ル
グ
ム
で
あ
る
。
「
ヨ
ナ
タ
ン
」
の
起
源
は

明
瞭
で
は
な
い
。
≦
・
串
切
8
註
8
と
客
≦
一
区
震
の
言
う
よ
う
に
、
ク
ム
ラ
ン
文
書
の
一
つ
で
あ
る
『
ハ
バ
ク
ク
書
註
解
』
が
「
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

ナ
タ
ン
」
を
前
提
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
「
ヨ
ナ
タ
ン
」
は
既
に
紀
元
前
に
パ
レ
ス
チ
ナ
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
菊
）

説
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
一
般
に
パ
レ
ス
チ
ナ
起
源
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
ヨ
ナ
タ
ン
」
は
「
オ
ン
ケ
・
ス
」
の

揚
合
と
同
様
に
、
バ
ビ
・
ニ
ァ
で
既
に
四
世
紀
頃
に
は
流
布
し
て
お
り
、
そ
の
地
で
最
終
的
な
形
を
整
え
た
後
、
「
オ
ン
ケ
・
ス
」
と
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
翻
）

に
パ
レ
ス
チ
ナ
ヘ
運
ば
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
ヨ
ナ
タ
ン
」
は
「
オ
ン
ヶ
ロ
ス
」
よ
り
も
敷
術
的
な
性
格
が
強
く
、
ミ
ド
ラ
ッ
シ
ュ
か
ら
も
素
材
を
借
り
つ
つ
、
時
に
は
ハ
ッ
ガ
ダ

的
な
註
解
書
の
体
を
な
し
て
い
る
揚
合
も
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ザ
ヤ
書
九
5
、
一
一
1
、
6
に
お
け
る
メ
シ
ヤ
的
解
釈
は
注
目

す
ぺ
き
で
あ
る
。

　
「
偽
ヨ
ナ
タ
ン
」
の
項
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
ヨ
ナ
タ
ン
と
い
う
名
前
は
ギ
リ
シ
ァ
語
の
テ
オ
ド
テ
ィ
オ
ン
と
い
う
名
前
と
同
義
で
あ

る
。
オ
ン
ヶ
・
ス
の
揚
合
と
同
様
、
こ
の
有
名
な
旧
約
聖
書
の
ギ
リ
シ
ァ
語
訳
者
の
名
前
（
テ
オ
ド
テ
ィ
オ
ン
）
が
「
ヨ
ナ
タ
ン
」
と
ヘ

ブ
ル
語
訳
さ
れ
て
、
預
言
者
の
タ
ル
グ
ム
の
訳
編
者
の
名
前
と
さ
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
後
に
な
っ
て
、
こ
の
ヨ
ナ
タ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
娼
）

は
ヒ
レ
ル
の
弟
子
ヨ
ナ
タ
ン
・
バ
ル
・
ウ
ッ
ジ
エ
ル
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
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7
、
諸
書
の
タ
ル
ゲ
ム

ヘ
ブ
ル
語
旧
約
聖
書
の
三
区
分
の
一

つ
で
あ
る
「
諸
書
」
に
対
す
る
タ
ル
グ
ム
が
、
ダ
ニ
エ
ル
書
、
エ
ズ
ラ
記
、
ネ
ヘ
ミ
ヤ
記
を
除
い



ラビ文献研究の現状（一）

て
存
在
し
て
い
る
。
一
般
に
「
諸
書
の
タ
ル
グ
ム
」
は
他
の
タ
ル
グ
ム
よ
り
も
後
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
歴
史
、
言
語
い
ず
れ
の
資
料

と
し
て
も
、
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
お
い
て
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

シ
ナ
ゴ
ー
グ
で
の
聖
書
朗
読
は
、
ま
ず
第
一
に
五
書
、
そ
し
て
第
二
に
預
言
書
に
限
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　
「
諸
書
の
タ
ル
グ
ム
」
の
ア
ラ
ム
語
訳
は
、
自
由
な
敷
術
的
な
訳
で
あ
る
。
箴
言
の
訳
が
ペ
シ
ッ
タ
（
シ
リ
ァ
語
訳
）
と
一
致
し
て
い

る
こ
と
か
ら
両
訳
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
も
し
も
プ
ラ
ッ
ク
の
言
う
よ
う
に
ペ
シ
ッ
タ
の
方
が
タ
ル
グ
ム
を
利
用
し
た
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
紛
）

す
る
な
ら
ば
、
「
諸
書
の
タ
ル
グ
ム
」
（
少
な
く
と
も
「
箴
言
」
）
の
原
型
（
起
源
）
は
ペ
シ
ッ
タ
よ
り
も
古
い
こ
と
に
な
る
。

　
新
約
聖
書
時
代
に
パ
レ
ス
チ
ナ
で
用
い
ら
れ
て
い
た
ア
ラ
ム
語
を
知
る
た
め
の
、
タ
ル
グ
ム
の
資
料
的
価
値
に
つ
い
て
は
、
土
岐
『
言

語
状
況
』
九
一
－
九
六
頁
参
照
。

　
　
　
　
　
　
註

　
　
　
　
　
　
一

　
（
－
）
　
ユ
ダ
ヤ
人
の
間
で
は
、
ハ
ガ
イ
、
ゼ
カ
リ
ヤ
、
マ
ラ
キ
以
来
、
預
言
者
は
途
絶
え
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
新
し
い
預
言
者
の
到
来
が

　
　
待
望
さ
れ
て
い
た
。
第
一
マ
カ
ベ
ァ
書
四
4
6
、
九
2
7
、
一
四
4
1
、
宗
規
要
覧
九
1
1
、
証
言
集
（
“
曾
婁
）
五
－
六
、
マ
タ
イ
福
音
書
一
六
N
、
ヨ
ハ

　
　
ネ
福
音
書
一
2
1
、
六
1
4
、
七
4
0
等
参
照
。
も
っ
と
も
、
『
バ
ビ
・
ニ
ァ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
「
サ
ン
ヘ
ド
リ
ン
」
一
一
a
や
『
ト
セ
フ
タ
』
「
ソ
タ
」
一

　
　
三
．
二
な
ど
で
は
、
ハ
ガ
イ
、
ゼ
カ
リ
ヤ
、
マ
ラ
キ
の
死
以
来
聖
霊
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
離
れ
、
聖
霊
よ
り
一
段
低
い
「
バ
ス
・
コ
ル
」
（
神
の
吉
し

　
　
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
点
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
、
ヨ
セ
フ
ス
の
「
預
言
者
」
と
し
て
の
自
意
識
等
を
考
慮
し
て
、
＜
雪
d
き
算

　
　
は
、
紀
元
後
一
世
紀
に
至
る
ま
で
必
ず
し
も
預
言
者
の
伝
統
が
途
断
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
点
を
強
調
す
る
（
笥
ざ
竃
誤
～
§
慧
§

　
　
ミ
防
ミ
亀
ミ
§
鳶
憧
肋
息
憶
軸
》
器
§
機
（
＝
①
幕
一
幕
↓
α
o
”
霊
ヨ
σ
象
曽
ぎ
。
5
9
一
鶏
。
。
る
」
ア
睾
）
。
し
か
し
、
彼
の
論
点
を
受
け
容
れ
る
場
合
で
も
、

　
　
正
典
の
預
言
者
の
時
代
と
そ
れ
以
降
の
時
代
と
は
何
ら
か
の
意
味
で
（
た
と
え
ぱ
』
「
聖
霊
」
の
時
代
と
「
バ
ス
・
コ
ル
」
の
時
代
の
よ
う
に
）
区
別

　
　
さ
れ
て
い
た
、
と
考
え
て
、
差
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
2
）
　
ト
ー
ラ
ー
は
、
最
も
広
義
に
は
ユ
ダ
ヤ
教
の
法
体
系
全
体
を
指
す
が
、
普
通
は
成
文
律
法
、
特
に
モ
ー
セ
五
書
を
指
し
て
用
い
ら
れ
る
。
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（
3
）
一
■
ぎ
凝
§
p
等
§
b
コ
§
ミ
。
ミ
罫
蓉
』
§
恥
9
ミ
ミ
昼
県
》
＆
ミ
§
（
馨
9
憂
梓
。
コ
蟹
暑
罫
θ
。
『
9
一
§
m
ξ
ギ
。
ω
ω
・

　
一
℃
ま
∀

（
4
）
　
閃
日
3
琶
一
り
7
9
旧
約
聖
書
自
身
の
内
部
に
お
け
る
聖
書
解
釈
の
例
と
し
て
、
ワ
イ
ン
グ
リ
ー
ン
は
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
箇
所
を
挙
げ
て
い

　
る
。

　
　
①
民
数
記
二
〇
1
2
は
主
が
モ
ー
セ
と
ア
・
ン
に
向
か
っ
て
「
あ
な
た
が
た
は
わ
た
し
を
信
じ
な
い
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々
の
前
に
わ
た
し
の

　
聖
な
る
こ
と
を
現
わ
さ
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
会
衆
を
わ
た
し
が
彼
ら
に
与
え
た
地
に
導
き
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
語
っ
た
と
記

　
し
て
い
る
。
（
申
命
記
三
二
5
0
－
5
2
も
同
様
の
内
容
を
伝
え
て
い
る
）
。
と
こ
ろ
が
申
命
記
一
3
7
に
は
「
主
は
ま
た
、
あ
な
た
が
た
（
イ
ス
ラ
エ
ル
民

　
族
）
の
ゆ
え
に
、
わ
た
し
を
も
怒
っ
て
言
わ
れ
た
、
『
お
ま
え
も
ま
た
、
そ
こ
に
は
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
…
－
．
』
」
と
記
さ
れ
て
い

　
る
。
こ
こ
に
は
、
モ
ー
セ
が
約
束
の
地
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
同
胞
の
罪
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
彼
自
身
の
罪
の
結
果
で
は
な
い
、
と
い

　
う
申
命
記
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
②
サ
ム
エ
ル
記
下
七
2
以
下
（
1
1
歴
代
志
上
一
七
－
以
下
）
に
よ
れ
ば
、
ダ
ビ
デ
は
預
言
者
ナ
タ
ン
に
神
殿
建
立
の
希
望
を
述
べ
る
が
、
神
の

　
こ
と
ぱ
が
ナ
タ
ン
に
臨
ん
で
、
ダ
ビ
デ
に
は
神
殿
建
立
を
許
さ
な
い
こ
と
、
そ
の
子
（
ソ
・
モ
ン
）
が
神
殿
を
建
て
る
こ
と
に
な
る
こ
と
、
を
告
げ

　
る
（
サ
ム
エ
ル
記
下
七
4
－
1
3
）
。
し
か
し
そ
こ
で
は
、
何
故
ダ
ビ
デ
に
神
殿
建
立
が
許
さ
れ
な
い
の
か
そ
の
理
由
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に

　
対
し
て
、
歴
代
志
上
ニ
ニ
8
と
二
八
3
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
ダ
ビ
デ
が
「
多
く
の
血
を
流
し
た
」
か
ら
で
あ
る
と
記
し
、
さ
ら
に
加
え
て
、
そ

　
れ
は
バ
テ
シ
バ
の
夫
ウ
リ
ヤ
（
サ
ム
エ
ル
記
下
二
1
4
1
1
7
）
や
サ
ウ
ル
の
子
ら
（
サ
ム
エ
ル
記
下
一
二
7
－
9
）
の
殺
害
を
指
す
の
で
は
な
く
、

　
戦
時
に
お
け
る
軍
事
的
な
理
由
に
よ
る
流
血
を
指
す
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

　
　
③
出
エ
ジ
プ
ト
記
二
〇
1
2
は
「
あ
な
た
の
父
と
母
を
敬
え
。
こ
れ
は
、
あ
な
た
の
神
、
主
が
賜
わ
る
地
で
　
あ
な
た
が
長
く
生
き
る
た
め
で
あ

　
る
」
と
記
し
て
い
る
が
、
申
命
記
五
1
6
は
貞
こ
れ
に
「
あ
な
た
が
た
が
…
…
さ
い
わ
い
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
た
め
で
あ
る
」
と
い
う
一
句
を
付
け

　
加
え
て
い
る
。
こ
れ
は
申
命
記
編
者
に
よ
る
出
エ
ジ
プ
ト
記
の
テ
キ
ス
ト
に
対
す
る
註
釈
的
付
加
で
あ
る
。
セ
プ
テ
ユ
ア
ギ
ン
タ
が
出
エ
ジ
プ
ト

　
記
二
〇
1
2
に
も
こ
れ
と
同
じ
語
句
を
付
け
加
え
て
い
る
こ
と
砥
注
目
す
ぺ
豊
で
あ
る
。
聖
書
の
隠
れ
た
意
味
を
露
わ
に
す
る
と
い
う
の
は
ラ
ビ
的

　
聖
書
解
釈
に
特
徴
的
な
手
法
で
あ
り
、
右
の
箇
所
は
、
申
命
記
の
最
終
編
集
の
は
る
か
以
前
に
す
で
に
こ
の
手
法
が
聖
書
本
文
に
適
用
さ
れ
て
い
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ラピ文献研究の現状（一）

　
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
（
以
上
、
b
釦
ω
も
豆
o
暑
①
暮
節
曙
く
◎
言
3
伊
㊤
拝
．
『
3
G
冨
鼠
匡
o
P
匿
簿
o
ぐ
9
、
一
＞
・
≦
一
島
『
浮
0
9
壁
げ
鴫
』
・

　
≦
①
『
σ
q
お
①
昌
に
よ
る
）
。

　
，
④
出
エ
ジ
プ
ト
記
一
二
2
以
下
は
、
ヘ
ブ
ル
人
奴
隷
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
規
定
を
記
し
て
い
る
。
し
か
る
に
レ
ピ
記
二
五
3
9
以
下
は
、
ヘ
プ

　
ル
人
を
奴
隷
と
す
る
こ
と
を
禁
↓
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
矛
盾
し
た
箇
所
に
直
面
し
た
申
命
記
立
法
家
は
、
申
命
記
一
五
1
2
に
お
い
て
、
出
エ
ジ
プ

　
ト
記
二
一
2
の
「
あ
な
た
が
ヘ
ブ
ル
ぴ
と
で
あ
る
奴
隷
を
買
う
時
」
（
ζ
畦
名
魯
）
を
、
レ
ビ
記
二
五
3
9
に
従
っ
て
「
彼
が
身
売
り
す
る
時
」
（
寓

　
旨
ヨ
日
穿
冨
『
）
と
改
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
二
一
2
以
下
の
奴
隷
に
関
す
る
規
定
を
、
召
使
い
に
関
す
る
規
定
へ
と
変
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
二
つ
の
矛
盾
す
る
聖
句
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
を
調
和
し
碍
る
よ
う
な
解
釈
を
見
出
す
（
あ
る
い
は
、
調
和
し
得
る
第
三
の

　
聖
句
を
探
す
）
、
と
い
う
の
は
ラ
ビ
的
手
法
で
あ
る
。
エ
ル
サ
レ
ム
・
タ
ル
グ
ム
（
偽
ヨ
ナ
タ
ン
）
が
出
エ
ジ
プ
ト
記
一
二
2
の
訳
に
「
窃
盗
の
故

　
に
」
と
い
う
一
句
を
付
け
加
え
て
い
る
の
を
参
照
せ
よ
。
さ
ら
に
申
命
記
一
五
1
2
が
こ
の
規
定
を
「
ヘ
ブ
ル
の
女
」
に
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
は
、

　
一
①
声
げ
9
菩
と
言
わ
れ
る
ラ
ビ
的
聖
書
解
釈
法
と
一
致
す
る
。

　
　
⑤
サ
ム
エ
ル
記
上
一
七
4
9
－
5
1
に
は
ダ
ピ
デ
が
ゴ
リ
ァ
テ
を
殺
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
サ
ム
エ
ル
記
下
一
二
1
9
に
は
ゴ
リ
ァ
テ
を
殺
し
た

　
の
は
エ
ル
ハ
ナ
ン
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
矛
盾
を
解
決
す
ぺ
く
、
歴
代
志
上
二
〇
5
は
、
エ
ル
ハ
ナ
ン
が
殺
し
た
の
は
ゴ
リ
ァ
テ
の
兄
弟
ラ
ミ
で

　
あ
っ
9
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
も
調
和
的
解
釈
の
一
例
で
あ
る
。
葦
の
よ
う
に
、
調
和
的
解
釈
の
手
法
は
、
申
命
記
立
法
家
の
時
代
に
は
確
立
し
て

　
お
り
、
歴
代
志
史
家
に
受
け
継
が
れ
、
後
代
の
ラ
ピ
た
ち
の
一
般
的
手
法
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
以
上
㌔
き
§
望
ミ
ミ
o
ミ
蝋
客
鳶
も
『
＜
昌
目
ぽ

　
α
①
5
R
O
コ
0
3
凶
O
一
品
邑
緯
9
幽
冥
9
9
田
げ
げ
ぎ
ざ
蔓
℃
①
に
よ
る
）
。

　
　
な
お
≧
富
爵
は
、
口
伝
の
系
譜
を
、
旧
約
聖
書
自
身
、
七
十
人
訳
聖
書
、
外
典
偽
典
の
中
に
跡
付
け
る
作
業
を
試
み
て
い
る
（
令
象
）
。

（
5
）
　
団
■
ρ
Ω
胃
犀
P
↓
鳶
ミ
融
§
ミ
亀
句
ミ
o
ミ
§
（
O
即
ヨ
耳
一
α
⑳
史
〇
四
ヨ
げ
『
孟
σ
q
①
q
a
＜
o
屋
一
蔓
唱
話
器
サ
一
〇
認
y
認
に
よ
る
。

（
6
）
　
u
o
葺
8
ぎ
8
－
8
（
£
ど
切
睾
犀
㊦
『
・
鎗
甜
O
o
唇
フ
嶺
♪
N
一
轟
を
参
照
し
た
。

（
7
）
　
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
「
ピ
ル
ケ
・
ア
ボ
ス
」
一
・
四
（
彼
ら
は
各
自
の
妻
に
つ
い
て
こ
の
二
と
を
の
ぺ
た
の
で
あ
る
。
ま
し
て
友
人
の
妻
に
つ
い
て
は

　
い
う
ま
で
も
な
い
）
、
「
サ
ン
ヘ
ド
リ
ン
」
六
・
五
（
神
が
不
信
仰
な
者
の
流
し
た
血
に
つ
い
て
心
を
悩
ま
せ
る
な
ら
ば
、
義
人
の
血
に
つ
い
て
は
な

　
お
さ
ら
で
あ
ろ
う
）
、
「
バ
バ
㌦
ハ
ス
ラ
」
九
・
七
な
ど
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
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（
－
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
8
）
『
メ
キ
ル
タ
』
出
エ
ジ
プ
ト
記
一
二
2
7
（
出
エ
ジ
プ
ト
記
二
一
2
7
に
「
彼
を
解
放
せ
よ
」
と
あ
る
が
、
同
じ
こ
と
ぱ
が
申
命
記
二
四
1
に
も
用

　
い
ら
れ
て
お
り
、
後
者
で
は
証
書
1
こ
の
場
合
離
縁
状
1
を
渡
す
こ
と
も
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
前
者
の
場
合
も
証
書
を
渡
す
ぺ
き

　
で
あ
る
×
『
バ
ピ
・
ニ
ア
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
「
ペ
サ
ヒ
ム
」
六
六
a
（
「
定
め
の
時
に
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、
民
数
記
九
2
で
は
過
越
祭
の
犠
牲
に
関

　
し
て
、
同
二
八
2
で
は
日
．
こ
と
の
犠
牲
に
関
し
て
、
用
い
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
休
息
の
規
定
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
ご
と
の
犠
牲
が
安
息

　
日
に
も
執
行
さ
れ
る
な
ら
ば
、
過
越
祭
の
犠
牲
も
安
息
日
に
も
執
行
さ
れ
得
る
。
す
な
わ
ち
、
過
越
祭
と
安
息
日
が
重
な
っ
た
場
合
、
そ
の
安
息
日

　
に
過
越
祭
の
犠
牲
を
献
げ
る
ぺ
き
で
あ
る
）
、
同
「
ペ
サ
ヒ
ム
」
二
一
〇
b
（
出
エ
ジ
プ
ト
記
一
二
1
2
の
、
「
そ
の
夜
」
は
夜
半
前
の
意
味
で
あ
る
。

　
従
っ
て
同
一
二
8
の
「
そ
の
夜
」
も
同
義
に
解
す
ぺ
き
で
あ
る
）
、
な
ど
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

（
9
）
　
『
シ
フ
レ
』
申
命
記
一
七
2
（
申
命
記
一
七
2
に
「
も
し
も
…
…
見
出
さ
れ
る
な
ら
ぱ
」
と
あ
り
、
続
い
て
一
七
6
に
「
ふ
た
り
ま
た
は
三
人

　
の
証
人
の
証
言
に
よ
っ
て
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
七
6
の
規
定
は
「
も
し
も
…
…
見
出
さ
れ
る
な
ら
ば
」
と
い
う
句
の
見
出
さ
れ
る
申
命
記

　
一
八
1
0
、
二
二
2
2
、
二
四
7
に
も
適
用
さ
れ
る
）
、
『
バ
ピ
ロ
ニ
ア
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
「
シ
ャ
ッ
バ
ス
」
二
二
a
な
ど
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

（
1
0
）
　
こ
の
規
準
の
意
味
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
な
い
。
『
シ
フ
ラ
』
の
い
く
つ
か
の
写
本
は
こ
れ
を
省
い
て
い
る
。
ル
か
し
シ
ュ
ト
ラ
ツ
ク
は
こ
の
規

　
準
を
適
用
し
た
例
と
し
て
『
メ
キ
ル
タ
』
出
エ
ジ
プ
ト
記
一
二
2
7
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ぱ
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
二
一
2
7
に
「
そ
の
歯
の
た
め

　
に
彼
を
解
放
せ
よ
」
と
あ
り
、
こ
れ
だ
け
を
読
め
ば
乳
歯
の
た
め
に
も
解
放
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
が
、
直
前
の
二
一
2
6
に
「
目
の
た
め
に
解
放
せ

　
よ
」
と
あ
り
、
両
者
を
総
合
す
る
と
、
復
原
不
可
能
な
身
体
の
部
分
を
破
壊
し
た
時
に
は
解
放
せ
よ
、
と
い
う
の
が
聖
書
の
規
定
の
意
味
で
あ
る
、

　
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
例
か
ら
す
れ
ば
、
二
箇
所
か
ら
一
つ
の
規
定
を
作
り
出
す
こ
と
、
が
第
四
の
規
準
と
な
る
。
Ω
・
ω
睾
ぎ
『
し
騙
P
鋭

　
　
　
　
　
二

　
　
　
〇
い　
ω
窪
8
F
刈
（
一
〇
）

ボ
ゥ
カ
ー
・
二
・
七
（
一
八
八
頁
）
参
照
。
」

引
用
は
ω
q
8
F
さ
。
旧
（
球
）
に
よ
る
。

O
い
＞
一
げ
g
芦
ま
中

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
r
閃
ぎ
訂
一
湾
巴
P
↓
ぎ
、
“
ミ
跨
馬
携
（
℃
＝
一
鼠
o
ぢ
巨
碧
↓
ぎ
智
三
ω
げ
勺
仁
σ
一
一
8
怠
g
o
o
o
。
一
〇
ぐ
o
h
＞
ヨ
。
旨
即
し
8
N
）
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に
富
け
る
、
慣
習
法
と
セ
ク
ト
間
の
論
争
点
の
社
会
・
経
済
的
背
景
に
関
す
る
、
詳
細
な
研
究
参
照
。

（
6
）
　
『
申
命
記
の
シ
フ
レ
』
三
一
七
節
（
申
命
記
三
二
1
4
に
つ
い
て
）
。

（
7
）
　
た
と
え
ば
、
冒
8
げ
2
。
仁
。
。
5
R
は
、
そ
の
著
§
言
ミ
職
§
琶
ミ
恥
↓
ミ
§
ミ
に
お
い
て
、
β
げ
窯
と
鴇
碧
と
を
同
義
的
に
用
い
て
い
る
。
ボ

　
ゥ
カ
ー
・
二
五
頁
以
下
参
照
。

（
8
）
　
ベ
ン
サ
ソ
ン
・
八
八
頁
以
下
（
M
・
シ
ュ
テ
ル
ン
筆
）
参
照
。

（
9
）
　
「
ピ
ル
ケ
．
ア
ボ
ス
」
一
章
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
ズ
ゴ
ス
の
初
代
の
年
代
は
ほ
ぼ
前
一
六
〇
年
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
ボ
ウ
カ
ー
・
五
九
頁
。
た

　
だ
し
ヵ
・
国
ω
『
o
≦
β
（
園
恥
鳶
き
§
望
ミ
魯
ミ
9
§
§
ミ
ミ
》
一
8
0
。
層
＜
o
一
■
戸
や
蜜
り
）
は
ズ
ゴ
ス
の
年
代
を
前
二
七
〇
年
ま
で
さ
か
の
ぽ
ら

　
せ
て
い
る
。

〈
1
0
）
　
た
と
え
ぱ
罫
旨
0
8
犀
（
、
b
餌
o
o
壱
覧
o
日
。
耳
碧
『
＜
o
ピ
ヨ
ρ
螢
拝
、
甘
鼠
置
β
国
畳
鴇
即
呂
鐸
巳
。
．
）
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
．
．
幻
㊤
σ
σ
三
。
一
ロ
α
騨
一
㎝
日
駐
9
①
ヨ
＆
。
o
｛
器
§
筈
箒
一
一
〇
h
壁
α
o
訂
震
く
塁
8
目
o
髭
8
ξ
g
o
勺
巴
①
昌
三
塁
帥
＆
b
四
ξ
一
〇
三
磐
田
げ
獣
ω
o
｛

　
9
①
。
帥
『
ぢ
。
①
昇
置
ユ
。
切
。
簡
些
①
O
。
ヨ
ヨ
g
卑
p
l
m
呂
耳
冒
鉾
①
一
冤
o
ヨ
げ
o
象
a
言
8
ヨ
℃
①
呂
す
o
h
甘
三
鴇
一
p
≦
雪
山
一
〇
β
目
o
簿
8
3
σ
ぞ

　
齢
7
Φ
　
」
門
国
一
営
＝
α
■
こ

（
1
1
）
　
ボ
ゥ
カ
ー
。
五
二
頁
以
下
、
註
3
6
、
3
8
、
3
9
、
4
0
、
お
よ
ぴ
ベ
ン
サ
ソ
ン
・
二
〇
、
五
九
ー
六
〇
頁
参
照
。
「
大
会
堂
」
の
詳
細
は
不
明
で
あ

　
り
、
そ
の
歴
史
性
は
強
く
疑
わ
れ
て
い
る
ゆ
R
ω
賃
8
F
刈
（
o
）
●

（
1
2
）
　
こ
の
義
人
シ
モ
ン
を
紀
元
前
二
八
○
年
頃
の
大
祭
司
シ
モ
ン
一
世
と
と
る
説
と
、
紀
元
前
二
〇
〇
年
頃
の
大
祭
司
シ
モ
ン
ニ
世
と
と
る
説
と
が

　
あ
る
が
、
ベ
ン
．
シ
ラ
の
知
恵
五
〇
－
以
下
で
う
た
わ
れ
て
い
る
シ
モ
ン
は
義
人
シ
モ
ン
と
考
え
ら
れ
、
同
時
に
ベ
ン
・
シ
ラ
と
同
時
代
の
人
即
ち

　
シ
モ
ン
ニ
世
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
ピ
ル
ケ
・
ア
ボ
ス
に
お
い
て
義
人
シ
モ
ン
は
ズ
ゴ
ス
（
後
述
）
の
す
ぐ
前
の
世
代
に
置
か
れ
て
お
り
ー

　
ズ
ゴ
ス
の
初
代
の
二
人
は
美
人
シ
モ
ン
と
そ
の
弟
子
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ノ
ス
の
二
人
か
ら
律
法
を
測
け
た
と
さ
れ
て
い
る
ー
ズ
ゴ
ス
の
初
代
は
紀
元
前

　
一
六
〇
年
頃
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
以
上
の
観
察
に
よ
り
、
義
人
シ
モ
ン
”
シ
モ
ン
ニ
世
と
と
る
説
の
方
が
有
利
で
あ
る
。
但
し
ズ
ゴ
ス
の
年

　
代
そ
の
も
の
が
確
実
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

（
1
3
）
　
こ
れ
を
サ
ン
ヘ
ド
リ
ン
の
「
議
長
」
と
「
副
議
長
」
と
と
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
紀
元
後
七
〇
年
以
降
に
は
畠
獣
、
は
ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体
の
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実
質
的
な
「
首
長
」
を
意
味
し
た
。

（
1
4
）
　
「
ピ
ル
ケ
・
ア
ボ
ス
」
一
・
四
－
一
五
に
は
五
組
一
〇
名
の
ズ
ゴ
ス
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
『
、
・
・
シ
ュ
ナ
』
「
ハ
ギ
ガ
」
二
．
二
（
ボ
ウ

　
カ
ー
・
一
九
三
頁
）
は
メ
ナ
ヘ
ム
と
シ
ャ
ン
マ
イ
の
入
れ
替
り
を
加
え
て
一
一
名
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。

（
1
5
）
　
佐
竹
明
『
使
徒
バ
ゥ
・
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
一
年
）
五
九
頁
は
、
こ
の
使
徒
行
伝
の
伝
承
に
懐
疑
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
三

（
1
）
　
U
雪
σ
ざ
蓑
く
は
、
「
ケ
リ
ム
」
「
ウ
ク
ツ
ィ
ン
」
は
ラ
ビ
・
ユ
ダ
よ
り
も
約
一
世
代
前
に
、
「
ヨ
マ
」
「
タ
、
・
・
ド
」
「
、
・
、
ッ
ド
ス
」
「
キ
ン
ニ
ム
」

　
の
大
部
分
は
約
一
世
紀
前
に
さ
か
の
ぼ
る
で
あ
ろ
う
と
言
う
。

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

　
二
、

（
8
）

（
1
）

　
記
一
八
4
参
照
）
、
②
レ
ビ
人
が
受
け
取
る
十
分
の
一
税
の
十
分
の
一

　
に
保
管
さ
れ
て
い
る
シ
ケ
ル
の
一
部
、
④
神
殿
へ
献
げ
ら
れ
た
物
の
一
部
、

（
2
）

ベ
ン
サ
ソ
ン
・
二
六
三
頁
（
S
・
サ
フ
ラ
イ
筆
）
。

U
雪
び
ざ
誤
貯
は
『
ミ
シ
ュ
ナ
』
の
中
の
ミ
ド
ラ
シ
ュ
的
ハ
ラ
カ
の
数
を
二
一
七
と
数
え
て
い
る
。

『
ミ
シ
ュ
ナ
』
中
の
ミ
ド
ラ
シ
ュ
的
ハ
ッ
ガ
ダ
の
数
は
、
O
雪
ξ
＝
σ
■
に
よ
れ
ぱ
六
五
で
あ
る
。

ラ
ピ
文
献
に
お
け
る
論
争
の
型
に
つ
い
て
は
土
岐
『
言
語
状
況
』
一
六
四
－
五
頁
参
照
。

ベ
ン
サ
ソ
ン
・
二
六
〇
頁
（
S
・
サ
フ
ラ
イ
筆
）
。

「
ケ
ス
ボ
ス
」
四
・
七
－
一
二
、
「
ソ
タ
」
九
・
一
五
、
「
ギ
ッ
テ
ィ
ン
」
九
・
三
、
「
バ
バ
・
メ
ツ
ィ
ァ
」
九
・
三
、
「
バ
バ
。
バ
ス
ラ
」
一
〇
．

「
エ
ド
ゥ
ッ
ヨ
ス
」
八
・
四
、
「
ピ
ル
ケ
・
ア
ボ
ス
」
一
・
一
三
、
二
・
六
、
五
・
二
二
、
二
三
。

土
岐
『
言
語
状
況
』
六
〇
ー
七
二
頁
参
照
。

　
　
三
・
一

こ
れ
ら
は
、
①
毎
年
の
農
産
物
か
ら
の
献
げ
物
（
収
穫
の
四
〇
分
の
一
か
ら
六
〇
分
の
一
程
度
。
民
数
記
一
八
8
以
下
、
二
二
1
0
以
下
、
申
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
民
数
記
一
八
2
5
以
下
参
照
）
、
③
神
殿
の
特
別
な
部
屋
（
シ
ケ
ル
の
部
屋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
成
る
。

い
首
蒙
5
這
ド

　
　
四
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ラピ文献研究の現状（一）

（
1
）
　
o
o
9
『
巴
雪
畠
o
n
冨
旨
ふ
・

　
　
　
　
　
六
・
一

（
－
）
　
o
o
9
邑
＆
ω
＄
旨
ふ
』
賃
霧
ぎ
ひ
頓
（
象
）
は
五
世
紀
初
頭
と
す
る
。

　
　
　
　
　
七
・
三

（
－
）
一
レ
，
宰
弩
達
㍉
訂
ぴ
彗
窄
馨
。
＝
訂
匿
邑
器
ぎ
酔
訂
n
韓
8
暑
曙
ン
p
8
0
呂
（
導
。
）
温
。
寓
鉾
窃
マ
毯

　
は
、
後
一
世
紀
終
り
頃
と
す
る
が
、
同
著
『
ぎ
曾
§
講
」
慧
ミ
篭
ぎ
醤
黛
O
貸
ミ
§
G
き
馬
さ
迅
G
§
ミ
ミ
ミ
鴇
b
呂
一
。
阜
這
謹
（
幻
o
∋
9

　
国
9
。
巴
ぎ
駐
言
3
娼
器
鴇
）
b
一
・
ロ
・
鴇
は
さ
ら
に
慎
重
な
態
度
を
取
り
、
明
言
を
避
け
て
い
る
。
o
o
嘗
8
ぎ
旨
（
蹟
）
は
「
お
そ
ら
く
ア
ラ
ム

　
語
本
文
の
一
部
は
エ
ル
サ
レ
ム
崩
壊
前
に
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
現
在
の
型
に
な
っ
た
の
は
ハ
ド
リ
ァ
ヌ
ス
帝
の
時
代
（
後
一
一
七
－
三
八
年
）

　
で
あ
ろ
う
」
と
言
う
。

　
　
　
　
　
八

（
1
）
　
土
岐
『
言
語
状
況
』
七
七
頁
以
下
参
照
。

（
2
）
　
『
バ
ピ
ロ
ニ
ア
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
「
メ
ギ
ッ
ラ
」
三
a
、
「
ネ
ダ
リ
ム
」
三
七
b
、
『
バ
レ
ス
チ
ナ
。
タ
ル
ム
ー
ド
』
「
メ
ギ
ッ
ラ
」
四
．
一
。

（
3
）
　
『
ペ
シ
ク
タ
・
ラ
ッ
バ
ス
イ
』
一
四
b
「
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
お
い
て
聖
書
が
朗
読
さ
れ
る
時
に
は
、
翻
訳
者
が
か
た
わ
ら
に
立
っ
て
、
会
衆
の
日

　
常
的
な
言
語
に
翻
訳
し
た
。
朗
読
者
は
目
を
（
聖
書
の
）
巻
物
か
ら
離
す
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
（
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
四
－
が
典
拠
と
し
て
挙

　
げ
ら
れ
る
）
。
…
…
こ
れ
に
対
し
て
、
翻
訳
者
は
巻
物
を
見
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
タ
ル
グ
ム
は
口
伝
だ
か
ら
で
あ
る
」
（
引
用
は
、
客
♀

　
馨
鑑
9
P
ま
一
の
英
訳
に
よ
る
）
。

（
4
）
9
言
象
帥
ヨ
雪
p
㌔
9
。
。
p
マ
ク
ナ
マ
ラ
は
、
現
在
伝
え
ら
れ
て
い
る
タ
ル
グ
ム
の
素
材
の
大
部
分
は
、
少
な
く
と
も
紀
元
前
に
、
揚
合
に
よ

　
ワ
て
は
さ
ら
に
古
く
ま
で
さ
か
の
ぽ
る
、
と
考
え
て
い
る
。

（
5
）
O
h
・
国
o
≦
犀
9
峯
い

（
6
）
　
ク
ム
ラ
ン
出
土
の
ヨ
ブ
記
の
タ
ル
グ
ム
の
テ
キ
ス
ト
、
英
訳
、
研
究
な
ど
に
つ
い
て
は
、
U
ひ
窪
コ
O
§
昏
輔
ヌ
昌
」
参
照
。

（
7
）
　
た
だ
し
、
一
部
に
欠
損
が
あ
る
。
Ω
，
冨
呈
p
ヨ
胃
p
し
嵩
．
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（
8
）

（
9
）

（
－
o
）

（
n
）

　
　
口

　　

派
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

（
1
2
）

　
器
g
耳
畦
α
p
ロ
旨

（（（（（（　 （（（（（（24　23　22　21　20　19　　60　18　17　16　15　14　　13

））））））一．））））））
Ω
陰
冒
0
2
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ヨ
碧
P
一
N
o
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ω
o
∈
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唖
一
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S

　
一
》
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口
仲
一
　
〇
恥
醤
軸
肋
恥
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O
O
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q
．
O
＄
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O
§
評
♪
號
罫
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R
・
o
り
9
宥
R
（
器
〈
・
）
弘
O
ど
蜜
o
乞
弩
帥
β
・
旨
o
。
い
マ
ク
ナ
マ
ラ
に
よ
れ
ば
・
》
・
冒
畦
目
o
鼻
①
ぎ
は
、
「
偽
ヨ
ナ
タ
ン
」
の
ハ
ラ
カ
が
フ
ィ

ン
お
よ
ぴ
カ
ラ
イ
派
の
ハ
ラ
カ
と
似
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
「
偽
日
ナ
タ
ン
」
の
ハ
ラ
カ
が
フ
ィ
・
ン
と
同
時
代
の
も
の
で
あ
り
、
後
に
カ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
冨
、
閉
昌
帥
O
国
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＞
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弩
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O
　
o
D
叶
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α
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］
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Q
¢
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ω
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〇
ひ
Q
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一
Q
Q
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民
費
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一
①
り
　
U
器
℃
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一
餌
ω
梓
一
昌
凶
肋
O
げ
O
　
b
O
口
梓
帥
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
口
昌
匹
　
N
β
『
　
N
Φ
凶
け
　
｝
①
ω
雷
　
⑳
①
の
℃
短
O
O
げ
O
昌
O
　
》
『
騨
日
帥
一
ω
O
げ
｝
　
N
㌧
噛
ミ
　
わ
O
　
（
一
〇
軌
Q
o
）
一
　
一
一
〇
り

　
O
｛
。
ω
O
げ
爵
『
O
賊
　
（
貝
O
＜
。
）
一
　
一
〇
轟
嚇
国
0
2
帥
口
μ
卑
瞬
P
一
　
一
〇
Q
O
，

蜜
o
Z
陣
日
曽
帥
一
旨
O
．

　
勺
’
　
訳
即
げ
一
¢
噛
　
一
》
曽
㎝
　
℃
ρ
一
叫
㎝
岳
昌
一
ω
O
げ
㊤
　
℃
Φ
口
貯
即
鉾
O
仁
O
げ
梓
即
味
の
＝
旨
　
β
昌
山
　
N
口
目
　
N
①
一
梓
　
一
〇
の
信
　
⑳
Φ
㎝
b
貝
O
O
ゲ
O
昌
①
　
＞
賊
㊤
ヨ
帥
一
の
O
『
一
N
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ミ
　
高
O
　
（
一
〇
U
Q
Q
）
℃
　
一
一
〇
働
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】
W
一
㊤
O
犀
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＞
『
P
日
帥
一
〇
　
q
り
什
＝
α
一
①
ω
　
帥
コ
山
　
什
げ
①
　
］
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琶
α
q
口
費
σ
q
O
　
O
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O
ω
仁
ω
一
切
N
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ミ
　
一
〇
〇
　
（
一
〇
ひ
Q
o
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一
　
b
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O
－
b
一
即
O
犀
｝
』
感
憾
、
O
自
“
魯
｝
　
轟
い
働

　
冒
O
乞
9
目
胃
費
一
〇
〇
一
に
よ
る
。

他
に
、
B
と
N
の
写
し
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
に
も
、
い
く
つ
か
の
断
片
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
Ω
”
U
雷
暮
”
q
§
冴
♪
ω
♪
戸

蜜
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2
四
ヨ
㊤
唖
即
｝
　
軸
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賊
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ロ
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β
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ω
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℃
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ヨ
①
昌
梓
帥
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Q
Q
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V
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蜜
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2
馨
胃
帥
｝
　
一
Q
Q
一
，

　
蜜
0
2
弩
ρ
『
㌍
　
一
〇
Q
一
．

竃
0
2
昏
即
β
”
一
〇
〇
応
0
9

断
片
タ
ル
グ
ム
の
信
頼
で
き
る
校
訂
版
は
ま
だ
出
版
さ
れ
て
い
な
い
つ

　
ミ
§
O
梗
恥
、
恥
ミ
　
亀
恥
防
　
ミ
恥
一
、
恥
特
醤
肋
噂
　
一
］
［
サ
　
N
栖
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h
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ω
O
げ
P
『
O
『
　
（
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O
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一
〇
ω
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一
》
ひ
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口
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O
恥
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聾
向
恥
曽
N
ひ
　
口
。
　
一
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ラビ文献研究の現状（一）
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＞
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弩
帥
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o
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O
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帥
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犀
9
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0
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0
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一
蜜
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一
昌
帥
一
　
〇
一
〇
ω
の
o
o

　
＜
一
r
一
図
一
　
一
N
8
　
N
N
　
（
一
〇
N
N
）
輔
　
卜
o
ω
N
I
い
ひ
軌
り

（
2
8
）

（
2
9
）

（
3
0
）

（
3
1
）

　
た
、

一
一
「
↓
“
。
一
（
一
つ
謹
y

お
令
浮

蜜
◎
民
一
〇
旦
Z
9
8
8
島
o

卑
＆
穿
甲
曹
Φ
算
暇
↓
蒜
暮
三
幕
馨
㎝
梓
o
O
o
昌
●

　
要
と
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り

　
　
マ
ソ
ラ
以
前
で
あ
る
こ
と
は
証
明
で
き
な
い
と
論
じ
て
い
る

（
3
2
）

（
3
3
）

（
3
4
）

　
一
N
避

（
3
5
）
　
N
≧
ミ
お
（
這
総
y
ε
伊
P
＜
臼
日
聲
㌧
婁
葡
軌
ミ
魯
ミ
的
ミ
箋
禽
（
『
置
。
ヨ
切
H
芦
む
圃
軌
）
も
同
意
見
。

（
3
6
）
客
国
8
ぎ
』
導
§
§
詞
命
脚
ω
N
＞
ミ
一
8
（
ま
。
。
）
る
。
隆

（
3
7
）
　
目
■
国
費
。
ぎ
↓
『
。
勾
0
8
ぎ
蔓
9
9
0
■
壁
σ
q
轟
α
q
①
o
h
一
〇
旨
。
。
｝
≧
『
防
ω
（
G
鴇
y
8
9
U
ひ
p
暮
に
よ
れ
ば
、
＞
・
閑
貰
｛
ヨ
塁
は
七
〇
1
一

　
三
五
年
に
限
定
す
る
（
O
§
蹉
♪
さ
⊃
一
）

（
3
8
）
　
そ
の
論
拠
の
一
つ
と
し
て
、
「
オ
7
ケ
ロ
ス
」
の
ア
ラ
ム
語
が
『
バ
ビ
ロ
ニ
ア
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
の
ア
ラ
ム
語
と
も
『
ハ
レ
ス
チ
ナ
　
タ
ル
ム

国
8
F
」
態
ま
§
鳶
鵯
h
．

三
〇
之
即
ヨ
費
轟
サ
一
〇
〇
9

ω
も
℃
一
’
「
N
＜
凱
一
8
9

竃
0
2
帥
目
費
H
♪
一
〇
。
9
中
N
・
要
8
0
冠
R
は
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
ら
の
主
張
す
る
高
年
代
を
厳
し
く
批
判
す
る
（
～
b
o
卜
8
（
む
翼
y
一
結
¢
。
ま

O
．
困
。
α
。
．
は
「
ネ
オ
フ
ィ
テ
ィ
ー
」
の
本
文
は
伝
承
の
過
程
で
の
鍛
損
が
は
な
は
だ
し
い
故
に
、
そ
の
使
用
に
際
し
て
は
細
心
の
注
意
を
必

　　

　　

　　

　　

　　

　　

（
ω
。
≦
犀
。
『
・
N
o
。
ロ
」
）
、
団
ミ
①
ヨ
σ
①
お
－
国
亀
q
は
、
「
ネ
オ
フ
ィ
テ
ィ
ー
」
の
テ
キ
ス
ト
が
紀
元
前
あ
る
い
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ω
薯
犀
。
き
ぐ
）
。

竃
。
2
弩
鴛
鋭
一
a
い
邦
訳
は
同
書
中
の
英
訳
か
ら
の
重
訳
。

冒
・
一
W
一
即
O
犀
讐
　
b
N
》
ぐ
『
　
一
〇
ω
　
（
一
〇
ひ
o
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）
｝
　
一
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Q
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R
型
昏
葺
憲
軸
9
誉
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ミ
窒
（
・
。
民
・
α
・
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邑
。
p
一
§
y
§
ご
罫
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F
田
＞
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一
8
（
ま
。
。
）
弘
。
。
一
罫
z
帥
塁
昼
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ー
ド
』
の
ア
ラ
ム
語
と
も
異
な
り
、
ペ
ル
シ
ァ
帝
国
の
公
用
ア
ラ
ム
語
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
3
9
）
　
N
≧
ミ
轟
O
（
一
3
0
0
y
一
〇
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（
4
0
）
　
琴
国
8
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8
＜
①
蔓
o
h
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σ
q
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α
q
①
o
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甘
旨
ω
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↓
防
ω
（
一
〇
鴇
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・
ω
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（
4
1
）
　
N
乏
ミ
お
（
這
総
y
8
分
国
8
犀
”
」
博
憶
き
§
魯
る
ド
カ
ー
レ
は
さ
ら
に
、
バ
レ
ス
チ
ナ
ヘ
運
ば
れ
た
「
オ
ン
ケ
ロ
ス
」
は
、
（
ち
ょ
う
ど
『
バ

　
ビ
ロ
ニ
ァ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
）
既
に
バ
レ
ス
チ
ナ
に
存
在
し
て
い
た
タ
ル
グ
ム
を
放
逐
し
て
そ
れ
に
取
っ
て
か
わ
っ
た
、
と

推
測
し
て
い
る
。
し
か
し
O
話
窪
診
ざ
は
、
「
オ
ン
ケ
ロ
ス
」
が
パ
レ
ス
チ
ナ
で
は
一
〇
世
紀
ご
ろ
ま
で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
説
は
と

　
う
て
い
受
け
入
れ
難
い
と
し
て
い
る
。
カ
ー
レ
、
ブ
ラ
ッ
ク
は
、
カ
イ
・
「
ゲ
ニ
ザ
断
片
タ
ル
グ
ム
」
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一
〇
世
紀
以
前
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バ
レ
ス
チ
ナ
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流
布
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て
い
た
以
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、
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オ
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ヶ
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が
バ
レ
ス
チ
ナ
で
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並
行
し
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布
し
て
い
た
は
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が
な
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え
る
わ
け
で
あ
る
が
、
9
8
臨
。
匡
は

　
い
く
つ
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の
タ
ル
グ
ム
が
並
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し
て
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し
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い
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と
い
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と
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な
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主
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あ
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旨
ρ
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8
呂
①
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　　　　『ミシュナ』内容一覧

1・左から・①rミシュナ』全体の通し番号による配列順，②書名カナ転記，

　③書名英文字転記（Danbyによる），④1’》6のどのセデルに属するか，⑤

　セデル内の何番目に位置するか，⑥Danbyの何頁から始まるか，⑦Danby

　による書名英訳，を示す。

　1　ペラコス

　benedictions

2　ペア

　cleanings

3　デマイ

　produce　not　certainly　tithed

4　キライム

　dive繁5e　kinds

5　シェビイス

　theseventhyear

6　テノレモス

　heave一｛）鉦erings

7　マアセロス

　tithes

8　マアセノレ。シェニ

　second　tithe

9　ハッラ

　dough－onlering

10　オルラ

　the　fruit　of　young　trees

11　ビックリム

　且rst－fruits

12　シャッバス

　the　sabbath

13　エノレピン

　the　fusion　of　sabbath　limits

14　ペサヒム

　feast　of　passover
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BERAKOTH

PEAH

DEMAI

KILAIM

SHEBIITH

TERUMOTH

MAASEROTH、

MAASER　SHENI

HALLAH

ORLAH

BIKKURIM

SHABBATH

ERUBIN

PESAHIM

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　1

　
1
2
2
5
5
6
7
8
8
9
0
2
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
1
　
1



15　シェカリム

　the　shekel　dues

16　ヨマ

　the　day　of　atonement

17　スッカ

　the　feast　of　tabernacles

18　ヨム・トブ＝ペツア

　festival－days

19　ロシュ・ハシャナ

　feast　of　the　new　year

20　タアニス

　days　of　fasting

21　メギッラ

　the　scrQll　of　Esther

22　モェド・カタン（orカトン）

　mid－festival　days

23　ハギガ

　thefestalo鉦ering

24　エノイモス

　sisters－in－1aw

25　ヶスボス

　marriage　deeds

26　ネダリム

　VQWS

27　ナジノレ

　the　nazirlte－vow

28　ソタ

　the　suspected　adulteress

29　ギッティン

　bills　of　divorce

30キッドゥシン

　betroしhals

31　ババ。カンマ

　　　　　　一僑大学研究年報

SHEKALIM

YOMA

SUKKAH

YOM　TOB＝BETZAH

ROSH　HA－SHANAH

TAANITH

MEGILLAH

MOED　KATAN

HAGIGAH

YEBAMOTH

KETUBOTH

NEDARIM

NAZIR

SOTAH

GITTIN

KIDDUSHIN

BABA　KAMMA
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　2　4　L52

　2　5　162

　2　6　172

　2　7　181

　2　8　188

　　2　9　194

　　2　10　201

　　2　11　207

　　2　12　211

　　5　1　217

　　3　2　218

　　3　3　264

　　3　4　280

　　3　5　293

　　3　6　307

　　3　7　321

　　4　1　332

　　　　　　　112



　　ラピ文献研究の現状（一）

　the五rstgate

32ババ。メツィア

　the　middle　gate

33　ノくバ・ノくスラ

　thelastgate

34　サンヘドリン

　the　sanhed血

35　マッコス

　stri戸es

36　シェブオス

　oaths

37　エドウツヨス

　teStimOnieS

38　アボダ・ザラ

　idolatory

39　アボス＝をルケ・アボス

　the　fathers

40　ホラヨス

　董nstructions

41　・ぜバヒム

　ξmima1－o登erings

42　メナホス

　mea1－o鉦e■ings

43　フッリン

　animals　killed　for　food

44　ペコロス

　　盒rstlingS

45　アラキン

　vQws　of　v田uation

46　テムラ

　the　substiUユted　offerin9

47　ケリソス

　extirpatiQn
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BABA　METZ【A

BABA　BATHRA

SANHEDRIN

MAKKOTH

SHEBUOTH

EDUYOTH

ABODAH　ZARAH

ABOTH＝PIRKE　ABOTH

HORAYOTH

ZEBAHIM

MENAHOTH

HULLIN

BEKHOROTH

ARAKHIN

TEMURAH

KERITHOTH
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一橋大学研究年報

48　メイラ　　　　　　　　　　　　MEILAH

　sacrilege　－　　　　　　－聖

49　タミド　　　　　　　　　　　　TAMID

　the　daily　whole・o丘ering　　　　　　　　　　　　　＿

50　ミッドス　　　　　　　　　　　　MIDDOTH

　meaSurements　　　　　　　、、　臼

51　キンニム　　　　　　　　　　　KINNIM

　the　bird－offerings

52　ケリム　　　　　　　　　KELIM

　vesselS

53　オホロス　　　　　　　　　　　OHOLOTR

　tents　ぐ

54　ネガイム　　　　　　　　　NAGAIM

　leprosy・畢igns

55　バラ　　　　　　　　　　　　　　　PARAH

　the　red　heifer

56　トホロス　　　　　　　　　　　TOHOROTH

　cleannesses

57　ミクウァオス　　　　　　　MIKWAOTH
immersi・n－ ・・IS

58ニッダ　　　　　N・DD誼
　the　mens血ant

59マクシリン　　　　1MAKSHIRIN
　predisposers

60ザピム　　　　　　　　　ZABI血『

　they　that　sunler　a　flux

61テブノレ．ヨム　　’TEBULY。M

　he　that　immerse（1himse！f　that　day

62　ヤダィム　　　　　　　　　　YADAIM

　hands

63　ウクツィン　　　　　　　　　　　　UKTZIN

　stalks
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　5　8　573－

　5　9　582

　5　10　589

　5　11　598

　6　1．604

　6　2　649

　6，3　676

　6　4　697

　6　5714

　66レ32

　6’7　745

　6　8758

　6ず767

　6壁1も監773

　6　11　778

　6　12　785
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ラピ文献研究の現状（一マ〉

II，（1を，②のアイウエオ順に並ぺ替え，各項を，②一⑥，①，⑦の順に配列

　したもの）

アボス＝ピルケ・アボス　　　ABOTH＝PIRKE　ABOTH

　the　fathers

アボダ・ザラ　　　　　　　ABODAHZARAH
　idolatory

アラキン　　　　　　　　　ARAKHIN
　vows　of、valuation　　　　　　　　　　　l

ウクツィン　　　　　　　　　　UKTZIN

　stalks　　　　　　　　　　　　　　　　l

エドゥッヨス　　　　　　　　　　EDUYOTH

　testimonies

エバモス　　　　　　　　　YEBAMOTH

　sisters－inTlaw

エルピン　　　　　　　　　　　　ERUBIN

　the　fusion　of　sabbath　limits

オホロス　　　　　　　　　　　OHOLOTH

　tents

オルラ　　　　　　　　　　　　ORLAH

　thefruitofyoungtrees

ギッティン　　　　　　　GITTIN
　biUs　of　divorce

キッドゥシン　　　　　　　　　KIDDUSHIN

　betrothals

キライム　　　　　　　　　KILAIM

　diverse　kin（is

キンニム　　　　　　　　　　　KINNIM

　the　bir（1－o丘erings

ケスボス　　　　KETUBgTH
　marriaged㏄ds

ケリソス　　　　　　　　　　　KERITHOTH

　extirpation

ケリム　　　　　　　　　　　　KELIM
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　vese1S

サビム　　　　　　　　　ZABIM
　they　that　su丘er　a　flux

サンヘドリン　　　　　　SANHEDRIN
　the　sanhed】ゴn

シェカリム　　　　　　　　 SHEKALIM
　the　shekel　dues

シェピイス　　　　　　　　　　　SHEBIITH

　the　seaventh　year

シェプオス　　　　　　　　　SHEBUOTH

　oaths

シャッバス　　　　　　　　SHABBATH

　the　sabbath

スッカ　　　　　　　　　　　　SUKKAH

　the　feast　of　tabemacles

セ◎バヒム　　　　　　　　　　　　ZEBAHIM

　animaトO丘eringS

ソタ　　　　　　　　　　　　SOTAH

　the　suspected　adulteress

タアニス　　　　　　　　　TAANITH

　days　of　fasting

タミド　　　　　　　　　　　　TAMID

　the　daily　whole－offering

テブル・ヨム　　　　　　　TEBULYOM

　he　that　immersed　himself　that　day

デ◎マイ　　　　　　　　　　　　　　DEMAI

　produce　not　certain旦y　tithed

テムラ　　　　　　　　　　　　TEMURAH

　the　substltuted　o丘ering

テルモス　　　　　　　　　TERUMOTH

　heave－oHerings

・トホロス　　　　　　　　　　　TOHOROTH

　cleannesses
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　　ラビ文献研究の現状（一）

ナジル

　the　nazirite－vow

ニツダ

　the　menstruant，．

ネガイム

　1eprosy－signs

ネダリム

　VOWS

ハギガ

　the　festal　o」監ering

ノ、ツフ

　dough－oEering

ババ・カンマ

　the五rstgate

ノくバ・バスラ

　the　last　gateロ

ババ・メツイア

themidd1 gate

バラ

　the　red’heifef

ピックリム

　first－fruits

ピルケ・アボス＝アボス

　chapters　of　the　fathers

フッリン

animalsk痂f。τf。。d

ペア

　CleaningS

ペコロス

　firstlings

ペサヒム

　feast　of　passover

ペツァ＝ヨム・トブ
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NAZIR

NIDDAH

NEGAIM

NDARIM

HAGIGAH

HALLAH

BABA　KAMMA

BABA　BATHRA

BABA　METZIA

PARA

BIKKURIM

PI尽KEABOTH＝ABO∫H

HULLIN

PEAH

BEKHOROTH

PESAHIM

BETZAH＝YOM　TOB
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　an　eg9

ベラコス

　benedictions

ホラヨス

　instructions

マアセノレ。シェニ

　second　tithe

マアセロス

　tithes

マクシリン

　predisposers

マツコス

　stripes

ミクウァオス

　im血ersion－poo！s

ミッドス

　measurements

メイラ

　sacrilege

メギッラ

　the　scroll　of　Esther

メナホス

　mea1－0丘eringS

モエド・カタン（or力トン）

　midイestival　days

ヤダイム

　hands

ヨマ

　the　day　of　atonement

ヨム・トブ＝ペツァ

　festival－days

ロシュ。ハシャナ

　feast　of伽e　new　yea

BERAKO H

HORAYOTH

MAASER　SHENI

MAASEROTH

MAKSHIRIN

MAKKOTH

MIKWAOTH

MIDDOTH

MEILAH

MEGILLAH

MENAHOTH

MOED　KATAN

YADAIM

YOMA

YOM　TOB＝BETZAH

ROSH　HA－SHANAH
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　ラヒ。文献研究の現状（一）

　III．（1を，③のアルファペット順に並ぺ替え，各項を，③，②，④～⑥，①・

　　⑦の順に配列したもの）

ABODAH　ZARAH　　　　　アボダ・ザラ　　　　　　　4　8　437　38

　idolatory

ABOTH＝PIRKE　ABOTH　アボス＝ビルケ。アボス　　　4　9　446　39

　the　fathers

ARAKHIN　　　　　　　　　　アラキン　　　　　　　　　　　5　5　544　45

　VOWS　Of　VaIUatiOn

BABA　BATHRA　　　　　　　ノぐバ。ノくスラ　　　　　　　　　　4　　3　，365　33

　the　la5t　gate

BABA　KAMMA　　　　　　ババ・カンマ　　　　　　　　4　1　332　31

　the丘路t　gate

BABA　METZIA　　　　　　　ババ・メツイア　　　　　　　　4　2　347　32

　the　middle　gate

BEKHOROTH　　　　　　　　　ペコロス　　　　　　　　　　　　　5　　4　529　44

　五rstlings

BERAKOTH　　　　　　　　　　ペラコス　　　　　　　　　　　　1　1　　2　　1

　benedictions

BETZAH＝YOM　TOB　　　　ベッァ＝ヨム・トブ　　　　　　2　　7　181　18

　anegg

BIKKURIM　　　　　　　　　　ピックリム　　　　　　　　　　　1　11　93　11

　first－fruits

DEMAI　　　　　　　　　　　デマイ　　　　　　　　　　　　1　3　20　3

　produce　not　certainly　tithed

EDUYOTH　　　　　　　　　　エドウツヨス　　　　　　　　　4　7　422　37

　teStimOnieS

ERUBIN　　　　　　　　　　　　エノレビン　　　　　　　　　　　　2　2　121　13

　the　fusion　of　sabbath　limits

GITTIN　　　　　　　　　ギッティン　　　　　　　　3　6　307　29

　bills　of　divorce

HAGIGAH　　　　　　　　　ハギガ　　　　　　　　　　　2　12　211　23

　the　festaL　oflering

HALLAH　　　　　　　　　　ハッラ　　　　　　　　　　　　1　9　85　9

　119



　dough－oEedng

UORAYOTH
　inStrUCtiOnS

HULLIN
　animals　killed　for　food

KELIM

　vesselS

KERITHOTH
　extirpation

KETUBOTH
　marriagedeeds

KIDDUSHIN

　betrothals

KILAIM

　diverse　kin（is

KINNIM
　the　bird－o長erings

MAASER　SHENI
　second　tithe

MAASEROTH
　tithes

MAKKOTH
　stripes

MAKSHIRIN

　predisposers

MEGILLAH
　the　scron　of　Esther

MEILAH
　sacrilege

MENAHOTH
　mea1－O狂erings

MIDDOTH

　measurements
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ホラヨス

フッリン

ケリム

ケリソス

ケスボス

キッドゥシン

キライム

キンニム

マアセル・シェニ

マアセロス

マソコス

マクシリン

メギッラ

メイラ

メナホス

ミッドス

41046140

5　3　515　43

6　1　604　52

5　7　562　47

3　　2　　218　　25、

3　7　321　50

1　4　28　4

5　　11　　598　　51

1　8　73　8

1　7　66　7

4　5　401　35

6　8　758　59

21020121

5　8　573　48

5　2　491　42

5　　10　　589　　50

　　　　　　　120



　　ラビ文献研究の現状（一）

MIKWAOTH
　immersion－pools

MOED　KATAN
　mid－festival　days

NAZIR

　the　nazirite－vow

NEDARIM

　VOWS
NEGAIM
　leprosy－signs

NIDDAH

　the　menstruant

OHOLOTH
　tents

ORLAH
　the　fruit　of　young　trees

PARAH
　the　red　heifer

PEAH
　C互eanings

PESAHIM

　feast　of　passover

PIRKE　ABOTH＝ABOTH
　chapters　of　the　fathers

ROSH　HA－SHANAH
　feast　of　the　new　year

SANHEDRIN
　the　sanhe（irin

SHABBATH
　the　sabbath

SHEBIITH

　the　seventh　yeaτ

SHEBUOTH
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ミクウァオス 6　6　732　57

モエド・カタン（orヵトン）　2　11　207　22

ナジル

ネダリム

ネガイム

ダツニ

オホロス

オノレラ

パラ

ペア

ペサヒム

ピノレケ・アボス＝アボス

ロシュ・ハシャナ

サンヘドリン

シャツノ鴫ス

シェビイス

シェブオス

3　4　280　27

3　3　264　26

6　3　676　54

6　7　745　58

6　2　649　53

1　10　89　10

6　4　697　55

1　2　10　2

2　3　136　14

4　9　446　39

2　8　188　19

4　4　382　34

2　1　100　12

1　5　39　5

4　6　408　36
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　0aths

SHEKALIM　　　　　　　　　　　シェカリム　　　　　　　　　　　　2　　4　152　15

　the　shekel　dues

SOTAH　　　　　　　　　　　　　ソタ　　　　　　　　　　　　　　　3　5　293　28

　the　suspected　adulteress

SUKKAH　　　　　　　　　　　　スッカ　　　　　　　　　　　　　　2　6　172　17

　the　feast　of　tabernacles

TAANITH　　　　　　　　　　　　タアニス　　　　　　　　　　　　　2　　9　194　20

　daysoffasting

TAMID　　　　　　　　　　　　タミト●　　　　　　　　　　　　5　9　582　49

　the、daily　whole－offering

TEBUL　YOM　　　　　　　　テブル・ヨム　　　　　　　　　6　10　773　61

　he　that　immersed　himself　that　day

TEMURAH　　　　　　　　テムラ　　　　　　　　　　5　6　554　46

　the　substitute（10丘ering

TERUMOTH　　　　　　　　　テルモス　　　　　　　　　　　1　6　52　6

　heave－o狂弓rings

TOHOROTH　　　　　　　　　　　トホロス　　　　　　　　　　　　　6　　5　714　56

　Cleannesses

UKTZIN　　　　　　　　　　　ウクッィン　　　　　　　　　　6　12　785　63

　stalks

YADAIM　　　　　　　　　　　ヤダィム　　　　　　　　　　　　6　11　778　62

　hands

YEBAMOTH　　　　　　　　エバモス　　　　　　　　　　3　1　217　24

　sisters－in－1aw

YOM　TOB＝BETZAH　　　　ヨム・トブ＝ベッァ　　　　　　2　7　181　18

　festiva1－days

YOMA　　　　　　　　　　　　　ヨマ　　　　　　　　　　　　　　2　5　162　16

　the　day　of　atonement

ZABIM　　　　　　　　　　　　　ザピム　　　　　　　　　　　　　　6　　9　767　60

　they　that　suffer　a　flux

ZEBAHIM　　　　　　　　　　ゼパヒム　　　　　　　　　　　5　1　468　41

　anima1－o丘erings
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